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令和４年６月第６回本山町議会定例会会議録 

 

１．招集年月日及び場所 

令和４年６月１５日（水）       本山町議会議事室 

 

２．応招議員 

 １番 澤田 康雄   ２番 大石 教政   ３番 上地 信男 

 ４番 河邑 一雄   ５番 吉川 裕三   ６番 北村 太助 

 ７番 中山 百合   ８番 上田 亜矢子  ９番 永野 栄一 

１０番 岩本 誠生 

 

３．不応招議員 

 

４．出席議員 

応招議員と同じ 

 

５．欠席議員 

不応招議員と同じ 

 

６．職務のため議場に出席した事務局員の職氏名 

議会事務局長 泉  祐司    副参事 松葉 早苗 

 

７．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 

町  長 澤田 和廣     副町長 高橋 清人     教育長 大西 千之 

総務課長 田岡 学   住民生活課長 大石 博史  政策企画課長 中西 一洋 

まちづくり推進課長 田岡 明 建設課長 前田 幸二 健康福祉課長 川村 勝彦 

病院事務長 佐古田 敦子 

 

８．議事日程 

日程第１．一般質問 

 

大石 教政議員  ①新型コロナ感染症への対応について 

②新たな公園整備について 

③生活支援について 

④災害対策について 

⑤町政の課題について 
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北村 太助議員  ①四季菜館の処理について問う 

②本山町住宅新築資金等貸付について 

③クラインガルテンの現状について問う 

 

永野 栄一議員  ①今後の行政施策について 

②職員の引継ぎと住民要望の対応について 

③観光による交流人口の拡大策について 

 

上田亜矢子議員  ①シニアカー購入補助金制度について 

②本山町バイオマス発電所について 

③農業支援策について 

 

岩本 誠生議員  ①町長の政治姿勢とまちづくり構想について 

②行政のデジタル化の取り組み等について 

③教育関係について 

④高齢者福祉等について 

 

 

 

開会   ９：００ 

 

○議長（岩本誠生君）おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１０名であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日の

会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付したプリントのとおりであります。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１．一般質問 

 

○議長（岩本誠生君）日程第１、昨日に引き続き一般質問を行います。 

 昨日は、２番、大石教政君の一般質問の途中で散会いたしておりますので、これより大

石教政君の一般質問を許します。 

 大石教政君の残り持ち時間は５０分でありますので、よろしくお願いします。 

 それでは一般質問を行ってください。 

 ２番、大石教政君。 

○２番（大石教政君）皆さん、おはようございます。 
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 それでは、昨日に引き続き一般質問を行っていきたいと思います。 

 次に、大項目の５番として町政の課題について、まず①として、山林火災予防を兼ねた

水源確保ということで、やはり日本、特に高知なんかも森林県であり、また森林、山とい

うのは、国土の保全とか水源の涵養など、私たちの生活に大切な役割を果たしております。

一方ではまた、地球温暖化防止のための二酸化炭素の吸収源としても非常に、人間社会、

地球環境に役立っております。 

 その中で、今、梅雨に入ってちょっとましなんですけれども、やはり梅雨前はもう非常

に雨も少なく、一たび山火事とか起きると消火とか非常に苦労しますし、また消火活動も

危険なことも伴いますが、山火事予防、消火等についての水源確保とか、非常に大事では

ないかと思われます。一度、山とか焼けてしまうと再生に非常に長い年月もかかり、やは

り国土が荒れてくるということもありますが、お伺いします。 

○議長（岩本誠生君）総務課長、田岡学君。 

○総務課長（田岡 学君）おはようございます。 

 ２番、大石教政議員のご質問にお答えをします。 

 山林火災の予防ということでのご質問でありまして、そういった水源、防火水槽的なも

のの設置ということでのご質問かと思いますけれども、町土の約９割が山林である本町に

とりましては、各所にそういった水槽的なものを配置するのはなかなか難しいと考えてお

ります。万一、山林火災が起こった場合につきましては、水槽付きポンプ車や消防ヘリコ

プターを要請して、あるいはタンクで輸送して、消火に当たるという作業になろうと思い

ます。 

 また、昨年１０月には、沢ケ内地区で起こった山林火災を受けまして、林野火災用の消

化機材の更新をし、各分団に配備したところであります。 

 また、最近相次いだ山林火災につきましては、いわゆる集め焼きが原因で、山林近くの

田畑に草などを集めて燃やしたものが山に移って、火災が起こったということが散見され

ます。田畑の農作物の生育でありますとか雑草の処理には必要な場合もありますけれども、

時期や山林近くの集め焼きにつきましては、日頃から山林火災の予防を兼ねて、控えてい

ただくなりの対応をしていただきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（岩本誠生君）２番、大石教政君。 

○２番（大石教政君）やはり登山のシーズンとかたばこなんかもあったり、野焼きとか火

入れなんかもあったりもしますが、それで、防火水槽というと、設備投資にかかる場合に

は、小さい２００リッターぐらいの防火用の小型の水でも置けるところにちょこちょこ、

毎年少しずつでも整備して置いておけば、いざというとき、水がない、水があれば初期消

火とかで小さいうちに消せるので、一たび山火事が大きくなると２日も３日もなかなか消

えない状態が続いたりとか、また場合によっては、人家のほうとか火が迫ってきた場合に

は避難していかんといかんだったり、山だけではなしに財産とか生命とか危険を及ぼすお
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それも非常に高いので、やはり備えられるところからちょこちょこ備えをしておいたら、

いざというとき、そこに水があるとなると非常に有効なんじゃないかと思われます。 

 山中のガイドマップやないですけれども、今、ＡＥＤが町内至るところに置いてあるよ

うな感じで、ちょっとした２００リッターぐらいのタンクがこの辺とかありますよとかい

うふうにしておくと、費用もそれほどかからなくて、また山火事予防とか、火災予防の啓

発にもなる。農作業とか火を使うところでもそういうタンクとかの設置を促すとか、支援

ができるようなことがあると非常に火災予防につながるんではないかと思われますが、お

伺いします。 

○議長（岩本誠生君）総務課長、田岡学君。 

○総務課長（田岡 学君）あらゆることに備えておくということは大事だというふうには

思います。 

 ただ、ご指摘のタンクを各所に置くということになりますと、地主の方のご了解を得る

とかいうことにもなりますし、なかなか現実的には難しいと思います。やはり日頃から山

林火災の予防を、そういったことには気をつけるということを各人がしていくということ

が大事ではないかというふうに思います。 

○議長（岩本誠生君）２番、大石教政君。 

○２番（大石教政君）国内でも外国なんかでも一たび山林の大火災が起きると、やはり取

り返しがつかないようなことになるので、日頃から啓発活動をして、置けるところへは置

いていくという備えることが非常に大事なんで、やはり取り返しがつかないような大火事

が来る前には備えておかんと、焼けてしもうたみたいになったんじゃ本当にどうしようも

ない。今、日本でも世界的にも大火災が起こっているんで、やはり備えるべきところは備

えていくことが非常に大事と思われます。 

 次へいきます。 

○議長（岩本誠生君）はい、どうぞ、次へ進んでください。 

○２番（大石教政君）じゃ、次に②として、物価高、円安等による農業資材高騰による資

料とか農業資材、非常に価格が上がったり、また品物がなかったりしております。町のほ

うでも飼料の補助とかもやっておるようですが、本町も零細農家というか小規模農家なん

かも多い中で、やはり農業意欲をずっと持ってもらって、景観的には非常に景観のきれい

な棚田ですけれども、耕作的には草刈りとか労力が要る狭い田畑の中で、農業、林業とか

畜産とかやられておりますが、支援とか今後の動向とかどのように捉えておるのかお伺い

します。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）２番、大石教政議員のご質問に対しまして補足答弁

をいたします。 

 議員ご指摘のとおり、燃料価格の高騰や物価高の影響によりまして大変厳しい営農活動

となっております第１次産業、農業をされておる方や畜産業等の方に対する支援策といた
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しまして、本年度、新型コロナ対応の臨時交付金を活用して、現在、本山町畜産農家生産

安定支援事業、内容は、出産後の雌牛に対しまして、濃厚飼料、月６０キロを標準として

おりますが、それを３か月間の現物支給の事業と、本山町花卉・園芸等農業者経営安定補

助事業、この内容は、令和４年度中に収穫する花卉・園芸農産物の種苗、苗等でございま

すが、その購入経費に対する補助、その事業を現在実施しております。 

 本事業を実施することによりまして、コロナ禍の影響を受けて取引価格の下落や農産物

の売上げの影響のあった農家に対しまして緊急的に支援し、農業経営の安定化を図ること

を目的として事業をしております。 

 今後、引き続き、情勢的にはこの原油価格高騰・物価高の流れが続く見通しでございま

すので、今後の状況等を見ながら、必要があればまた追加の対策等も検討していければと

考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（岩本誠生君）２番、大石教政君。 

○２番（大石教政君）今、ウクライナ侵略戦争とかの影響により小麦とかも輸入量が少な

くなり、また価格も高騰しておりますが、これを国産の米などに切替え支援とかもあると

思いますが、本町においても、農業支援ということで、減反中とかを小麦とかに切り替え

たり、また、米粉の利用促進なども今後拡大される予定か、協議とかされておるのかお伺

いします。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）答弁をさせていただきます。 

 先ほど議員ご指摘のとおり、小麦の価格とかその輸入量が縮小するとかいう影響が既に

出てきておるというふうに認識をしております。今後の動きについて、一つの方法として、

先ほど提案があった米粉の需要が伸びるということも想定されますので、その米粉の対応

等につきましてまた生産者、ＪＡ等とも協議を図りながら、需要が伸びれば、当然、そう

いう米粉を生産することによっての生産者側のメリットも出てくることもありますので、

そういう対応も考えていければというふうに思っております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（岩本誠生君）２番、大石教政君。 

○２番（大石教政君）また、化学肥料原料も価格が上がったり、原料が手に入らないとか

いうことも増えておるようですが、今ぐらい原料が入ってこなくなる場合には、昔のよう

に草刈って刈り肥に積んでとか、昔型の循環型農業へも力を入れて、やはり化学肥料とか

入ってこなくてもやっていけるような農業支援とか、高齢化になっていて厳しい中でもあ

りますが、協力隊なんかの人も林業支援とかも入っておる中、農業支援とかにも当たって

もいいんではないかと思われますが、お伺いします。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）答弁をさせていただきたいと思います。 
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 化学肥料の高騰の影響、この秋の収穫後ぐらいから、次の作に向けた土壌改良等の中で

はその影響が出てくるということで、それに向けてやはり対応策を考えなければいけない

と思っております。 

 議員の提案があった昔の農業の形、化学肥料に頼らない農業というのも一つの選択肢で

はあるかとは思いますが、すぐにそこへ転換するというのも今の現状では難しいと思って

おりますので、そういう対応ができる農家があればそういう形も支援をし、価格高騰への

対応ももう一方では考えていかなければならないと思っております。そのようなところ、

農家と連携しながら対応策を考えていきたいと思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（岩本誠生君）２番、大石教政君。 

○２番（大石教政君）あと、今やはり国産の木材なんかは価格が高いまま維持しておるの

か、燃料価格の高騰で輸送費とかかかっておると思われますが、そういう支援とかも計画

しておるのかお伺いします。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）答弁させていただきたいと思います。 

 木材価格につきましては、昨年からウッドショックということで、外国産の木材が国内

に流通が少なくなったことを受けまして、国内の木材の価格は上昇の傾向で維持されてお

ります。一定、本町でも木材資材取引価格も、一時から言うたら高値安定の状況でありま

すので、そういう状況が続いておるという認識です。 

 あと、燃料費のアップの関係では、やはり輸送に係るコストが上がっているということ

で、これは運送業者の経営にも大きく影響がしておるということで、運送会社の組織団体

のほうでも、それの燃料価格のアップに伴う支援措置を各行政団体のほうへ、何とかなら

ないかいうことで、現在、そういう要望も上がってきております。また何らかの形で、コ

ロナ交付金等の活用も含めて検討していければと思っております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（岩本誠生君）２番、大石教政君。 

○２番（大石教政君）国等の緊急対策事業、生活困窮者、原油価格、原材料、食料、中小

企業等、いろんな支援にやはり積極的に取り組んで、町内の農林業とか畜産、第１次産業、

２次産業、３次産業が夢を持ってやっていける、また、行政と町民とが手を取り合ってや

っていけるということが非常に大事と思われます。 

 次へいきます。 

○議長（岩本誠生君）次へ進めますか。はい、どうぞ。 

○２番（大石教政君）次に③として、病院職員への一部給与未払い金の問題等の重要課題

に対する解決への取組、再発防止策ということで、なかなかまだ解決には至っていないと

いうことですが、未払い金の解決を図りながら、また、こういう事務ミスとか起こさない

ということが非常に大事なんで、この前、山口のほうで振込金を間違えた事務ミスなんか
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でも、間違いがなければ町民の方も逮捕になっていなかったかも分からない。やはりちょ

っとした事務手続の間違いで町民が犯罪者などになってしまったという、片一方では、今

やはりパソコンがコンピューター関係みたいになって、ちょっとした、すごく手続は早い

んですけれども、ミスが起きてもさっと止めようがない状態にもなったりするんで、人手

とか足らなければやはり人手を足していく。合理化、合理化とか、町の人件費、予算が足

らないではなしに、やはりある程度余裕、ゆとりを持って仕事をすることが大事ではない

かと思われますが、お伺いします。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）お答えをいたします。 

 この間、労働基準法の企業の請求権や国家賠償法に基づく損額賠償の請求権についてな

ど、また、判例などにつきましても検討してまいっておりますし、関係機関等にも相談を

繰り返してきておりますが、なかなか解決につながっていないのが実態でございます。か

といいましても、引き続き、この件についてはその解決に向けての検討をしてまいりたい

と思っております。 

 給与制度はなかなか複雑でございまして、特に制度が大きく変更するようなときには、

より慎重にならなければならないということがあろうかと思います。当然、制度の理解も

深めなくてはならないし、それから、チェックに当たっては複数で確認していくというこ

とも必要でございます。そういったことに取り組みながら再発防止には努めてまいりたい

と思います。 

 今、人手の問題のこともございましたけれども、職員定数の問題がございまして、給与

問題だけじゃなくて、各分野で仕事自体の中身が複雑になってきております。私自身も、

町長に就任しましてから人手不足を正直感じておりますが、なかなか、その定数の中で運

用していかなくてはならないということもございますので、そういったことも踏まえまし

て、今後も、そういった事務のミスについては防ぐようには取組を進めてまいりたいとい

うふうに思います。 

○議長（岩本誠生君）２番、大石教政君。 

○２番（大石教政君）やはり給料未払いもどこかには解決策、糸口があると思うんで、真

摯に取り組んで、支払われていないのでこれを支払う方向へ向けて取り組んでいくという

ことが非常に大事であり、また、人手不足の場合には、定数増とか図るべきではないかと

も思われますが、お伺いします。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）給料の解決については、これはもう本当に積極的に取組を継続して

いきたいというふうに思っております。 

 定数増につきましては、これは非常に難しい問題がありまして、過去には、三位一体の

改革ということがありまして非常に職員定数を絞ってきた経過もございます。そういう経

過もありますが、これは提案しても非常に厳しいだろうというところもございまして、議
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員の皆様と一緒に、その仕事、定数について今後も検討させていただければというふうに

は思います。 

○議長（岩本誠生君）２番、大石教政君。 

○２番（大石教政君）次へいきます。 

○議長（岩本誠生君）はい、どうぞ。 

○２番（大石教政君）次に④として、産業振興センターの今後の活用策ということで、１

階部分を農産物の加工等で使いたいとかいうふうに前には計画も立てておられたようです

が、今どうなっておるんか。さくら市等へ農産物加工品とか出荷する場合も、何かもう家

に設備投資をして、衛生基準ではないですけれども、ＨＡＣＣＰというか、非常に難しく

なってきておって、そういう設備とかしよったら、家ではもう少量、コンニャクとか漬物

とかいろんなもんを出すんでも、家おっこうな設備投資しよったら、そんなんじゃもうよ

う出さんというふうな声も出ているようですが、ここで、産業振興センターに共同で使え

るような加工場とかあれば非常に利便性も上がるんではないかと思われますが、お伺いし

ます。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）答弁をさせていただきます。 

 昨年度、産業振興センターの今後の活用方策について、これをテーマに町民に意見聴取

をする会議を２回開催しております。会議の中では、商工会の青年部や婦人会、老人クラ

ブなど幅広い階層の方々にご参加をいただきまして、これはワークショップの形でも実施

をさせていただきましたが、様々な意見、アイデアが出てきております。 

 幾つかご紹介しますと、チャレンジショップとしての活用でありますとか、加工品開発

をするとともにふるさと納税への展開、そして、おしゃべりサロン化など、いろいろアイ

デアが出てきております。 

 そういう意見を踏まえまして、本年度は、それを具体化して計画づくりに結びつけてい

く年にしたいと考えておりますので、産振関係の補助事業を活用しまして、これは町なか

の活性化も含めて、この産業振興センターの在り方等をちょっと検討する、事業の中でや

っていく計画をしております。その計画づくりを進めていく中では、センターの活用方針

が決まりましたらやはりハード整備も伴ってくると思いますので、そのあたりも含めて、

有利な事業の選択も含めて、本年度、事業化に向けた検討の年というふうな位置づけにし

ております。また委員各位のほうからもご提言、ご意見がありましたらよろしくお願いし

たいと思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（岩本誠生君）２番、大石教政君。 

○２番（大石教政君）産業振興センター、２階も、観光協議会の事務所が入っている横も

広くまだ空いており、下も非常に広く空いておるし、調理場等も広くあるんでやはり早く、

下なんかもチャレンジショップとかやったらもうすぐに使える状態とも思われるので、１
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年１年待つんじゃなしに、やはり町のほうからも提案しもって、こういうふうに使う人お

ったら、ちょっとチャレンジやから試しに半年でも１年でもやってみんかよとか、加工場

なんかも、これ良心市とか出して、少量を出している人じゃなかなか、個人個人じゃ加工

場の整備も難しいと思われるんでやはり町のほうで整備しておいて、レンタルとか管理任

せてやってもらうというふうに、ある程度、町もリードしもって、提案もしもってやって

いかんと。 

 それと、いろんな協議団体もいっぱい入っているのと、様々ないい意見、アイデアも来

ますけれども、それをどういうふうに取り入れていくんかとか、協議が長引くとまた時間

的にももったいないんで、屋根の防水工事とかいろいろ直し、また上の駐車場も広く整備

もしたので一日も早い有効活用を図って、町民の方の利便性、活性化、休憩所というふう

になれば非常にいいと思われるんで、また上、木曜日には木曜市とか出ているんですけれ

ども、あそこもちょっとテントか何か雨の当らないような設備とかも、あまり費用をかけ

ないで何か対策しておければなおいいんじゃないかと思われますが、お伺いします。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）答弁をさせていただきます。 

 産業振興センターの活用方法につきまして、様々な意見を現在取りまとめる段階になっ

ております。その中では、一定、町の方向づけといいますか考え方も示すべきという、そ

ういう発言がございました。それにつきましては、やはり産業振興センターの設置目的、

これは条例のほうで設置及び管理条例がございますいので、まずはそこの設置目的に掲げ

られております、地域の食材供給や販売、特産物の開発等というような目的が定められて

おりますので、その目的に沿った形での利用方法が基本になってくるんだろうというふう

に思っております。 

 その基本方針の中で、住民の皆様から出てきた意見をいかに酌み上げて事業に反映させ

るかというところが、今、検討課題となっておりますので、そういう形の基本を持ちつつ

住民の意見を反映させて、より利用しやすい施設の形を目指していきたいと思いますので、

またよろしくお願いしたいと思います。 

 あと、上の交流広場、駐車場で主に今、使用しておりますが、テント等の設置もご提案

いただきました。そのあたりはまた今後の検討課題として、いろんな利用の仕方も含めて

考えていければと思っております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（岩本誠生君）２番、大石教政君。 

○２番（大石教政君）産業振興センター、その設置条例がずっと眠ったままになっている

んで、全然条例が生かされていないんで、やはりこれを早く、今年は計画して来年からは

部分的にでも動き出すというふうにやらんと、すばらしい条例があるんですけれども閉じ

たままになっているんで、条例と現実があまりにも離れ過ぎておるんで、やはりこれを一

体化して条例どおり活躍しておるねというふうに、町民の方と協議しもって力を合わせて
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やっていくということが非常に大切だと思います。 

 次にいきます。 

 次に⑤として、町職員の接遇とかも言われておりますが、やはり業務も人員の少ない中

でやっておられると思います。今、本町の場合はいろいろ、保健センターとか教育とか、

部署とかも非常に飛び飛びになっておりますんで、庁内に来られたらちょっと、ウロリじ

ゃない何か簡単な乗り物みたいながよそでは取り入れられているようなところもあるんで、

ちょっとしたシニアカーじゃないですけれども、２人乗りぐらいの乗り物みたいなもので、

来た人がまた次の部署に行く場合にはちょっと誘導してやるとか、接遇も兼ねながら、ま

た町民の方の利便性、役場へ来たら案内の人もおってというふうにすると非常に、本町の

場合は、案内の人が一人とかおるとほかの職員の方なんかも仕事に集中できるんではない

かとも思われますが、お伺いします。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）お答えします。 

 接遇につきましては、議員ご指摘、厳しく受け止めたいというふうに思います。 

 私、就任したときも、それから昨日も言いましたけれども、仕事始めのときも、それか

ら年度初めのときも、接遇の話をさせていただきました。やはり町民の皆様が窓口に来た

とき、それは役場１階だけじゃなくて全職場になろうと思いますけれども、そこにおいで

たときにまず、みんな、今もうどうしてもパソコンを使って仕事をしていますけれども、

一度、顔を上げて挨拶してくださいと。そして、行き先に迷っているようでしたら、一番

近い人が要件をお伺いしてその担当に引き継いでくださいということを、その時々におい

て職員に徹底するようにお願いしてまいっております。まだまだ不十分というご指摘だろ

うと思いますので、これについては引き続き改善に取り組んでまいりたいというふうに思

います。 

○議長（岩本誠生君）２番、大石教政君。 

○２番（大石教政君）やはり改善もしながら、また処遇の方にも過度なストレスにもなら

んようにバランスを取りもって、仕事も業務もあり、町民の方の対応もある。やはりみん

なに見られながらやる仕事いうのは非常にストレスがある面もありますんで、そこをバラ

ンスよく対応するのが非常に大事ではないかと思われます。一番は、町民の人が来てよか

ったと笑顔があり、また、働く人も働きがいがあってよかったねというふうに持っていく

べきが大事じゃないかと思われますんで、そこのバランスを取りながらやってもらいたい

と思います。 

○議長（岩本誠生君）次へいきますか。 

○２番（大石教政君）じゃ、次へいきます。 

 次に⑥として、人口減少、少子高齢化社会の中での支え合い、活気ある健康的なまちづ

くりへ。町長としては、これは日本全体とか本町にとっても非常に大事な問題と思われま

すが、やはり少子高齢化の中で、今、本町でも外国人の労働者なんかも増えてきておると



－11－ 

思われますが、本町としてもどのような重点対策を考えておるんかお伺いします。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）外国人労働者の件については、すみません、通告になかったもので

そこまで考えておりませんでした。 

 このご質問に対しては考え方だろうというふうに受け止めました。年齢とか性別とか、

障害があるとかないとかにかかわらず、誰もがお互いに尊重し、支え合い、生き生きとし

た生活を送ることができる社会、暮らしやすい社会を目指すという、これは共生社会とい

うことではないかというふうに私は理解をしました。共生社会を実現していくということ

が重要ではないだろうかというふうに思います。 

 地域などのコミュニティーも重要な役割を担っていただいておりますし、議員のご指摘

のとおり、人口減少や少子高齢化の中で、そういった地域コミュニティーでも限界も生じ

ております。行政のそれぞれの施策は、この共生社会につながるものだというふうにも考

えております。支え合い、活気ある健康的なまちづくりの実現というご指摘でございます

が、私も、それに向けて行政の施策を展開していくとともに、地域などのコミュニティー

ですね、地域の皆様とも連携しながら、そういった目的をもって取組を進めてまいりたい

というふうに考えております。 

○議長（岩本誠生君）２番、大石教政君。 

○２番（大石教政君）やはり少子高齢化、気長く、これも本当に取り組んでいかんと、す

ぐに解決策があるわけでもないんで、引き続き、気長い、粘り強い取組が非常に大事やと

思われます。 

 次にいきます。 

○議長（岩本誠生君）あと５分ですから、時間割りをよく考えて。 

○２番（大石教政君）まだ５分あります。 

○議長（岩本誠生君）５分しかないですから。 

○２番（大石教政君）分かりました。 

 次に⑦として、環境対策として、今、原油とかエネルギー価格も上がっておる中で、薪

ボイラーとか木炭の普及取組、また、薪でボイラーしもって発電とかもできるようなもの

もあるようですが、まき発電とかバイオマス発電でお湯も取り出しもってできるというこ

とで、災害用とかでも取り入れておるところもあるようです。本町としても、やはり森林

資源の活用、あと、薪とか灰とかは肥料というか殺菌作用もあるとかいうことですから、

これは取り組んでいくことに意義があるんではないかと思われますが、お伺いします。 

○議長（岩本誠生君）政策企画課長、中西一洋君。 

○政策企画課長（中西一洋君）２番、大石議員の質問の薪ボイラーと木炭の普及の取組と

いう状況のところで報告させていただきます。 

 まず、薪ボイラーですが、秋から冬、また春にかけて、利用することが多いかと思いま

す。そのため、そのまきを一定量、材料調達とそれから保存する場所が必要というところ
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で、なかなかそういった確保するところに課題があるということです。また、木炭につき

ましては、本山町の山あいには、広葉樹が大体中心になるかと思うんですが、その一定量

がなかなかないというところもあることと、炭職人というところの話で言うと、炭を売る

ところの職人さんが少ないということで、直ちに普及ということは難しい状況です。 

 一方、先ほど議員からお話がありましたが、薪ボイラーと木炭の利用は森林資源の活用

を生かす取組となり、これは、大きく言えば人と自然のつながりを再生するような取組で、

先ほど言われましたとおり、地域活性化になる取組となることが言えると思います。 

 本山町だけではないんですが、森林が多い市町村ではその森林循環サイクルというもの

があります。森林の資源を利用するというところの話で言うと、このサイクルを構築する

上では、一つは、地球温暖化の防止や豊かな持続可能な社会というものへの転換の貢献に

つながっていることも言えると思います。このことから、環境対策の一端につながるとい

う理解は私のほうでもしております。 

 直ちには難しいんですが、昨日ですか、一般質問の中でも、森林ビジョンの中に、柱の

中の細部にわたるところに、薪ボイラーとか木炭というような言葉がありました。化石燃

料を使わず、森林循環から環境対策に波及することから、関係担当者、林業担当者と連携

しまして、取組内容について検討を進めていきたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（岩本誠生君）２番、大石教政君。 

○２番（大石教政君）今、非常に物価高とか燃料価格とか、補助金とかあってちょっと落

ち着いている状態ですけれども、まだまだ燃料とかも量も入ってこんようになるかも分か

らんし、値段もなかなか、皆、食べるものを買っていたらもう燃料のほう、よう買わなく

なってきたりする場合もあるんで、やはり町にある資源を有効活用して、まきとか本町に

は豊富にあるんで、今までは安く燃料が入ってきたのでまきとか炭がちょっと下火になっ

ておったが、燃料価格がまた逆転してきたら、これは、使える資源がまた巡ってきておる

んじゃないかと思われます。車なんかも、木炭自動車の時代がまた来るかも分からんので

…… 

○議長（岩本誠生君）質問者に申し上げます。時間が来ました。デイアラートの実験があ

りますので、１０時５分まで休憩します。 

 それでは、これをもって、２番、大石教政君の一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。 

 

休憩   ９：５０ 

再開  １０：００ 

 

○議長（岩本誠生君）休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 
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～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君の一般質問を許します。 

 ６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）６番、一般質問を行います。 

 今期４年間の最後の一般質問となります。多少厳しい質問になろうかと思いますが、答

弁は簡潔にお願いしておきます。 

 四季菜館の処理については、細川町長は、れいほく地域振興株式会社四季菜館を平成３

０年３月から閉鎖したまま、平成２９年度の収支報告を職務怠慢とうその答弁で、地方自

治法２４３条の規定義務を不作為による法令違反を犯したまま辞めていかれました。 

 これは、議会がただすことができなかったことが大きな要因でもあります。したがって、

このような難題を澤田町長が抱え込むことになり気の毒とは思いますが、澤田町長は１２

月１６日、初登庁で、役場全体で取り組むもの、まず法令規則の遵守を強固にすることが

土台となると訓示を述べられておりますので、地方自治法２４３条の規定義務の遵守履行

違反、四季菜館の処理をこのままほったらかしていくことはできないと思いますので、伺

いました。 

 ３月議会で伺った要点を述べさせていただきます。私は、平成２２年の議員当時に、四

季菜館が株式会社になった経緯を詳しくは知りませんでした。ところが、四季菜館の経営

が思わしくいっていないので経営状況について町長に尋ねたところ、町からの出資金１，

０００万円は赤字補塡、さらに１，０００万円以上を金融機関から借り入れ、２，０００

万円以上の赤字を抱えての自転車操業であることが分かりましたので、詳細な収支報告を

求めましたところ、元今西町長は、他の法人の内容につきましては詳細にわたっては権限

外でお答えできません、このような答弁を繰り返しましたので、町長は自治法２４３条の

３をご存じですかと尋ねますと、答弁をされません。 

 議長が当時の澤田総務課長に尋ねると、２４３条の３は議員のご指摘のとおりと思いま

すと答弁をされたことで、町長の、他の法人の内容につきましては詳細にわたっては権限

外でお答えできませんと繰り返した虚偽の答弁が明らかになりました。 

 あとは、議会が町長の在任中に事の真相を明らかにして町民に報告する義務があるにも

かかわらず、議長が事の真相を究明せず放棄しましたので、私は、やむを得ず、町長の第

３セクターに対する地方公共団体の関与、町の議会に対する毎年度経営状況の提出義務

（２４３条の３）を認識していなかったとする本山町長今西芳彦氏の責任、総務課長澤田

和廣氏の平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まで、自治法２４３条の３を認識

していたにもかかわらず、住民、議会への報告義務を履行してこなかった不作為を求める

司法の見解を求めて、２５年１１月１１日に高知地方裁判所に訴訟をいたしました。 

 訴訟は受理され、口頭弁論では、私の訴えを不法な訴えで、本件訴えを却下する答弁書
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を弁護人を立てて提出し、全面的に争う姿勢を示しましたが、判決の出る前に今西町長は、

地方自治法２４３条の３に規定する義務を怠っていた違法を認めて謝罪することで私が訴

訟を取り下げ、平成２６年３月議会で、自ら給与１か月分の１０分の１の減給、それと、

議会で承認された、２人の弁護士に裁判費用、着手金が町費で５２万５，０００円支払っ

ている事実があります。 

 その後、４年間の運営はずるずると来て、平成３０年３月から閉鎖したまま、いまだ平

成２９年度の収支報告が出ていない状況であります。さらに、ずるずると来た要因は、元

今西町長と澤田和廣氏が地方自治法２４３条の３の規定義務を怠って高知地方裁判所に訴

訟されたことが始まりであります。 

 次に、今西町長が平成２８年２月１６日、公認会計士真鍋清氏にれいほく地域振興株式

会社四季菜館の経営診断報告書を依頼した報告書の中では、赤字の原因について、れいほ

く地域振興株式会社は、設立後、現在９年目であるが、設立以来、一度も営業損益が黒字

になっていないこと、平成２８年３月までの累積赤字は３，８２５万円になる、実質的に

は町からの指定管理料を通じて町民の税金で負担してきたことになる。さらに、経営責任

者不在については、運営上の重要事項を協議するための取締役会が開催された形跡がない

にもかかわらず、本山町議会も監視、チェックを怠ってきたと、はっきりと本山町議会の

責任を指摘しています。 

 さらに、事業継続の危機については、資産マイナス負債、純資産がマイナス、すなわち

債務超過であり、倒産状態と認識すべきであり、財政支援の保証なくして事業の継続は困

難である。既に本山町の株主としての持分はゼロであり、解散する場合、負債のみが残る。

要するに、１００％町出資の本山町の子会社が経営に失敗したという事実であり、町長並

びにこれを容認してきた町議会の責任とも言える。 

 次に、株主資本が半減したとき、さらに債務超過になったとき、重要な経営判断をすべ

きであったが、抜本的な対策もなく、補助金の投入により経営を継続してきた責任は、町

長、議会にある。さらに、取締役会の機能を果たしていない、借入契約などについて審議

された形跡がない、既に倒産状態、自力再建は不可能と診断されています。 

 この公認会計士真鍋清氏の経営診断報告書は、町からも議会からも住民の皆さんには公

表されることなく、既に倒産状態、自力再建は不可能とされた運営を、議会は役員を送り

出し、町長とともにずるずる自転車操業を続け、さらに１，５００万円を多くの議員の賛

成で貸し付け、操業を続けたまま辞めていったのが元今西町長。それを引き継がれた前細

川町長は、れいほく地域振興株式会社の指定管理を１年前倒しをして打ち切り、四季菜館

を平成３０年３月から閉鎖したまま、平成２９年度の収支報告を履行されないでほったら

かして辞めていかれました。 

 １，５００万円の貸付けについては、違法な公金の貸付けとして反対された議員がいた

にもかかわらず賛成された議員は、違法な公金でない根拠も明らかにしないまま賛成され

ています。違法でない根拠については、賛成された議員各位に反対された理由を明らかに
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していただくように手紙を出して返事を求めましたが、一通も返事は返ってきません。さ

らに、地方自治２４３条の規定義務を遵守履行しない不信任動議が上程されましたが、こ

れも否決されました。 

 私は、前今西町長が落選後の１２月定例議会の一般質問で、４年間ほったらかした理由

と責任について求めました。細川町長は、４年間ほったらかした理由と責任については触

れず、方針を示さなかったのではなく、取るべき手だてがなかったと明快にお示しをし、

ほとんどの議員はこれにご理解をしていただきましたが、北村議員に理解をいただけない

のは本当に残念であると答弁をされています。 

 しかし、このたびの町長選挙に、取るべき手だてがなかったと理解された議員の中の一

部がおそろいで応援されましたが、結果は、細川博司氏と応援議員のタッグは、町民の皆

さんの賢明な判断で再選を許しませんでした。澤田町長は、このような状況を踏まえ、ま

ず４年間ほったらかしている原因と責任の所在を明らかにして、町民の皆様に報告しなけ

ればならないと考えますと申し上げ、明快な答弁を求めました。 

 そこでお聞きいたします。町長の答弁を幾つか確認させていただきます。 

 私が総務課長に異動になった際に、この地方自治法２４３条の３の２項の件について北

村議員から質問を受けました。北村議員もこの本通告書に書かれておりますが、私はその

際、地方自治法２４３条の３の２項の規定を承知しておりましたので、そのように答弁し、

当時の町長に対しましてもその旨を話したというふうに記憶をしております。当時の町長

はその規定を理解され、議会に対し書類提出ができていなかったことを陳謝し、減給の処

分を自らに課したのではなかったかというふうに思いますと答弁をされていました。 

 そのように答弁した、その内容をまず伺います。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）６番、北村議員に対して答弁を申し上げます。 

 そのように答弁したという、そのようにとはどういうことかということでございます。

これは、地方自治法２４３条の３第２項「普通地方公共団体の長は、第２２１条第３項の

法人について、毎事業年度、政令で定めるその経営状況を説明する書類を作成し、これを

次の議会に提出しなければならない。」ということを、そのようにというふうに表現をい

たしました。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）いや、そのようにと答弁された、ただそれだけを聞いています。そ

のように答弁をしたと、その内容、もう一度、分かりやすく簡潔にお答えできませんか。

私には分かりませんね。 

○議長（岩本誠生君）今、答弁をした内容でいいんやと思いますが、もし伝わっていなか

ったらいかんので、町長、再度。 

○町長（澤田和廣君）お答えします。 

 そのようにという、そのというのは何を指しているかというご質問だと思います。地方
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自治法第２４３条の３第２項のことでございます。 

○６番（北村太助君）議長、町長だけにしか質問せんので、町長、ちょっとうつむくので

ちょっと聞きづらいんで、マイクをもうちょっと近う寄せていただきたいと思います。 

○議長（岩本誠生君）マイクをそんなら。 

 ６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）次に伺います。 

 規定を理解され、規定とは、地方自治法２４３条２項のことですか、伺います。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）そのとおりです。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）次にお伺いしますが、当時の町長はその規定を理解され、議会に対

し、書類提出ができなかったと、できなかったことを陳謝し、減給の処分を自らに課した

のではないかというふうに答えています。 

 ここなんですが、町長が、ご自身が司法に訴えられていたことをご存じの上、このよう

な答弁をされたのでしょうか、伺います。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）町長というのは私ということでしょうか、それとも当時の町長とい

うことでしょうか。 

○議長（岩本誠生君）多分、質問の趣旨は、澤田町長が、今西町長が訴えられたことを知

っておったかどうかということだと思います。 

○町長（澤田和廣君）当時、もう１０年以上前、１０年以上になるんですかね、近くにな

ろうかと思いますけれども、そのときのことについてつぶさには覚えておりませんけれど

も、当然訴えられていたということは承知した上での発言だったというふうに思います。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）それでは、町長は高知地方裁判所に訴訟されていたことを知ってい

たということで確認してよろしいでしょうか。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）その当時は承知していたというふうに思います。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）では伺いますが、澤田町長は、訴訟されたてんまつを一部始終知り

ながら、当時の町長はその規定を理解され、議会に対して書類提出ができていなかったこ

とを陳謝し、減給の処分を自らに課したのではなかったかというふうに思いますと。どう

してこのような答弁をされたのですか、不可解ですので、お聞きします。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）私の答弁の趣旨は、当時、私は北村議員が書かれているとおり、私

は、地方自治法の２４３条の３第２項についてその質問を受けた際には承知しておりまし
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たので、町長に対して提出する、先ほどの第２項「毎事業年度、政令で定めるその経営状

況を説明する書類を作成し、これを次の議会」というのは、３月３１日に年度が終わりま

すので、「次の議会」というのは、その翌年の６月議会に「経営状況を説明する書類を作

成し、これを次の議会に提出しなければならない。」というふうに規定されていますとい

うふうに町長に話をしたと思います。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）それは明快な答弁にはなっていませんよね。知っていたと言うんで

しょう。先ほど長々しく私は現状を述べましたね。訴えられたのは町長なんです。これも

今、認めた。２４３条で訴えたということを今認めたわけでしょう。地方裁判所に訴訟し

たことを知っていての答弁かと求めたんやから、知っていたということでしょう。知って

いたから言っているわけですよ。一部始終知っていたのになぜそのような答弁をされたの

か。私がそういうふうに町長に言ったので、町長が自ら議会へ提出したと、これは全然誤

りですよね。そうじゃないわけでしょう。先ほど読み上げましたでしょう、私。判決の出

る前に町長はそれを認めることで私が了解して、それを取り下げてやったわけでしょう。

そうしたら認めているわけよね。この不作為で訴えられたのは町長自身ですよね。先ほど

認めたでしょう、それ。認めていないんだったら、もう一度、認めていない理由を説明し

てください。 

○議長（岩本誠生君）町長というのがこんがらがっているんで、元町長の意味ですね。元

町長がということで訴えられたのを現町長が知っておった。当然その答弁をしましたね、

知っておったと。そのことも含めて、町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）お答えします。 

 当時の町長が訴えられていた、私も含めてですね。私は総務課長でございましたけれど

も、それから、私の前の総務課長も３名、訴えられていたというふうに思います。それは

承知をしておりました。それを受けまして、２４３条の３第２項については、これは当時

の町長に、この書類は提出する必要が規定されていますという話をしたということでござ

います。その後、毎会計年度の次の議会に対してその書類は提出をさせていただいており

ます。 

 以上です。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）私、初めから言っているでしょう、簡潔に答えてくださいと。質問

については私はもう簡潔に質問しているわけです。だから、先ほどからずっと述べてきて

いるように、町長は自ら議会に謝罪して減給処分をしたと言っているわけだ。事実はそう

じゃないわけでしょう。 

 全然理解できない。先ほど長々しく述べたでしょう。訴えられたのは今の町長本人なん

ですよ。先ほど言ったでしょう。町長は知らんと言い切ったんやからね。不作為にはなら

んわけです。不作為というのは、それを認めていた人を訴えるわけですから。澤田町長は
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総務課長であったときにそれを認めたわけや。認めたから訴えたんや。そやから、訴えら

れたことを事実か事実でないかもう一度はっきりしてください。そうせんと曖昧な答弁に

なります。 

○議長（岩本誠生君）ちょっと待ってください。 

 論点整理のため暫時休憩します。 

 

休憩  １０：２９ 

再開  １０：３９ 

 

○議長（岩本誠生君）それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ６番、北村太助君、一般質問を続けてください。 

○６番（北村太助君）だから、もう一回蒸し返しになりますよ。では伺います。 

 澤田町長は、訴訟されたてんまつを一部始終知っているわけでしょう、認めたからね。

そうしたら、当時の町長にそのように何で言われたか。遠回しに、何でそんな事実でない

ことを。町長は、自ら２４３条を私が言ってあげたから、自ら議会に出して減給を求めた

と言うている。そんな遠回しな言い回しをすることはないでしょう。それがどうしてこう

いう答弁をしたかを聞いているわけです。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）それはもう繰り返しになりますので、私には議案の提出権が当時は

ございませんでしたので、２４３の３第２項について提出する必要があるということを当

然、当時の町長に話をして、町長は理解された。その不作為ということについて北村議員

が言われる意味は、その当時の総務課長は出さないかんということを知っているのに出さ

なかったと、だから不作為だというふうに言われているんだろうと思いますけれども、私

には総務課長の当時にその議案を提出する権限がなかったということ、それだけははっき

りしておかないと、私が議会に議案を出さなかったというのは僕は違うというふうに思っ

ております。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）それでは引き続き聞いていきます。 

 町長は、知っていたということで聞きますけれども、私に反問権を行使して、こういう

ことを言われています。北村議員が昨年発行された議会報告でも同様なことが書かれてお

ります。その件につきまして町民の皆さんからお叱りを受けました、こういうふうに答弁

されています。そうすると、このお叱りをされたことに対して町長はどのように返事され

ましたか。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）私には議案の提出権がないということをお話をしました。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 
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○６番（北村太助君）いや、それでは答弁にならんでしょう。聞かれたわけでしょう。だ

から、ここで書いているように、報告書でも同様なことを書いているということは、私が

書いたこれでしょう。そうしたら、認めているわけやから、どういうふうに答えられたの。

お叱りを受けたわけでしょう。どういうお叱りを受けたんですか。自分もこれを知ってい

るわけでしょう。知っていたら、先ほどから認めている訴訟された本人ですよね。どう答

えられますか。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）おまえが出さんかったのかと言われたので、いや、私は出す必要が

あるというふうに認識していたと。ただ、私にはその議案を提出する権限はないというこ

とをお話ししたと思います。 

○議長（岩本誠生君）自治法上はそうなりますね。 

 ６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）だから簡潔にと言っているでしょう。これを見て知っていたわけで

しょう。さっきからずっとやってきて知っていたわけや。これを見て知っていたわけでし

ょう、この中へ書いているから。これ読み上げませんけれども、内容はご存じなわけでし

ょう。そうしたら、お叱りを受けたんだったら、お叱りというのはどういう言葉ですか。

おまえ、こんなことをしておったらいかんじゃないか、これは本当かうそか、どっちやね

んと言って聞くやろう。それを聞いているわけです。大事なことやこれ。知っていたら、

知っていた、報告せないかん。知らなかったら、知らんという報告をしていいんやから。

知っていたんやから、どういうように答えましたか。 

○議長（岩本誠生君）その件は個人的なやり取りになりますので、どうなんでしょうかね。

個人の会話でしょう、それは。町長がもし答えるとすれば答弁を求めますけれども。 

 町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）さっき反問権の話も出ましたので、それも。私を訴えたと。それで

これがどう……。訴えられたのは本人であると。（「お叱りやでね」の声あり）それはい

いんですけれども、そのときに、２４３条の３第２項の訴訟対象に、私は総務課長でした

けれども、当時。訴訟対象になるんでしょうかというのは、議長にお許しをいただいて反

問権を使わせていただきました。 

 なぜかというと、第２項は「普通地方公共団体の長は」ということでなっておりますの

で、当時、私は総務課長でしたので、それは訴訟対象になるんでしょうかというのが分か

らなかったので、北村議員に反問権を使いました。 

 それともう一つ何、住民の方に言われたのは、おまえが出さんかったのかというふうに

言われましたので、私は議案を私が出す権利がないので、ただ出す必要性はあるというこ

とは、当時の町長にそういう話をしましたということを話をした覚えがございます。それ

でよろしいですか。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 
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○６番（北村太助君）いや、それは明快な答弁になっていないわけよ。けれども、ここは

先ほどで認めたということやから、この認めた、認めんを確認する非常に重要な部分であ

って、これは認めているから、そこの対話では突き詰める必要がなくなったんで先へ進み

ます。 

 そこで、さらにその反問でどう言うているかというと、私が２４３条の３の２項の訴訟

対象になるのかというところについては、私はよく分かりませんと言っているわけよ、反

問権で。分からんじゃないよ、さっきもう全部分かったね。分かっているのにこういう質

問をされたのはどういうことでしょうか。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）訴えらたれことは承知しておりましたが、その２４３条の３第２項

の不作為の訴訟対象に私がなるんでしょうかと、当時、総務課長でしたので、それを北村

議員に反問権を使ってお聞きをさせていただきました。 

 繰り返しになりますけれども、２４３条の３第２項には「普通地方公共団体の長は」と

いうことで、中を飛ばしますけれども、「経営状況を説明する書類を作成し、これを次の

議会」、というのは、年度が閉まったらその次の議会、臨時議会があればその臨時会、な

ければ次の６月定例会にそれを「に提出しなければならない。」という規定でございまし

たので、３人が訴えられたということは当然承知しておりましたが、訴訟対象に私がなる

のかというのは、十分、私はそのとき理解できませんでしたので、反問権を使わせてもら

って訴訟対象になるのでしょうかということ。訴えたということは当然承知しております。

訴えられて受理されたんだから訴訟対象になるじゃないかと言われればそうかもしれませ

んけれども、私は、２４３条の３第２項の規定に基づいた不作為を問われる訴訟対象にな

るかということについて理解ができなかったということでございます。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）だから、初めに確認をしていきようわけですよ、私は。何でこんな

ことを言うの。てんまつを知っているわけでしょう。先ほどからはっきりしたことでしょ

う、訴えられた本人は自分でやっている。不作為責任者の、私が訴えた第一人者は澤田町

長ですよね。そのことを先ほど認めたんや。だから確認して言っているわけ。なのに何で

こういうことを言うの。訴訟の対象になるでしょうかと。対象になるどころか本人が訴え

られているんですよ、これ。だから聞いているわけよ。こういう矛盾した答弁をされてい

るから、どうしたんでしょうかと聞いているだけだ、私は。矛盾しているんです。知って

いたら、こんな私に答弁するはずない。その辺をはっきりしてください。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）繰り返しなりますが、北村議員から、当時の町長、それから前総務

課長、そして、私、異動で総務課長になりましたので、そのときの私は総務課長、この３

名を訴えられているということについては承知をしております。 

 ただ、繰り返しになりますが、地方自治法の規定に基づいた訴訟対象になるのかという
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ことについては、私は訴えられたという事実は承知しておりますが、訴訟対象になるのか

どうかということについて、受理されているからなっているじゃないかと言われればそれ

までかもしれませんけれども、私は、そのとき、その訴訟対象にこの条文を読んでなるの

かということについては疑問を持ちました。 

○議長（岩本誠生君）これは、いつまでたっても水かけ論的な論争になります。 

○６番（北村太助君）いや、水かけ論じゃない、これは。矛盾したことを聞いているんや

から。 

○議長（岩本誠生君）いや、そうじゃなくて、北村議員、訴訟を取り下げた時点でこの関

係については終結しているということではないかと思いますけれども、それは違いますか。 

 ６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）矛盾したことを答弁されているわけですよ。これは放送で町民の皆

さんが全部聞かれているわけです。だから聞いているわけよ。ここではっきりせんことに

は、聞かれた町民の方は、こういう答弁しているのに北村は何を質問しよんのやろと。こ

こだけ一つ取っても、私は訴訟される理由、対象者になるんでしょうかと言うたら、聞い

た人はどう思うか。北村は変な質問しよるとしか受け取れんよ。そうでしょう。だから、

初めから順番に聞いていっているわけ。 

 こういう答弁をされるということは、自分が訴えられてないということを公表している

ことになるんですよ。対象になるんでしょうか、それは町長がなるんじゃないか。町長は

ならんと言うている、不作為やないか。町長は２４３条知らなんだと言うている。知らん

ものを訴えるわけにいかんやんか、不作為で。分掌責任があるということが分かりません

か。全然矛盾した答弁をされている。矛盾した答弁を住民が聞かれている。だからはっき

りしとかないかんと思うて、私、聞きよる。それは答弁にならんですよね、もう一度。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田町長。 

○町長（澤田和廣君）どう言ったらいいんでしょう。私は当時、総務課長で異動しにいっ

て、この問題が出たときに当然、もう繰り返しになりますけれども、地方自治法の２４３

条の３第２項を承知しておりましたので、これは提出する必要性があるということを当時

の町長に話をしました。 

 それは、北村議員は私が訴えられていたというふうに言われますけれども、僕はどうし

てもそこだけははっきりしておきたいんです。２４３条の３第２項の「普通地方公共団体

の長は」ということで、これは当時の町長に、この北村議員が指摘されている書類につい

ては、この規定がありますので提出する必要がありますと私は言いました。 

 それに含めまして……（発言する声あり）そのとおりです。ただ、私には議会に対して

議案を提出する権利というか、当然、議員の皆さんはご承知のとおりですけれども、課長

に議案を出す権利はございませんので、これは出す必要があるということを伝えたという

ふうに理解しています。 

 北村議員、そこは私は理解していただきたいというふうに思います。訴えられたという
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ことについては、私は、当時の町長、それから前総務課長、それから当時の私、３人を北

村さんが訴えたということについては当然承知しております。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）全然またひっくり返している、今の答弁ね。訴えられたのは本人や

いうことをまた否定したような答弁です。町長を訴えたん違うんですよ、これは。３人が、

町長は最高責任者やからそんな知らんことで通らんということで名前連ねている。不作為

は澤田町長なんですよ。分掌責任があって、それを知らずして報告していないというのは、

責任があるから、その責任の所在を訴えたんや、私は。それをまたひっくり返すようなこ

とを言うているわ。どうしますか。 

○議長（岩本誠生君）その訴えそのものが今存在をしていないわけですから、それはもう

ここらあたりで、北村議員、その事実関係は理解できたから次へ進んだらどうでしょうか

ね。 

○６番（北村太助君）いや、それは罪になったかなっていないかのことを、今、議長は言

っているけれども、それは取り下げたらないわね。けれども、これは重要なことなんです。 

 それで、議長がああいうようなことで妙にこれをはっきりさそうとしていないから…… 

○議長（岩本誠生君）いや、そうじゃなくて、これ以上やっても、お互いがもう意見が折

り合っていないんです。 

○６番（北村太助君）いや、分からんかね。初めに言ったことをまた否定しているわけで

しょう。訴えられる理由がないということを今言っているわけや。だから私はそのように

認識していましたという、全然違う答弁されているやんか。 

 まあいいですわ。次へ進んでいきます、もう時間もないんで。 

 それで、澤田町長は今回の選挙で、３７年間、住民のために尽くしてきたと言っている

ことを、前回のときにも自画自賛しているということを私は申し上げました。 

 そこでお聞きをしますが、町長は、本山町総務課長時代に司法に訴えられた四季菜館の

事後処理、住宅資金貸付けの処理も引き継がれた。当時ですよ。重要な時期に総務課長と

いう重責をほったらかして辞めていかれたんです。私から見れば、無責任極まりない職員

であったとしか思われません。町長選挙に出馬された理由を、町職員として３７年間、住

民のために尽くしてきた、これを自画自賛して新聞で公表されたことは、事実を、先ほど

からはっきりしましたね、事実は。その事実を意図的に、巧妙なテクニックで町民をごま

かして得票を得たとしか言えません。さらに、私に対して先ほどから答弁が曖昧になって

います。併せて、町職員として、３７年間、住民のために尽くしてきたと高知新聞で公表

した記事は、職歴詐称または職務詐称記載となるのではありませんか、明快な答弁を求め

ます。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）私の主観でございますので、どう取られるかということについては

それぞれの捉え方があろうかと思います。 
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○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）簡潔に答えたね。けど答弁になっていないよ。私の聞いていること

は、３７年間住民に尽くしてきた、このことを公表したわけです。しかし、実際は違いま

すよね。一番大事な時期、一番大事な２５年、２６年、そして四季菜館の問題がこのよう

な状況になっておるときに、ほったらかして辞めていったんじゃないですか。それは辞め

ていったんですよ、私ははっきりそう言います。重要な時期なんですよ。それを、裁判に

訴えられたことまで隠して…… 

○議長（岩本誠生君）ちょっとそれは。 

○６番（北村太助君）やったことは職歴詐称と違いますか。２３５条を読んでください。 

○議長（岩本誠生君）暫時休憩します。 

 

休憩  １１：０１ 

再開  １１：０２ 

 

○議長（岩本誠生君）休憩前に引き続き会議を開きます。 

 答弁を求めます。 

 町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）四季菜館のことについては、ほったらかしたというふうに今言われ

ましたけれども、私が総務課長になってから、この問題が北村議員から指摘を受けて町長

が謝罪した以降、私の総務課長の当時は、毎事業年度の次の議会に必ず四季菜館の経営を

示す書類を提出させていただきました。ほったらかしておりません。必ず議会に、それは

町長が提出しましたが、私の総務課長の時代にはその書類については提出をしております。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）じゃ、その提出した書類出してもろても構わんと思いますが、私が

言っていることは、職歴詐称、これを聞いているわけです。２３５条、ご存じですか。や

ってきたことと、自分が重要な総務課長の時代に訴えられているわけですよ、職務怠慢の

不作為で。それを隠しているわけでしょう。尽くしてきたんじゃないですよ、私から言え

ば。その重要な時期にほったらかして辞めていっているとしか私は言えません。それだか

ら聞いているやん。２３５条をご存じですか。 

 ご存じでないようですので私が説明します。２３５条は、当選を得る目的で候補者の身

分、職業、経歴などに関して「虚偽の事項を公にした者は、２年以下の禁錮又は３０万円

以下の罰金に処すると。これにならんのですか。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）私の主観的な部分だろうと思いますので、私としては、詐称した、

これは公職選挙法の規定を言われているんだろうと思いますけれども、には、という認識

は当然私にはございません。 
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○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）認識の問題じゃないです、これ。認識がないとかあるとかいう問題

じゃないです。そんな問題やないですよ、町長。 

 先ほども言いましたでしょう。こういう３７年間も尽くしてきた言うて、それを見たら、

いやあ、この人は真面目に２７年間もやって、さらに東北まで行って慈善事業に参加して

きて、立派な人やとしか思いませんよ。そうすると、住民をだました結果になるんじゃな

いですかと聞いている。だから私はきつく言っている。新聞にまで公表したことやから、

それは職歴詐称じゃないですかと聞いている。 

 さらに言いましょうか。これまで自分の言ってきた職務経歴を偽る行為は職務詐称じゃ

ないと。こういうことまで法律には、いろんな経験したことが出ているわけや。だから私

は聞いているんです。そうでしょう。全然違うでしょう。３７年間やってきて、まだ東北

まで行って頑張ってきた。ああ、この人やったら本山町任せても構わんと思うで。そうし

て票を得たことになるんではないですかと聞いている。私にはその認識がなかったじゃ済

まんで。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）私の、繰り返しになりますが主観ですよね。私の思いとしては、本

山町役場で、住民の皆さんにお世話になりながら仕事をさせていただいたというふうに思

いますし、５年間は東北で仕事をしてきました。それが詐称と言われるともうこれはどう

しようもないですけれども、私はそういう思いで自分の考えを表明したわけで、それが公

職選挙法に言う詐称になると言われると、ちょっと私も、その判断は刑法犯になりますの

で、犯罪者になりますので、それは何とも私がここで言うことはございません。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）主観じゃないんです、事実なんです。事実でしょう、新聞にも出し

たんやし。主観でそんなことを書いても事実と違うわけじゃない。だから私はそこを突い

ているわけです。それは確かに主観でしょう。主観じゃなければ書けんもんね、こんなこ

とは。ええほうへの主観や。実際は違うわけでしょう。 

 一番重要な時期に四季菜館のことがほったらかされてきて、そうして自転車操業という

ことが分かったから私が追及したわけや、どうなっているかをね。その中で町長は、他の

法人につきましては詳細にわたってはお答えできません言うて繰り返してきたわけです。

だから最後に聞いたわけや、２４３条の３項ご存じですかと。聞いたら、まだそれでも答

えん。そうしたら澤田町長は自ら、それはそのとおりですと言ってん。そのとおりですや

ったら、分掌責任でそれをせないかん。それをほったらかしているわけや。ほったらかし

たから私に訴えられたんや。 

 これは事実は隠せませんよ。その事実を知ったら町民はそうはいきませんよ。３８年間

も頑張ってきたと。いやあ、こんな裏があったんかと。だから聞かれたんでしょう。町民

の方からお叱りを受けたわけでしょう。そのお叱りを受けたことはどういうことですかと
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まで先ほど聞いたけれども、そこは曖昧な答弁ですわな。だから、私はそこが大事なんや

と言っている。これ聞かれちゅうわけやろ。私がマホロノサト出したから、こんなことが

あったんか、おまさん、どうしよったんで。叱りということは怒ることやからね。こんな

ことを隠しよったんかと言われたんと違いますか。だから聞いているわけよ。職歴詐称は

２３５条でこういうふうに規定されていますよ。 

 本来ならこの問題を議会が取り上げないかん。私が何か悪い役ばかり取り上げてやらな

いかん。前に訴えたときもそうでしょう。選挙が近かったから前の議長はほったらかした

わけや。１２月やからもう選挙が近かったんや、町長選挙がね。それでほったらかしたか

ら私が澤田町長を訴えたんや。町長を訴えたということはそれだけ仕事をしていないとい

うことよ。職務怠慢によるもんよ。知っちょってせんということは不作為やから。それを

またムニャムニャしているわけよ。それで、それは職歴詐称じゃないか言うたら、私はそ

ないには思いませんいうようなことで、どうなんだ。もう悪い役ばかり私がやらされる。

そやから聞いている。これをはっきりせないかん。そうでしょう。選挙で自分のええこと

ばかり言うて、自分の一番悪いことを隠してどうなる。町民だましたことになるんじゃな

いですか、はっきり言うて。これ、良心があったら問いただすのは当たり前やないですか。

答弁求めます。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）どう答弁したらいいのかちょっと自分でも分かりませんけれども、

当時、総務課長のときに、繰り返しになりますけれども、地方自治法の２４３条の３第２

項の提出は、四季菜館はその法人に当たるということで提出する必要がありますというこ

とをその当時の町長に話をしまして、ああ、そうなのかということで、当然、３名が訴え

られておりましたけれども、町長はそれを謝罪し、提出したということだったというふう

に理解しております。 

 私は、提出する必要があるという理解をしておりましたので、提出しなければならない

ということをお話をしました。それが詐称と言われれば、それはもうどうなんでしょう、

どこで判断を仰ぐんでしょう。刑法犯になれば、裁判で刑法で訴えられるということに包

括されるんでしょうか。そういう判断をされる場所があればそういうふうになるんだろう

なというふうに思いますが、私は、その詐称をしたという認識はありません。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）まだこれ否定するわけね、詐称したことを。これ何ぼ言うても分か

らんですか。本当のことを言わず、自分のええことばかり言うて、そういうことを公にし

たらいかんと書いている、２３５条は。職歴詐称じゃなかったら何ですか。職歴でしょう、

３７年間頑張った。尽くしてきたんや。頑張らしてもらいましたやないですよ。尽くして

きたいうことは人民奉仕なんですよ。人民に奉仕する、町民に奉仕する、それを貫いてき

たと言っているわけでしょう。違うじゃないですか、事実は。 

 四季菜館のことで長引いている状況を、これは執行部の責任でもあるけれども、ずるず
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ると来て、そうして、先ほども読み上げたように、町と議会との責任があるとまで報告書

ははっきりと言っているのにもかかわらず、またずるずる来て１，５００万円も貸し付け

て、そうしてまだ収支報告が出てきていないんです。この収支報告が出てきていないとい

うことも町長は引き継がれたわけでしょう。 

 ここで何ぼやってもそれだけの返事しかよう出んので、次へ移っていきますけれども、

これは済んだ問題じゃないということをはっきり言っておきます。 

○議長（岩本誠生君）次の大項目。 

○６番（北村太助君）次じゃない、この問題もう一つ残っている。 

 それで次に、町の責任の所在については答えていません。だから、責任の所在を明らか

にして町民の皆様に報告しなければならないと町長の見解を求めました。町長はどう答え

たか。２４０の３条の２項の報告ということでございますでしょうか。報告できていない

ことに対して責任の所在ということでございましょうか。それでございましたら、本当に

繰り返しになって恐縮ですが、２４３条の２項に、毎年、度年次報告を法令で定めておら

れます。だから、経営状況を説明する書類を作成して、これを次の議会に提出しなければ

ならないというふうに規定されておりますので、２９年度の財政状況の報告は、次という

ことですので、平成３０年６月議会に報告されるべきというふうに受け取ります。 

 そうすると、町長は就任されてから６か月近くたちますが、この２９年度の報告書はい

まだに出されていませんが、その理由を伺います。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）平成２９年度の会計報告につきましては、２４３条の３第２項に掲

げてありますとおり、「毎事業年度」、だから２９年度につきましては、「経営状況を説

明する書類を作成し、これを次の議会」、というのは、直近の議会というふうに理解しま

すので、臨時会があればその臨時会、なければ平成３０年の６月議会に提出する。当時の

町長が議案として、これは報告案件ですので報告議案として、議会に提出する必要がある

んではないかというふうに理解をいたしております。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）だから聞いているわけです。本来なら、２９年度ですから３か月後

には報告ちゃんとせないかんということが今日までまだ来ているから、私が質問ずっとせ

ないかんわけですわ。けど、それが分かっておるんであれば、もう６か月たちましたわな。

その収支報告を出す義務があるんじゃないですかと聞いている。それを６か月していない

理由を聞いているわけです。どうしてしていないんですか。分かっていただけじゃいけま

せんよ、実行に移さなければ。それを聞いています。どうしてこの６か月ほったらかした

のか。 

○議長（岩本誠生君）答弁を求めます。 

 総務課長、田岡学君。 

○総務課長（田岡 学君）北村議員のご質問にお答えします。 
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 これは、前町長からも同様の答弁をされておりますけれども、２９年度からの決算報告

がれいほく地域振興株式会社から提出されておりませんので、報告をするに足る書類があ

りませんので、これは平成３０年から提出をしていないという状況があります。 

 以上です。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）それ答弁にならんよ。町長がしなかったら、総務もあることである

から、分掌責任があるわけでしょう。そして、この問題は、向こうから出てきていないと

いうことについてはかなり論議をしてきた。相手から、いつどこで出してきているかと。

北村議員にうその答弁やめてくださいということまではっきりしているわけ。さっきも言

ったでしょう。それも分かっておりながら打つ手がなかったと言うわけでしょう。打つ手

がなかったんじゃないですよ。能力がないからしていないだけのことでしょう、それと職

務怠慢。職務怠慢は執行部の中にもあるんですよ。それをそんなことで逃げてどうするの。

やればできることでしょう、報告書ぐらい。そんなら、向こうから出てこなかったら永遠

に出てこんのですか、これは。そんな答弁、答弁にならんで。はっきりして。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）このれいほく地域振興株式会社についての財務については、私のほ

うも調査をせんといかんと思っておりますので、それにつきましては調査をしてまいりた

いというふうに思います。もう５年ぐらい経過しているんです。というところですので非

常に時間かかるかと思いますが、私も、この会計状況については調査をしなくてはならな

いというふうに思っておりますので、それについてはこれから。今までも、この６か月間

ですか、いろんな情報を聞きましたけれども、ただ、経営状況を説明する書類を作成する

までには当然至っておりませんので、それについては調査をしてまいりたいというふうに

思います。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）こんな曖昧な答弁しよったら、いつまでたってもこれは帳尻つかん。

だからはっきり言うておく。これは、町長がああいうことを言うて、今も総務課長がああ

いうような答弁しかできんわけ。そうしたら、いつまでたっても出てこんことになる。相

手が出してこなかったら出せん言うたら、相手が出してこん。さっきも言うたように、議

場で北村答弁でうその答弁やめてくださいとまで来ちゅう。いつ私に請求されたのかと。

請求されたものは出てきませんよ。だから言っているわけ。 

 これは、最後に町長、私たちももう任期が７月で終わりです。はっきりけりつけておか

ないかん。それまでには作業して２９年度の収支報告を出してください。そのことを言っ

て、これを終えたいと思います。 

○議長（岩本誠生君）答弁要りますか。 

 町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）２９年度の、繰り返しなりますが、その提出については、次の議会
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に提出しなければならないという規定だけはご理解をいただきたいと思います。それを出

していないということで、５年じゃない、４年ですか、経過しておりますけれども、それ

につきましては、私もこれを調査せんといかんと思うていますので。ただ、時間が経過し

て、関係書類とかいうのを精査すると、現議員の皆様の任期中にというのは僕は困難だと

いうふうには思っております。 

○議長（岩本誠生君）次へいきますか。 

○６番（北村太助君）次へいきます。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）次に、住宅資金貸付けの問題ですが、これは、先日の１３日に執行

部と協議をいたしましたので省かせていただきますが、ただ、１点だけ確認をしたいと思

います。 

 １００条委員会報告は、「町長には、この事態を招いた長としての責任は誠に重大であ

り、行政によって、公正、公平の原則が損なわれたことを認識し、町長は住民及び議会に

対し、明解な説明と今後の処理について速やかに方針を示すべきである」となっておりま

すが、前細川町長は、この条例を遵守せずに去りました。したがって、町長はこの履行し

ていないことも引き継がれるとおっしゃいましたので、私たち１００条委員会のメンバー

も７月で任期が終えますので、それまでに住民及び議会に対して報告を上程していただく

よう申し上げて、町長の明快な答弁を伺います。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）全員協議会でご議論もいただきましたので、種々の課題があるとい

うことを認識しておりますので、なお検討してまいります。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）次に移ります。 

○議長（岩本誠生君）次どうぞ。 

○６番（北村太助君）次は、クラインガルテンの問題です。ちょっと早口で行かないと時

間がなくなりましたから。 

 ３月議会で、私たちが目指す日本で最も美しい村づくりについて、本山町南部は県下で

典型的な棚田が存在し、良質米が取れる穀倉地帯で、豊かな自然に恵まれた地域でありま

す。その南部地区の棚田と風景・景観を整備し、有機農業の里オンリーワン、いや、日本

一に育て、本山町を日本で最も美しい村、有機農業のメッカとして磨き上げ、本山町の安

全・安心な食材を買ってくださった人々、ふるさと納税に寄与された人々が一度は訪ねて

みたいと訪れてくださる。その人たちがリピーターにもなり本山町のよさを人々に伝えて

くださる。訪れた方々は有機農産物を買ってくださる。本山町が都会の人々の安らぎを求

めるアルカディア、ふるさとアンド観光地として訪れていただく。このような日本で最も

美しい村を構築する提言をしました。 

 町長は、「一度は訪ねてみたい、また安らぎを求めて訪れてくださる町を目指していき
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たいというふうに、それは同感でございます。そのためには、そこで生活する町民の皆さ

んが、そのようなまちだと実感できる町でなければならないというふうに私は思っていま

す。議員の目指す方向性、すばらしいと思います。ぜひ一緒に、地域から広げていってほ

しいというふうに思います。町としましても、できることを取り上げていくということを、

提言をいただきましたものについて、できることを取り組んでいくということを受け止め

たい。」いうふうに答弁されています。 

 さらに、観光政策の取組については、クラインガルテンの３町歩はワーキングホリデー、

農業移住者のお試し滞在型施設、放棄地のところを貸し農園に整備し、日本で最も美しい

オンリーワンを目指したセンス・オブ・ワンダー構想。並びに、大石と吉延の棚田をつな

ぐ橋を上流に架ける。そうすれば、吉延と大石のクラインガルテン、センス・オブ・ワン

ダー、棚田の四季の景観、春、秋の児童の遠足コース、棚田観光ツアーなど多岐にわたっ

て利用できます。 

 とりわけ、児童の遠足コースの意味は、センス・オブ・ワンダーの著者、レイチェル・

カーソンは、知ることは感じることの半分も重要でないと言っています。すなわち、子ど

も、少年期に感性を養う大切さを述べています。さらに、興業登録を申請して取得すると

観光ツアーを企画でき、旅行会社に依頼すればお客さんをよこしていただく仕組みも活用

することを提言しました。 

 町長は、「クラインガルテンの３町歩のことでございますけれども、予算との兼ね合い

もございますけれども、」ここ大事なんですよ、「管理委託料の中でできることがあるの

ではないかなというふうにも思いますので、検討をしてまいりたいというふうに思いま

す。」と答弁されています。 

 町長、先日５月３０日、高知新聞で「棚田遺産の景色堪能」、土佐町高須５０人ウオー

ク。約１０キロウオーキングイベントが行われていますという記事が取り上げられていま

したが、見られたでしょうか。この地区は、本山町の南部と同じく棚田遺産に選定された

ところであります。土佐町は、これを生かし取組を早々に行っています。 

 私が以上伺ってきた提言は単なる理想ではありません。やればできる企画であります。

私は、７０年前の先人が築き上げたまほらの里、大石地主の棚田風景・景観を知っていま

す。ところが今、残念ですが見る影もありません。その理由は、戦後、化学肥料が使用さ

れ、草刈り場に植林したことが主な原因であります。しかし、町外から来られた方は、棚

田を見て、いいところだなと褒めてくださいます。したがって、この里を日本で最も美し

い里に再生する提言であります。この間の進捗状況を伺いますと通告をしていますが、町

長は、管理委託料の中でできることではないかと言われています。 

 この間、頂きました資料でいろいろなことが分かりましたので、順次伺ってまいります。 

 まず、その管理委託料３８２万５，０００円を組まれた資産内容を伺います。 

（「議長、資料の配付をさせていただきたいと思います」の声あり） 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長のほうから資料がありますので、暫時休憩しま
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す。 

 

休憩  １１：３３ 

再開  １１：３４ 

 

○議長（岩本誠生君）休憩前に引き続き会議を開きます。 

 答弁を求めます。 

 まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）６番、北村太助議員のご質問に対しまして補足説明

をさせていただきたいと思います。 

 このクラインガルテンもとやまは、指定管理のほうで管理を委託しております。その３

８２万５，０００円の内容、内訳について問われておりますので、まず、それにつきまし

てご説明をさせていただきたいと思います。 

 お手元のほうに、クラインガルテンもとやま、これは大石地区のほうにありますが、そ

れの図面をお渡ししております。全体で約３町歩の面積で施設が設置されておりまして、

おおむねこの広い、黄色い範囲の部分が管理区分ということになっております。 

 主にその３８２万５，０００円のほうで管理業務という形で、これは、管理棟をはじめ、

その下に宿泊棟、これは町営住宅という形で利用しておりますが、それに対します水道を

はじめとする施設整備の点検、園内の見守り、草刈り作業、園内道路、アクセス道路の落

石の撤去、清掃、ごみ処理等々、定期的に管理業務を行っております。 

 また、収穫棟利用者とのコミュニケーションでありますとか、これは、クラインガルテ

ンには農地が付随しておりますので、その農地を営農するための農機具の貸出しでありま

すとか栽培指導、定期的なイベントの実施等、指定管理者のほうで企画運営をしていただ

いております。また、その内容をフェイスブックやＬＩＮＥ等を通じて情報発信をしてお

るということで、それを見た方から現地視察でありますとか、見学の希望があります。そ

ういう対応もさせていただいております。 

 続いて、管理棟のほうでありますが、これは一番上側に管理棟が設置されておりますが、

管理棟の建物のほうには会議室とかトイレとかいう設備がありますが、その管理棟の設備

の管理でありますとか、先ほど言いました訪問者や移住希望者等、また住民の方の交流の

場としてこの管理棟を日々定期的に管理しながら、その利用をする地域交流の拠点となっ

ておる状況であります。 

 また、宿泊棟の建物の……（「簡潔に言うて、時間ないから。３８２万５，０００円だ

けでええ」の声あり）そうしたら、そのような様々なこれを管理する活動に対しまして委

託料という形で、先ほど言った金額で管理運営をしていただいておるということでござい

ます。また、ご質問ありましたらお答えさせてもらいたいと思います。 

 以上です。 
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○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）多少割愛していかないかんようになった、時間がなくて。 

 それで、議長に提出しておりますが、たけのこの会の令和３年度の事業報告について伺

います。この人件費の役員報酬手当が１６５万円となっていますね。この大ざっぱなもの

が了承された理由を伺います。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）答弁をさせていただきたいと思います。 

 議員ご指摘のとおり、人件費としてこの活動に対して組まれておりますが、人件費は、

役員報酬という形と、あと、イベントの企画運営でありますとか先ほど言った設備の管理、

草刈りを含めて、そういう外注をしてこの施設の管理をしている費用も含まれております。

役員報酬としましては、３名の方が役員として活動いただいておりまして、それが７２万

円、残りは、先ほど言った外へ外注する形での人件費という形で支出がされております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）ほかの議員には見せていませんけれども、議長には提出しておりま

す。これ大ざっぱなんです。議長も見てもろうたら分かると思いますが、どうしてこうい

うものが受け付けられるかというのが大きな疑問であります。 

 それで、問題は、令和３年度の収支報告は町には提出されていません。それで、月別事

業報告書が提出されておりますので、この草刈りの状況をちょっと伺います。これも議長

に提出はしておりますが、時間ないから読み上げませんが、このような内容は随時で、日

にちがないんです。そして、若干名で数字が分からない。したがって、日にちと人数と業

務時間が分からないので費用計算ができません、これでは。 

 それと、環境整備の町の試算はどれぐらいになっているかということでありますが、た

けのこの会のイベント料４０万円の内訳ですが、これも議長にもう提出をしております。

それで、これも問題は、消耗品２万５，０００円掛ける１２回、３０万円となっている。

そうして、食料品は１０万円で合計４０万円となっているんです。しかし、これを見たら

もうほとんどやられていないんです。１０か月やっているけれども、やっていないのが主

なんです。こういうような報告書を了解しているんですか。９月なし、１０月なし、１１

月なし、そして１２月なし、１月なし、２月なし、やめているわけです。何日もしていな

いのにどうしてこういう計算がなりますか。全部に２万５，０００円掛ける１２、３０万

円、こんな雑な報告書を認めたわけですか。認めたことになっちゅうから、理由だけ説明

してください。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）答弁をさせていただきたいと思います。 

 まず、草刈り作業につきましては、指定管理者のほうで随時草刈りを、先ほど言った範

囲の中でやっておりまして、１時間１，０００円という時給の単価で計算をして、毎月、
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定期的に支払いをしております。先ほど北村議員がおっしゃったのは、恐らく月別の報告

書の中でそれが随時であったり数名というような書き方で、ちょっとそこが、かっちり  

した人数の報告が出ていなかったということであろうかと思いますが、これは、最終的な

決算のところでは時間数とか計算して報告をいただくようにしております。 

 あと、交流事業につきましては、それぞれ事業計画の中では、４月から３月の１２か月

間に月１回、中のイベント事業をやってその交流活動を深めるという計画を立てておりま

すが、この２年度、３年度にかけて、コロナの関係もありまして、イベントのほうが十分

実施されなかったものもあると聞いております。地域住民を中心としてできるイベントは

実施をしておるということでありますが、そのイベントが少なくなった分は、草刈り作業

でありますとか森林整備、そういうような活動に振り替えて、コロナ禍の中ではそういう

活動に重点を置いたような形で事業を運営していただいて、年間事業費の中で指定管理の

目的に沿った対応をしていただいておるところであります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）それ答弁になっていないですよ。議長にも渡しているように、１２

回、イベント料というのは４０万円食われているわけよ。やられているのはたったの４月、

５月、６月、７月、８月です。これ、人数合わせても少ないものです。４月は９名、５月

は６名、そして６月は１０名、７月は２０名です。それで８月は１５名、これで４０万円

ですか。どういう点検をしたんですか。こんなことがまかり通ってはいかんと、こんなル

ーズな。 

 もう時間ないんで次移りますけれども、これはまたおいおいやれることですけれども、

今日聞いておきたいことは、たけのこの会の規約です。これ見てください。町長にも渡し

ていますから、これ聞きますよ。たけのこの会の設立年月日はいつです。それ見たら分か

るでしょう。日にちがないろう。 

○議長（岩本誠生君）ありませんけれども、これは途中までじゃないですか。１０条で終

わっていますけれども、役員で。あと、会計年度とかそういうことがあって、この後ろに

もう一つあるんじゃないですか。 

○６番（北村太助君）いや、もう時間ないでゆうていく。次に行く。 

○議長（岩本誠生君）この契約ではないです。 

○６番（北村太助君）これ日にちがないんです。それと、規約の町への提出日は何月何日

でしょうか。この規約が提出されたのは、向こうから、いつですか。それは分かるか。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）答弁をさせていただきます。 

 本クラインガルテンの事業を指定管理が開始されたのが平成３０年６月１日からという

ことになっておりますので、その６月１日から指定管理が始まっておりますので、その手

前でこの書類、指定管理関係の契約等のサインが提出されたものであるというふうに認識
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をしております。（「もう１回、３０年の５月」の声あり）平成３０年６月１日から指定

管理が始まっておりますので、その手前の恐らく５月に提出されたものと思っております。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）この定款とか規約とかいうものは、応募をしたときに審査の中で出

てくるんじゃないですか。 

○議長（岩本誠生君）議長のほうも規約の写しを頂いていますけれども、これは、頂いて

いるところでは１０条の役員の欄までしかいただいておりませんので、あともうちょっと

これは続いているんじゃないかなと。すなわち、規約を制定した日が何日であるかという

ことは附則か何かであるはずなんですが、それがもし分かれば。（「いや、私が聞いてい

くよ」の声あり） 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）３０年じゃないと思うの、これは。３０年の５月じゃないと思う。

これは応募をしてきたときに出さないかん書類や。当然、どういう組織であるかというこ

とを確認せないかんから。ところが、これを見てみますと日にちもない。この規約を提出

された日にちもない。そうして、この提出されているけれども、４、５、６条がない。そ

れで７条が入っている。これは何のために入ったの。その時点で入るはずがないと思う。

入る問題じゃないというのがここに入っている。これはたけのこの会の規約ですから、た

けのこの会を立ち上げるときにつくった規約がどうしてこの７条がここに入っているのか、

それを聞かせてください。（「暫時休憩」の声あり） 

○議長（岩本誠生君）暫時休憩します。 

 

休憩  １１：５２ 

再開  １１：５５ 

 

○議長（岩本誠生君）休憩前に引き続き会議を開きます。 

 現在調査中でありますので、昼食のため休憩に入り、１時から再開をすることといたし

ます。よろしくお願いします。 

 

休憩  １１：５５ 

再開  １３：００ 

 

○議長（岩本誠生君）休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 ６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）時間が２０分程度しかないので、簡潔にお答えを願いたいと思いま

す。 
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 まず、先ほど言いましたたけのこの会の規約ですけれども、私に上がってきたことから

計算をすると、立ち上げてから１年が期限となっておりますので、それから計算をすると

平成２９年の１２月ではないかというふうに推測されます。 

 それで、７条というのは、先ほどから言いますけれども、これだけはちょっと読ませて

もらいます。この団体は、クラインガルテンもとやまに係る共同利用施設の管理、運営、

設置、維持、活動をすることができるとなっているわけよ。そうすると、この条項は２９

年の１２月段階で結ばれたものになる。これはどう考えてもおかしいと思うので先ほどか

ら聞いております。それで、これはまた最後に、時間あったらそれの答えを聞きます。 

 それで、要するに先ほどから言ってきたのは、十分に時間がなかったので答弁はされま

せんでしたけれども、これは私が調査した中のほんの一部にすぎません。問題は、令和３

年３月１日から令和４年３月３１日までの収支報告が出てきていません。これが問題です。

これが出てきていないということを百歩譲って、事業計画が大ざっぱであっても収支報告

で詳細に報告されれば検証できますが、収支報告が遵守・履行されていない状況をほった

らかしていますので、検証できません。たけのこの会の収支報告の不履行は、基本協定の

遵守・履行違反であります。こんなルーズでずさんな町の業務は許されませんが、どう考

えていますか。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）決められた手続が取れていないということは今のご指摘のとおりだ

と思います。これは改善をするようにさせていただきたいと思います。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）いや、改良されるか、せんを聞いているんじゃないですよ。こんな

ルーズな、上がってきたものを了承した、この理由を聞いているんです。責任があるんじ

ゃないですかと。こんなものはどこへ行ったって通用しませんよ。これは執行部の運用責

任ですよ、町長だけじゃなしに。担当者もおることだろうし。それを聞いている。何でこ

んなものが了承されたのか。それ突き詰めたら、その責任の所在まで申していただいても

結構ですよ。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）責任は最終的に私にございます。きちっと検証して改善していきた

いというふうに思います。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）それじゃあまり明快な答弁になっておりませんけれども、時間がな

いので、先ほどの草刈りのことでちょっと、これは担当者でいいですから聞きますが、平

面図を頂きましたわね。皆さん、議員も見られていると思う。これを見ますと、黄色の線

が約３町歩と言われた区域であります。それで、青線が時々草を刈らないかんというとこ

ろですわな。そして、下の桃色の線が１年やるということになっているけれども、私の認

識違いかも分かりませんけれども、町が相手に仕様書で要求したのは、この定期的、上の
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青線のところが２回以上となっているけれども、これは３回と違いますか。それだけ確認

してください。 

 それから、下の問題は、年に１回刈るというところです。ところが、この部分の中で３

分の１以上が１０年ほったらかされています。これは、この前、課長と一緒に行って見て

もらっても分かるように１０年ほったらかしています。これはこの契約と違いますわね。

その点を伺います。 

 それで、とりわけこの草刈りの町の試算は、試算というか要求は、管理棟から宿泊棟は

年３回、そして１０棟以下は１回刈ると。ですが、内容は、相手に内容をしたのは、１月

から１２月までほぼ平均に示されています。この示した内容と、３回と下と図面で分かる

と思いますが、それと、１２回にわたって５０時間を均等に当てていますわね。これ、ど

うしてこれほど食い違うの。年１２月を５０時間で全部振り分けている。 

 そこで聞きますが、主な労働を伴うのは草刈り作業です。それで、草刈りというのは冬

は刈る必要ないんですよ。１１月、１２月、１、２、３、まあ４月まで草刈る必要ないん

ですよ。草刈りは年１回というのは、秋に、盆が終わったら大体草刈りです。これはもう

１１月までに終えればいいわけ。そこへは集中してこの１回を刈り取らんないかん。そう

して、年に２回というところは、道草が生えてくるし、夏場の草、これはしょっちゅう刈

らないかん。生えてきたら刈り、生えてきたら刈りするから、２回という限定では駄目な

んですよ。これは、草が生えてきたら、５月から６、７、８月の盆まで、盆を過ぎたらこ

の１回の草刈りを１１月までに済ませたらええ。これぐらいのことは私に聞けばすぐ分か

ること。それを均等割に５０時間で割っている。その割った時間と、この図面で上２回、

下１回、そして１０年もほったらかした場所もある。そして、木のところの右の一番上の

谷あい、ここらはもう、この辺で言うウズソウというふうになっている。これ３町歩を整

備せないかん。 

 だから、そういうような本当に大雑把なものになってしまっている。こういうことでは

いけないと思いますので、その見解を求めます。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）草刈り作業につきまして答弁をさせていただきます。 

 先ほど北村議員のほうからご指摘がありましたとおり、クラインガルテンの指定管理を

１年実施するに当たりまして、年度当初に事業計画のほうを提出いただいております。そ

の中で、先ほど議員がおっしゃったとおり、月別に何十時間ぐらいをやりますという計画

を出していただいておる中で、大体平均で月５０時間から６０時間ぐらいこの作業をしま

すという事業計画が出ております。 

 これにつきましては、議員がおっしゃるとおり、本来でありましたら、時期に集中して、

多くの人数で刈って一気に仕上げるという方法もありますけれども、現状、ちょっと指定

管理者のほうでマンパワーも不足しておりまして、数少ない人数で、月に先ほど言った５

０時間ぐらい、平均で、順次刈っていくような状況がありまして、少ない面積を毎月刈っ
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ていくような形が現在取られております。 

 おおむね、図面で見てみましたとおり、青色でやられておるところ、定期除草で年２回

以上となっておるところが令和３年度の計画では３回程度刈るという、これはローテーシ

ョンで刈っていくということで計画がされておりますのと、ピンク色の下の段のところが、

これは年１回は刈るということで計画のほうが上がっております。 

 先ほども言いましたが、少ない人数で刈っておる関係で、目に見えて除草がされて、そ

のされた結果が目に現れるというよりも、順番に刈っていったら先に刈ったところがまた

草が生えるという状況で、なかなかそのあたりがちょっと苦労しておるところであります。

ご指摘があったところについては、また今後対応を考えていきたいと思います。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）大体聞きまして町長も分かったと思うが、この１０年ほったらかし

ているわけ。１０年ほったらかして、この桃色の中ですわな、言うと。それと、桃色のと

ころのちょっと上の林がありますわな、林ももうほったらかし。疎林にもしない。残すん

じゃったら疎林にして向こうが見えるように透かさないかん。ところが、ここに谷がある。

上から流れてきた小さな谷。物すごくいいところなんですよ、磯が出てね。これらを残さ

ないかんのに、もうここもほったらかし。これは課長と見てきたわね。そうして、私の土

地に排水の土管がそのまま通っている。この草刈って初めて分かった。これらもどうする

か。 

 それと、私の田んぼの西側に、もう１０年ほったらかしているから木も伸びて日陰にな

っている。これも切ってもらわないかん。そういう作業もある。だから、こういうずさん

な報告書が上がってきている。そして、その報告書の収支報告が出てきていない。これは

職務怠慢ですよね。こんな管理者を許すわけにいかんのじゃないですか、理由はともあれ。

そうでしょう。 

 それと自主事業、これも仕様書でうたわれているわね。ところが、自主事業も上がって

きていない。そうして、この月別の報告では自主事業が入ってきている。２０万というの

が入ってきている。こんなずさんなものは許されんよ。これは、相手も悪けりゃ指導して

あげたらええんやから、こんなもんじゃいかんと。それで時々行って管理して、ここは刈

れていないじゃないかと言うて指導せないかん立場にあるんじゃないですか。それで、先

ほどのこんなことが許されている。どうしようもない。私、初めて今回資料を頂いて、調

べてみたらすぐ分かる。 

 それで、最後に、まだ時間が来ていませんので規約の問題、何でこの７条が入ったのか

理由を説明してください。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）答弁をさせていただきたいと思います。 

 規約の第７条の関係でありますが、この書類が提出されたのが平成２９年１２月１１日、

これは、指定管理者の指定申請書という形で書類が提出をされております。その際の添付
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書類としましてその法人の規約というものを添付していただいた中に、この規約が添付を

されております。 

 ７条の中で、クラインガルテンの指定をして管理していくというような記述がされてお

るというご指摘だと思いますが、既にこの時点で、任意の団体として、この大石たけのこ

の会という組織が２９年１１月１日に設立されておりまして、この設立目的・目標として

このクラインガルテンの施設を管理する。そのために組織された組織であったということ

で、この団体において共同利用施設を管理していくという方向の中でこの組織が設立され

たということで、そういうことでもう既に規約の中でうたっておるということになってお

ります。それは代表者のほうに確認しておりますので、答弁とさせていただきます。 

○議長（岩本誠生君）６番、北村太助君。 

○６番（北村太助君）いやいや、それはどうしても納得はいかんわな。契約されたことが、

これは後から出てきたものとしか考えようがない。こういうものを私に、こんな偽物みた

いなものを渡した理由は何ですか。私がこれ調べなかったら分からんことだよ。分からん

よ、私がここを見にゃ。これ、どうしても納得いかんですよ。こんな偽物を私に見せて通

用すると思っていたの。これ何遍も言うけれども、それこそ町長やないけれども、何遍も

繰り返しますけれども、これは私が今回一般質問せんやったら分からないことで、永遠に。

こんなルーズなことがやられている、町長ね。だから、ここは本当に見直して、そうして、

いかんのやったらやっぱり変えてもらわないかん、こういうルーズなことを。こんなおい

さがしな報告書が上がってくるようなものは許しちゃいかん。そして、それを許したのも

分掌責任で皆さんにあるんですよ。 

 それと、私が今回課長に提案した、あそこへ１人の協力隊を常駐させたらどうかと。仕

様書には常駐せにゃいかんとなっていますよね、朝９時から何時までと。週１日休みで、

年休を取ったら五十何日、それを省くと２００日ぐらいでしょう、勤務は。それへ協力隊

を張りつけたらこの費用も出す必要なくなるわ。あとは、また管理についての協約を結ん

だらええことで。それをぜひやってほしい。だから、３人、林業課におられますけれども、

確かに林業のことも大事やけれども、この３人に当たって、クラインガルテンの管理をや

ってもらえんかと相談して張りつけたらええです。このことをぜひ考えてほしいというふ

うに思います。そのことをどのように考えているか答弁していただいて、終わりたいと思

います。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）お答えさせていただきます。 

 北村議員とは、先月５月中旬に現地のほうでも、北村議員立会いの下、確認をさせてい

ただきまして、いろいろ問題点やご提言もいただいております。 

 大きな一つは、先ほども問題点として指摘されました管理区分の下半分、ピンクのこの

管理ができていない農地があるというところをどうするかというのが、一つの大きなテー

マになっております。これについては、ここを活用するビジョンのほうがかっちりしたも
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のがなかったという反省もありまして、今後、このビジョンをどうしていくか。 

 今現在、指定管理を受けていただいておる方については、令和４年度は最終年度にもな

りますので、一応、５月に指定管理者や地元大石区等の入った協議会をつくって月１回ペ

ースで話合いをして、ここの活用とか次の指定管理の展開に向けて、その協議会の中でビ

ジョンをつくって考えていこうということにしております。その中で、今言われた、ここ

を管理するために当たり人をどうするかという問題も出てきますので、協力隊の提案もご

ざいましたが、それも含めて検討していきたいと思っておりますので、また地元、地主地

区のほうからも入っていただいて提案もいただきたいと思いますので、北村議員にも、ぜ

ひその協議会のほうにも参加していただいてご提言をいただければと思いますので、どう

ぞよろしくお願いしたいと思います。 

○６番（北村太助君）終わります。 

○議長（岩本誠生君）これをもって、６番、北村太助君の一般質問を終わります。 

 消毒のため暫時休憩します。 

 

休憩  １３：２２ 

再開  １３：２３ 

 

○議長（岩本誠生君）休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○議長（岩本誠生君）９番、永野栄一君の一般質問を許します。 

 ９番、永野栄一君。 

○９番（永野栄一君）議長から一般質問のお許しをいただきましたので、９番、永野栄一、

一般質問を行います。 

 今回は、３問ほど一般質問をいたしたいと思います。 

 コロナも全国的にはかなり収まってきているということでありますが、本山町も、７月

の上旬をめどに４回目の接種を計画しているということであります。これからの多分コロ

ナ対策については、政府のほうもウィズコロナということで、今までみたいに、あまりに

も行動制限をしてというわけではなくて、コロナと一緒にと、流行性感冒のインフルエン

ザのような対応になっていくんではないかと予想されますが、現在のところ、本山町も比

較的安定した経緯で進んでいるということで、何とかこれからも密を避けて、コロナにで

きるだけかからないようにということの心がけが必要ではないかと思います。 

 そういう意味で、自分たちがどのように注意をしていかなければいけないかというと、

狭いところで口角泡を飛ばしながら議論するというようなことも、できるだけ避けていか
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ないかんというような気もします。 

 そういう意味で、これから澤田町政としても、住民の意見を聞いたりいろんなすること

あると思いますけれども、担当者だけのところでいろんな情報交換をするのではなくて、

もっとオープンに、開かれたところで議論をし、問題点についてもやはり公にして、情報

共有しながら町政を進めていかれることを望んでいるわけです。そういう意味で、特に今

回、１問目と２問目についてはこういう設題にさせていただきました。 

 さて、１番目の質問ですけれども、今後の行政施策についてということで、澤田町長が

就任されてから半年が経過をしています。多くの住民の声を聞かれたと思います。今まで

の経緯を見てみますと、まず町長は、住民の意見を聞いて、そして課題を見つけていくと

いうところまで来ているのではないかと思います。これから、その問題点についてどうい

うふうに解決していくかということが行政の一番の肝じゃないかと思います。 

 そこで、まず初めに、町長が今まで住民や団体等あるいは職員の方から聞かれた問題点、

声、要望、そういったものは、概略でいいですので、どういうものがあったかお聞きした

いと思います。そのことを踏まえて、今後、澤田町政が進むべき方向、そして、こういっ

た行政施策を進めてまいりたいというところがありましたら答弁を願いたいと思います。 

 なお、行政報告で例えば集落支援員の配置ということについても、多分、こういった住

民の意見を聞いての対策だと思いますが、こういったことを踏まえて、今後の施策につい

て抱負を述べていただきたいと思います。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）９番、永野議員の一般質問にお答えをします。 

 町長に就任いたしまして半年が経過をしようとしております。ご指摘いただいたとおり、

いろいろな会議にも参加させていただきましたし、直接お話を伺う機会もありました。改

めてノートを見返してみました。個々の話はいろいろありますので別といたしましても、

やっぱり高齢化の問題や空き家対策などの問題もありました。一方で、元気で活気のある

町にしてほしいという声も多くありました。 

 強く印象に残っているのは、農業に従事している若い方が、農業の魅力を伝えていきた

いと話され、その一方で、やっぱり同世代の仲間がいないということを発言されたことで

した。私は、こうした声を大切にしていきたいというふうに思いますし、行政を進めてい

く上でも、こういう声を大事にして進めていきたいというふうに考えております。 

 また一方で、大変厳しいお話も伺いました。長期にわたって、例えば２年以上前から話

をしているのに返事がないとか対応してくれないなど、長期間対応できていないケースも

多々ありました。できること、できないこと、当然それはございますけれども、それも踏

まえまして、早め早めに対応しないと、行政への不信につながってしまうということを実

感をしております。 

 初登庁の際に、また仕事始めの際、年度初めの際もそうでございますけれども、仕事を

進める上で、想像力と創造力を発揮してほしいというお願いをしました。一つの想像力は、
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考えるほう、思いを致すほうでございまして、こういう相談があったら、これをそのまま

にしておいたらこういうふうになるということはもう分かってくるわけですので、そうい

う想像力を働かせてほしいという、一つがそういうことです。 

 もう一つの創造力はつくっていくということで、そういう創造力を働かせた上で解決策

をつくっていくと、事業を進めていくと、そういう創造力を発揮してほしいというお願い

をしたところでございます。対応が遅れてしまうと解決が難しくなってしまうこともござ

います。昨日の議員全員協議会でもご指摘もいただいたところでございますけれども。 

 それからもう一つは、これは職員の問題でございますけれども、独りで抱え込まずに職

場での協議を十分してもらいたい、報告や連絡・相談を徹底してほしいということをお願

いいたしました。自分も含めまして、こうした点に注意しながら各種の行政施策に当たっ

ていきたいというふうに思っております。 

 議員ご指摘をいただきましたけれども、集落支援員の問題につきましても、そういう地

域でのコミュニティー、道づくりとか、なかなか厳しくなっている地域もございますけれ

ども、少しでも軽減できる方法はないだろうかということで、ご指摘のとおり、集落支援

員も考えたところでございます。そういった声を生かしながら行政施策に生かしていきた

いというふうに考えております。 

 以上であります。 

○議長（岩本誠生君）９番、永野栄一君。 

○９番（永野栄一君）２問目のほうの答弁というような印象も受けますけれども、澤田町

政として、今まで聞いた問題点・課題点ですよね、要望、これに対してまだ具体的なとこ

ろまでは行っていないとは思いますが、例えば若者が言われる農業の魅力を伝えたいと。

そのことについてどういうことを支援あるいは協力していけば、そういう希望、本山町に

いて農業をやっていきたいということにつながるかということの施策についてやっぱり考

えるべきじゃないかなと。 

 そのためには、やはり町長が今までやってこられたように、現場、あるいは団体も含め

ると思いますけれども、そういった声を聞きながら、町長だけではなく、あるいは担当課

だけではなく、やはり幅広い、全職員とは言いませんけれども、少なくとも課長以上の中

で話す、あるいは議会に問題を投げかけると。それでみんな、三位一体といいますか、行

政、住民、そして議会が同じ情報、課題を持って、どのようにすれば住みたい本山町にな

るのか、あるいは活気あふれる本山町になるのかということについて、やはりみんなが考

えていくと、そういうような方向に澤田町政は行くんじゃないかと私は想像しているわけ

ですけれども、今後の施策の実現に当たって、現在の町長の考えておられる、本山町をこ

うしていきたいというようなメッセージをもう一度聞かせていただけたらなと思いますの

で、答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）いろんな相談、町長室なんかでも相談に来ても、やっぱり課長とか、
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場合によっては担当も含めて対応をするようにしておりますし、この前も、保護猫の問題

なんかでボランティアで活動されている方がおいでて、そのときも課長に同席してもらい

まして、課長補佐もでしたか、これはすぐできるということについては、予算が伴います

ので、先ほど言われました議会にも課題を投げかけてということがありましたけれども、

予算の提案とかいうこともあろうかと思いますけれども、もう新年度からスタートと言わ

ずに、９月議会に向けて考えていこうじゃないかとかいうことで、それは農業問題でもそ

うですし、町なかのにぎわいについても、そういう決して年度初めをスタートにしなくて

もいいだろうということもありますので、担当課に私の思いも伝えたり、それから同席で

そういった話を聞いて、制度をつくらないと駄目ですので、補助金の交付要綱とかそうい

う要綱もつくらなくちゃならないので、同席してもらって、具体的にそういう指示をさせ

てもらって事業を進めていこうというふうに考えております。 

 これからも同じように、できることは、年度初めが切りの場合もありますけれども、す

ぐやったらいいと思われることは、予算が伴うときには当然、定例会等で提案しなくちゃ

ならないので、そういう区切りはございますけれども、そういうことで事業展開をしてい

きたいというふうに考えています。 

○議長（岩本誠生君）９番、永野栄一君。 

○９番（永野栄一君）分かりました。 

 すぐやるということについては、集落支援員の制度については、私は、問題解決策にな

る一つの方策なんだなというような気がします。そういったことをどんどん創造する。先

ほど町長が創造力を発揮してと言われましたけれども、そういったところにやっぱり知恵

を絞っていくということが大事じゃないかと思います。職員の研修に際しても、住民の声

を聞きながら、問題点は何なのかと。まず、問題点は何かというところを認識させて、そ

の解決をするためにはどうしたらいいのかということがやはり大事だと思います。そのた

めにはいろんな制度、補助制度だとか条例、それから法律、いろんなことを勉強していな

いとなかなかお金が取ってこれないので、実現ができないというようなこともあると思い

ます。 

 それから、住民の協力も必要なところもあると思いますので、そういった知識、それか

ら、さきに町長が言った創造力、それから実行力、それから調整能力ですね、そういった

ものを発揮しながら、澤田町長のやりたいといいますか、進めていきたい住民のための行

政というものを推進していっていただきたいと思います。 

 １問目、終わります。 

○議長（岩本誠生君）では、2問目に移ってください。 

○９番（永野栄一君）次に２問目ですが、職員の引継ぎと住民要望の対応についてという

ことの質問です。 

 町長、少しここの部分に先ほど入ってきた部分があったかもしれませんが、趣旨として

は、今残っているこんな問題があるんじゃないかということではなく、問題を受け付けて
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いるところについて、もう一度、各課で見直してやっていただきたいなというところもあ

りますので、細かいところまでは指摘しませんけれども、大まかな制度の問題等について

質問をさせていただきます。 

 先般、山口県阿武町で４，６３０万円を誤振り込みしたミスがありました。原因として

は、新任者への引継ぎ事故、そして、上司のチェック体制の不備などが挙げられていたと

思います。 

 そこで、本町のそういった引継ぎですね、配置換えによる引継ぎの体制はどうなってい

るのか。例えば住民から寄せられている要望・意見はどのように庁内で情報共有されて、

あるいは引継ぎ簿というのがあると思いますけれども、そういったことについてどのよう

に処理をされているのかということについてまずお伺いしたいと思います。 

○議長（岩本誠生君）副町長、高橋清人君。 

○副町長（高橋清人君）９番、永野議員の事務の引継ぎについての質問にお答えをいたし

ます。 

 事務の引継ぎにつきましては、人事異動を踏まえ、各課の課長等に必ず文書による引継

ぎをするように徹底しておるところであります。特にその中で、議員も言いましたように、

課題であったり住民からの要望等については、抜かりなく引き継ぐように指示をしており

ます。私、人事異動につきましては、やはり職員のスキルアップのための手段でありまし

て、そのことで行政が停滞することがあってはならないということも、課長等にも話をし

ておるところであります。 

 以上、答弁とします。 

○議長（岩本誠生君）９番、永野栄一君。 

○９番（永野栄一君）引継ぎについては、多分、課長が確認をして、問題点等は把握され

ているというように受け取りましたが、先ほど町長が言われましたように、２年以上前の

要望事項が抜けているということもあると思います。 

 そこで、やはり基本に立ち返って、受け付けた職員は必ず、誰の誰べえが、いつ、どの

ようなことをというようなことについてはメモをしていく必要があるだろうと。それにつ

いてどういうふうに対応したかということについて、やはり課長にも報告をすべきだろう

と思います。そういった記録を定期的に見直して、少なくとも１年以上ほったらかしとい

うか処置ができていないことについては、再度、やはりその要望者なり該当する地域、人

には説明をしていく必要があるんじゃないかと。そうしないと、先ほど町長の言ったよう

に不信感が生まれるわけですので、やはりそういったことについて確実に実施していくと。

上辺は、先ほど副町長が言われた申し継ぎ事項の中でやってしまうということだろうとは

思いますけれども、実質的にはやはりそういったところが抜けているところがあるという

ことですので、そういったことについては今後とも気をつけていただきたい。 

 特に、やっているからじゃなくて、やっていない可能性もあるんじゃないかということ

で、やはり上司が、例えば今日は何か要望がなかったかとかいう声がけもやはり必要じゃ
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ないかと思いますので、そういったことについて、今後、機会教育の中で徹底させていた

だきたいと思いますが、どうでしょう。 

○議長（岩本誠生君）副町長、高橋清人君。 

○副町長（高橋清人君）チェック体制のことだったと思いますけれども、町長も先ほど述

べられましたけれども、仕事は独りでするものではないというふうに私は考えております。

やはりチームとして、そして職場全体で情報を共有すること、このことが一番大事になっ

てくるんではないかと思います。 

 町長も就任時や年度初めの訓示等でも述べておりますけれども、報告・連絡・相談の徹

底だというふうに私は考えております。私も、前職のときにも、職場会ではそのことを強

く言ってきたことでもあります。この間におきましても、幾つかの事案において町民の皆

様に本当にご迷惑をかけてきたことがあります。やはりその原因を考えてみますと、先ほ

ど言いました報告・連絡・相談、そのことができていなかったこと、そのことが大きな要

因となっており、その都度、庁議であったり、その担当職員を呼んで話をしてきたところ

であります。報告・相談・連絡が日常的に当たり前に行われるような体制、やっぱりそう

いう職員を私たちは育てていかなければならないというふうに考えております。 

 また、担当している仕事の方針や県などへの報告についても、必ず上司への決裁、班長、

補佐、課長等への決裁を受けること、当たり前のことですけれども、そのことを徹底して

いきたいというふうに思っております。 

 また、今、職員数の定数に至っておらないということもあって大変多忙な状況もありま

す。人事異動後においても、やはり仕事が一部の方に偏っていては、どうしてもその方が

ミスをしてしまうような要因にもなっていくのではないかということで、各課長には、人

事異動後において事務分担の見直しも検討してほしいというような話もしております。や

はり組織で取り組むことでチェック体制も働きますし、事業展開においても、新たな案や

よりよい方向性が導き出されていくのではないかというふうに思っております。 

 それともう一つは、職員のやっぱりスキルアップだと思います。現在、人づくり広域連

合の各種研修があります。この研修におきましては各種階層別の研修なんかもありまして、

積極的にそれに参加するようにということで働きかけを行っております。また、県の専門

職の研修では業務に関する研修なんかも行われておりまして、それへも積極的に参加する

ように促進を働きかけておるところであります。 

 以上です。 

○議長（岩本誠生君）９番、永野栄一君。 

○９番（永野栄一君）分かりました。積極的に進めていただきたいと思います。 

 同僚議員の質問にも答えられていましたが、来年の４月１日に新庁舎に移ると。そのと

きに機構改革をやりたいということを、町長、多分答弁されていたと思うんですが、そう

いうことになりますと、課がある程度崩れる場合もあるということで、やはり引継ぎとい

うのは確実に、漏れのないようにやっていただきたいなと思います。 
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 そこで、もう一度、議会が終わった後、どのような問題点が残っているのかということ

を再度確認して、やはり処理すべきところは回答なり、それから、すぐできることについ

ては実行するとかいろいろ選別しながら、今まで住民から伺ってきた、あるいは議会だと

か行政の中での問題点がたくさんあると思いますが、そういったことを整理して業務を進

めていただきたいと思うんですが、今後の対応についてちょっと答弁を願いたいと思いま

す。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）ご指摘を生かしていきたいと思います。まだ対策中とか、いろんな

経過もあると思いますので、それを各職場で再度整理して、早くやらなくちゃならないも

のとか検討を加えなくちゃならないものとかいうのを整理して、対応していきたいという

ふうに思います。 

○議長（岩本誠生君）９番、永野栄一君。 

○９番（永野栄一君）ということで、澤田町政のいいところが出せるように、そういった

課題に対して対応していただきたいと思います。 

 次にいきます。 

○議長（岩本誠生君）はい、次に進んでください。 

○９番（永野栄一君）３番目、観光による交流人口の拡大策について質問をいたします。 

 昨今は、コロナ禍で、ある程度交流がちょっと自粛をされた期間がありましたが、最近

は、本山町とかほかのところでも、アウトドア関連については密集をしないだとか、いろ

んないいところがありまして、どうも交流人口が増えてきているというような感覚は自分

自身持っています。 

 そこで、最近のモンベルの利用者、モンベルに活動して来られる人数だとか、嶺北地域

への観光者数はどのような経緯といいますか、来られる人の状況はどのようになっている

のかということについてまずお伺いをしたいと思います。 

○議長（岩本誠生君）政策企画課長、中西一洋君。 

○政策企画課長（中西一洋君）９番、永野栄一議員の観光による交流人口の拡大の中の最

近のモンベルの利用者数と嶺北地域への観光者数についてという問いですが、まず、アウ

トドアヴィレッジ本山の施設入場者数の延べ数にはなりますが、令和２年度で約５万８，

７００人、令和３年度で６万２，９００人です。前年比としまして１０７％となっており

ます。 

 また、嶺北地域への観光者数は、土佐れいほく観光協議会で把握している主要な観光施

設での観光者数、延べ数にはなりますが、令和２年度で約３５万８，７００人、令和３年

度で３７万７，２００人です。前年比で言いますと１０５％となっております。 

 以上、前段の質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（岩本誠生君）９番、永野栄一君。 

○９番（永野栄一君）令和２年度に比べて昨年度は増えてきていると。なおかつ、多分、
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４年はまだ状況がもうちょっと上向いているというような気がいたします。 

 そこで、こういったアウトドア人気を維持させて、本山町に来ていただいてお金を落と

していただく、経済活動をしていただく。そして、本山町はいいからここに住みたいとい

うような人も、多分、リピーターとして何度か来られると、そういう思いもされる人もお

ると思います。 

 そこで、この勢いをさらに拡大させるための施策について、本山町としてはどのような

取組をされているのか。あるいは、これからこうしたいなと思うような施策がありました

らお答え願いたいと思います。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）９番、永野栄一議員のご質問に対しまして答弁をさ

せていただきたいと思います。 

 先ほどご報告させていただきましたとおり、令和の時代に入りまして、アウトドアや自

然体験を志向する都市住民の増加に伴いまして、キャンプやバーベキューを楽しむ家族連

れや友人グループ客が増え、本町でも、アウトドアヴィレッジ本山のオープンを追い風に

して交流人口の拡大が進んでおります。 

 本町では、この増加した交流人口を何とか、地域の町なかでありますとか汗見川や行川

の集落活動センターにつなげて、交流体験施設等の増加につなげていきたいと考えておる

ところでございます。そのことによりまして、本町の観光資源を活用した交流人口のさら

なる拡大や地域経済の活性化を目指しておりますが、コロナ禍の影響等もございまして、

まだ十分な連携、活動が進んで効果に現れていないというのが現状となっております。ま

ず、既存の施設、そして団体、それぞれ、先ほど言いました集落活動センターなどの取組

の連携を通じて交流拡大につなげていく、これに取り組んでまいりたいと思っております。 

 また、令和２年１２月に設立しました土佐れいほく観光協議会も体制を整えまして、令

和３年度から本格的に事業が動き出しておりますが、コロナ禍の逆風の中での出発という

ことになりまして、今後のアフターコロナに向けて本年度からいよいよ反転攻勢で、地域

の観光商品、イベントの企画や販売、市場の開拓等が本格的に進んでいく計画となってお

ります。本年度、観光協議会のほうでは、観光庁のほうの事業の採択も通りましたので、

そういう予算も活用しながら、これらの交流人口拡大に向けたイベント、取組をぜひ進め

ていきたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（岩本誠生君）９番、永野栄一君。 

○９番（永野栄一君）そういったことが行われていると思いますが、私、やはり本山町の

魅力を伝えるというような意味では、体験型、例えば農業だとか林業も含めて、そういっ

た本山町の売りを出すというか、体験をしてもらうということも大事じゃないかと。その

ことによって本山町に住みたいという人も現れるだろうし、体験型農業で実施するという

ことは、当然、宿泊もしてもらいますので外貨稼ぎにもなるだろうというような思いがあ
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ります。そのためには、やはり協力者とかメニューづくりをしないといけないと思うんで

すが、そういった体験型に対しての取組、あるいは所見でもいいですけれども、まず答弁

をお願いいたします。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）答弁をさせていただきます。 

 農業や林業の豊かな自然環境や様々な人材もおりますので、そういう方に協力してもら

いながらの体験型観光というのは取組を重視しておるところであります。昨年度の実績で

も、高知商業高校の修学旅行生を迎えまして、これも幾つかの体験メニュー、それぞれ選

択していただいて地域の方々との交流をし、いろんな経験を持ち寄って、ワークショップ

みたいな形で本山町の未来図を語ってもらうという取組もさせていただきまして、大変

我々職員としても勉強にもなりましたし、学校のほうからも評価をいただいておるところ

でありますので、またそういう学校との連携も今後つなげていきながら受入れ態勢を整え

ていきたいと思っております。 

 そういうような体験のメニュー化づくりというのを、これもアドバイザーも入れながら、

一方で進めておりますので、そういう形づくりをしながら広めていきたいと思っておりま

す。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（岩本誠生君）９番、永野栄一君。 

○９番（永野栄一君）ぜひそういったところを研究していただきたいと思います。 

 季節ごとにやはりいろんなものがありますので、春に取れるもの、夏に取れるもの、秋

に取れるものとかそういったところで、体験を受け入れるほうも人手が足りないと、ちょ

っと語弊があるかもしれませんけれども、そういった面もありますので、まずメニューづ

くりの中ではやはり協力者も獲得しながら、ぜひ実現をするようにしていただきたいと思

います。 

 それで、先ほどちらっと、土佐町といいますか、観光協会が産業振興センターのところ

のという話がありました。観光ということになりますとやはり見栄えだとか、見栄えとい

うのは、きれい、いいなというような印象を与える必要があると思います。 

 そこで、吉野川は売りの一つだと。今はカヌーだとかラフティングだとか、モンベルも

積極的に活用していますが、そこではここの市街地周辺のところを見てみますと、四区辺

りからずっとそこの河原、例えばさくら市裏ぐらいまででも、河原にアシとか木がいっぱ

い生えている状態です。これについては何回か伐採等をして、駄目だというようなことを

やっていましたけれども、何回もしないとなくならないんですよね。１回や２回ではそう

いうのは除去はできないというのもあります。 

 それで、観光面から見ると、例えば産業振興センターとかさくら市のほうから見ますと、

やはり河原が見えないというようなこともあります。だから、河原の保全、木が生えてい

ますとやはり上流からの土砂がどんどんたまっていく、あるいは土壌化していくというこ
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とで、植生がどんどん増えていくというようなところもありますし、陸というか、手前の

南のほうから見ると、吉野川が先ほど言いましたように見えない状態ということでは、な

かなか、観光客、来客者にとってはあまり見えないじゃないかと。 

 例えば、先ほどの産業振興センターの中にチャレンジショップとか何かという話も出て

いました。そうすると、やはりあそこの下からでも河原が見える景観というようなことも

重要じゃないかと思いますが、そういったことについて、県とか、それから、さくら市裏

の駐車場の周辺については、多分、町有地もあると思いますので、そういったところの保

全、整備というようなことをやるべきじゃないかと思いますが、この件についてどのよう

に対処をされるのかお伺いいたします。 

○議長（岩本誠生君）建設課長、前田幸二君。 

○建設課長（前田幸二君）お答えいたします。 

 吉野川ふれあい広場とさくら市、あと産業振興センターの周辺の河原につきましてです

けれども、町民祭とか産業文化祭等の時期の前に、職員が大勢出まして、毎年、草刈り等

はしておった経過があります。ここ二、三年は、コロナの影響でそういうイベントがなく

なっておりましたので、職員のほうもあまり草刈りに出ていないというような状況になっ

ておりますので、余計に目立つようになっているかもしれません。一応、今年度は、町民

祭等もできる方向で進めようという形になってきておりますので、また草刈り等に行って

整理ができるのではないかと考えています。 

 また、当該箇所については、河川管理が県のほうになりますので、川の流れのほうに向

けて大きく草を刈るとか、そういうふうになりますと県のほうに何か手だてをということ

で一応問合せをさせていただきましたが、土木事務所が管理でありますが、草とかについ

ては、特に県としては、今のところ草刈りをしたりとかそういうふうな予定はちょっと持

っていないですという返事はいただいております。町としては、今のところはそういうで

きる範囲の草刈り、あと、伐採などをしていくという方向で考えております。 

 以上です。 

○議長（岩本誠生君）９番、永野栄一君。 

○９番（永野栄一君）県のほうに対しては、今年度はないのかもしれませんけれども、や

はり県の吉野川整備計画の中で、そういった植生じゃないですけれども、河原の保全とか

いう項目がありますので、そういったことについては、今年なかったら来年というような

要望をすべきじゃないかと私は思います。やはり河川の氾濫の防止だとかいうことも含め

て、本山町としては景観、それから河原の利用というようなことを考えれば、当然そうい

った要望も出てくるんじゃないかと思いますが、確かに、今年度は、予算を組んでいない

ということであってもやっぱり要望していくべきだろうと。 

 それと、町の草刈りについては、今年はこれでもいいのかもしれませんけれども、イベ

ントがあるとかないとかにかかわらず、やはり景観の保全という立場から、建設課だけで

はなくて、これはまちづくり推進課とか政策企画課とかもなるんかなと思いますけれども、
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そういったところを含めて景観保全、交流人口の拡大等のことも踏まえてやっていくべき

じゃないかと。特に、住民の方が新庁舎とかに入られて河原を見るわけでしょう。そうし

たら、やはりぼうぼうに草木が河原に生えてというのはあまり私は好まれないんじゃない

か、あるいはよそから来た人もそうじゃないかというふうに思います。 

 活気あふれる本山町とか、自慢ができる本山町というものにするためにも、やはり景観

保全等についてはもうちょっと配慮をしながら施策実行に努めてもらいたいと思いますが、

どうでしょうか。答弁、誰かお願いしたいと思います。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）ご指摘の景観保全という面からもということで取組を進めていきた

いと思います。 

 話を戻して申し訳ないんですけれども、本山町の魅力を伝えるということでございます

ので、先ほど市内からの学生がラフティング、昨年は奈良県からも、高校生が１５隻のラ

フティングボートで下って本当に楽しそうにしていました。 

 今、コロナの時期で、やはり安全で安心、近くでというマイクロツーリズムの考え方も

ありまして、そういうことで、逆に言えばそれをチャンスに変えると。コロナのこういう

状況をチャンスに変えるということでは、教育旅行なんかも取り組んでいったらいいと思

っていますし、そういう中では、棚田なんかの景観も楽しんでもらうということで、あの

棚田の景観を守るのにも草刈りに非常に農家の方はご苦労されておりますけれども、そう

いう苦労もあるんだということも来た方には見ていただきたいというふうに思いますし、

この身近な景観を大事にしていくという考え方については、永野議員のご指摘のとおりだ

というふうに思っております。そういう意味で、景観保全について取り組んでいきたいと

いうふうに思います。 

○議長（岩本誠生君）９番、永野栄一君。 

○９番（永野栄一君）ありがとうございます。 

 少子高齢化で、かなり人的なことも不足しているという中ですが、やはりピンチはチャ

ンスということもありますし、それから向かい風、向きを変えれば追い風という言葉もあ

ります。やはりこういった難しい情勢ではありますけれども、住民や議会、もちろん職員

も含めて、行政の三位一体の中で知恵を絞って、町長が住民から聞かれた活気ある町です

かね、何かそういう話をされていましたが、そういう町にしていくよう今後とも町長の活

躍を期待しております。 

 以上で一般質問を終わります。 

○議長（岩本誠生君）これをもって、９番、永野栄一君の一般質問を終わります。 

 消毒のため暫時休憩します。 

 

休憩  １４：０８ 

再開  １４：０９ 
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○議長（岩本誠生君）休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○議長（岩本誠生君）８番、上田亜矢子さんの一般質問を許します。 

 ８番、上田亜矢子さん。 

○８番（上田亜矢子君）議長のお許しを得まして、上田亜矢子、本日は大きく分けて３問

の一般質問をさせていただきます。 

 本山町議にさせていただきまして２期８年たちました。それで、１年間に４回、定例会

があるもので３２回チャンスがあったんですが、一度は、ちょっとお腹を二つに割りまし

て、そのときに休ませていただきまして、あと一回は、町長が替わったので、辞められる

町長に聞いてもなと思ってそのときもお休みさせていただきました。なので、今日がちょ

うど３０回目の質問となります。何回してもドキドキ緊張するものだなと思いながら、今

日もしっかりしたいと思います。 

 まず初めに、シニアカー購入補助金制度についてということで質問させていただきます。 

 運転免許証返納者へのシニアカー購入補助金制度の創設を検討できないでしょうかとい

う質問です。障害認定者はレンタル補助、要介護者は介護保険を使うと１・２割負担でレ

ンタルできたりするんですが、健常者の高齢者への制度がありません。 

 私ガ最初にこのことを考えたときにはレンタルするということを思っていて、若者には

キックボード、今はやっていますよね。キックボードのレンタルをモンベルに置いたりと

か、それと同時に、高齢者にはシニアカーをと考えていました。しかしながら、住民の

方々といろいろと話し合ったところ、やっぱり毎日使うものなので購入補助金のほうがい

いのかなとなりました。 

 それで調べてみますと、岐阜県輪之内町、鳥取県大山町、鹿児島県南大隅町などがシニ

アカー補助金事業に取り組んでおられるようです。シニアカーは十数万円からありまして、

よく見かけるのが２０万円ぐらいのものだそうです。考えるのに、半額補助で、１０万円

上限ぐらいであればすごく助かりまして、購入を検討される方も増えるんじゃないかなと

思います。屋根付きなんかもあるようで、雨の日とか日照りの強い日も出ていきやすいで

す。 

 移動手段といたしまして福祉タクシーやさくらバス利用がありますが、その利用促進と

併せてシニアカーによる移動手段を確保することで、高齢者の方の社会参加の拡大、外に

出てくることでお買物もして商店も潤います。そして健康増進を図れます。また、車で行

くよりＣＯ２を排出しない点でエコでもあります。町長はどうお考えでしょうか、お聞き

いたします。 
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○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）８番、上田議員の一般質問にお答えをいたします。 

 シニアカーの購入補助金制度についてでございます。 

 公共交通機関が十分整備できていないこの中山間地域におきましては、移動手段の確保

は重要な課題でございます。コミュニティーバス、ご指摘もありましたが、さくらバスの

活用もお願いしたいところですけれども、曜日や時間も限定されてまいります。町内でも、

このシニアカー、セニアカーとも言われるでしょうか、を利用されている方も見受けられ

ます。交通安全には十分留意をしていただきたいと思いますが、ご指摘のとおり、運転免

許証を返納いたしますと移動手段に不便を来してしまいます。 

 ご紹介がありました介護保険制度を利用できる方についてはレンタルの方法もございま

すけれども、利用できない方では、メーカーによりまして、運転免許証を返納したときに

一部助成がある場合もあるとは聞きましたが、その他では助成制度はないようでございま

す。１台、先ほど言われましたとおり数十万円します。負担も大きいと思います。財源な

どの課題もありますが、補助金制度の創設につきまして検討を加えてまいりたいというふ

うに思います。 

○議長（岩本誠生君）８番、上田亜矢子さん。 

○８番（上田亜矢子君）町長、ありがとうございます。 

 婦人会などもそうなんですが、お姉様方がどんどん外に出て活動されておりますと、私

たち若い者も負けてはおれんなと元気を逆にいただいたりしますので、創設を前向きに検

討していただくということで、ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 次の質問に移ります。 

○議長（岩本誠生君）次に移ってください。 

○８番（上田亜矢子君）２問目といたしまして、本山バイオマス発電所のことについてお

聞きいたします。 

 エフビットの施設ができたことで雇用もできまして、環境に配慮する本山町アピールが

できたりと、いいことがたくさんあります。その一方で、施設の音が気になると住民の

方々が訴えております。相談を受けましたので地区を回ってみますと、いろいろなご意見

を伺いました。それを出しながらお話ししていきたいと思います。 

 最初に、施設ができるときに受けた説明より大きい音がするとのことです。その方が言

われるのに、説明ではエアコンの室外機程度の音ですと言われていたので安心していたの

に、今のこの音は室外機どころじゃないですよねと言われていました。常時する音がそう

いう室外機のような音で、ほかには、フォークリフトが移動している音も特に響くようで、

これは松島地区に限らず、川を隔てて上奈路地区にも響いて悩まされているようです。今

の季節はまだ窓を閉めて寝るので構いませんが、これからの季節、暑くて開けて寝るとき

に気になるのではと心配されていました。 

 また、大きなハウスができておりますので、その屋根へ雨が当たって、えらいようけ雨
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が降ってきたと思うて外を見たら、少しの雨やったと言われていました。小降りでも土砂

降りのような音になってしまい気になるとのことでした。 

 ほかにも、これは騒音ではないんですが、朝、窓を開けると、焼けているような臭いが

気になるようです。煙突から出るのは水蒸気と聞いていたんですけどねと言われていまし

た。もともと何もない静かな地区だったので特に気になるかとは思いますが、皆様、こう

いうことを気にされておりました。このことは、先日、松島で会が行われた際に話し合っ

たというのをお聞きしましたが、町側は、これを聞いて、発電所のほうに直接お願いに行

ったりとか、もしくは町で何らかの対策をされたのでしょうか、お伺いいたします。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）まず、本山バイオマス発電所の松島地区に整備が進められておりま

した木質バイオマス発電所と次世代型園芸施設がこのほど完成して、４月１８日に竣工式

が執り行われ、本格稼働がされております。本事業の推進に当たりましては、町民の皆様、

特に松島地区の皆様にはご協力を賜ってきております。 

 今、議員のほうからもお話がありましたが、本年４月３０日に、地元の皆様、エフビッ

ト関係者、町の私以下、担当課も含めまして意見交換会を持ったところでございます。そ

の場では、先ほど議員からご指摘があったことについて話があっております。今までどお

りの生活が保てればいいという地元の皆さんのご意見をいただきました。非常に重い言葉

だというふうに思っております。 

 フォークリフトの話もございましたけれども、企業側も、重機などの音につきましては、

操作などについて職員の指導をするということもその場で約束をされています。これは、

上奈路地区でもそういう音がするというのは私もお聞きしたところでございます。 

 町としましても、今後も引き続き、企業と連携をしまして対応してまいりたいと思いま

す。あそこの松島の集会所にも音の測定機器を設置するというようなことも、企業のほう

で取り付けてもらうということも進めておるところでございます。すみません、繰り返し

になりますが、町としましても企業と連携して対応に努めてまいります。 

 以上であります。 

○議長（岩本誠生君）８番、上田亜矢子さん。 

○８番（上田亜矢子君）対応についてですが、何か具体的に考えられていることとかはあ

るでしょうか、お聞きいたします。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）その際には、遮音壁とかそういうようなこともご意見として出てお

りました。まだそこまで具体的にはなっておりません。今後の対応ということになろうか

と思います。 

○議長（岩本誠生君）８番、上田亜矢子さん。 

○８番（上田亜矢子君）いろいろ考えていただきたいんですが、例えば昔で言う近隣への

迷惑対策ということで、発電所へ何らかの負担をしていただくとか、あそこに地区がある
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ので地区費を余計に払っていただくとか、あと、地区の街灯費用とかを見ていただけると

か、そういうことも考えられます。 

 そして、町は、固定資産税とかを受けているので受益者ということになりますよね。な

ので、その中から地域に便宜を図ることを考えていくべきではないでしょうか。例えば窓

を閉めるのでエアコン購入費補助とか、皆さんの地区会費を下げてその分を入れるとか、

いろいろ考えられます。そういうことはどうでしょうか。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）その場では、エフビットのこの会社の皆さん、あそこは松島ですけ

れども木能津地区になりますので、木能津地区の自治会に入るということで、そういう話

をしました。当然、地区の地区会費についても納めていただけると思います。親しみを持

ってもらうということで、ささやかなことかもしれませんけれども、あそこでできたパプ

リカなんかも、地域の皆さんにお配りするとかいうこともやっていこうということで、も

う実施されていると思います。そういうことにも取り組みながら、地域の皆さんと共存し、

地域の皆さんに愛されるというところまでいくんでしょうか、そういった施設にならなけ

ればならないと私は考えています。 

 固定資産税の問題については、まだちょっとそこまで具体的に検討はしておりません。 

○議長（岩本誠生君）８番、上田亜矢子さん。 

○８番（上田亜矢子君）町長も考えてくださっているようですので、ぜひともよろしくお

願いします。ご近所の方に一番配慮をされるように、よろしくお願いいたします。 

 次に行きます。 

○議長（岩本誠生君）次に進んでください。 

○８番（上田亜矢子君）次は、農業支援策として三つほど質問いたします。今回、農業者

の方に相談をいただきましたので、農業のことについて支援策で質問したいと思います。 

 まず一つ目といたしまして、広い農地でお米を作っている農業者個人に対しての農業機

械の補助金を出していただきたいということです。 

 営農組合に対しては、機械は集落営農のための農業用機械の整備を行う事業などがあり、

その他、運営に関するものに使える多面的機能支払交付金などがありますが、個人にはな

いようです。持っていない機械は農業公社のを借りたりもしていますが、どうしても不便

なときがあるそうです。広い農地、４町から５町を作っているのでトラクターも四、五台

持たれているようで、１台が五、六百万するので、買換えとなるとなかなか大きな負担と

なります。広い農地にすればするほど、後継者の心配、また、農地を守っていかなければ

ならない気持ちも大きくなっていきます。現在、燃料代も上がっていて大きな負担になっ

ているようです。そんなときに、補助金が少しでもあれば心の支えにもなります。 

 昨日、上地議員から修繕への質問がありました。町長からは、個人・団体の農業者に対

していろいろな補助金を検討中との答弁がありまして、上地議員は、多分優しいので、難

しいと思うので頭の隅にと言われていましたが、ぜひとも頭のど真ん中に置いていただき
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たいと思います。町長、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）新規の機械購入に対する助成というのは、現在、検討できておりま

せん。修繕につきましては、さきの議員の方にもご説明申しましたけれども、年度初めに

制度をスタートするということじゃなくても、できることは、予算の範囲もありますけれ

ども、早め早めにやっていこうということで、そういう思いで、今、検討に入っておると

ころでございます。 

○議長（岩本誠生君）８番、上田亜矢子さん。 

○８番（上田亜矢子君）検討に入っていただいているということで、次も同じような質問

なので続いていきたいと思います。 

 先ほどはお米でしたけれども、次はシイタケのことです。シイタケのハウスの張りかえ

の補助制度の創設とここに書かせていただいていますが、少しはしょり過ぎておりまして、

説明いたします。 

 シイタケのハウス張り替えの補助金が少ないので、増やしてはどうかということです。

また、ほかの機材にも使えるような補助金制度の創設をしてはどうかです。ハウスの張り

かえの補助金は、今回も補正予算の議案に上げていただいております。本山町特用林産物

品質向上対策事業の特用林産物施設被膜フィルム補助金です。予算額が２６万９，０００

円となっております。 

 まず初めに、この額はどういうふうに決めたのか説明していただきたいと思います。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）８番、上田亜矢子議員の質問に対しまして補足答弁

をさせていただきたいと思います。 

 シイタケのハウス張りかえなどの補助制度ということで、先ほど議員のほうからもご説

明がありましたとおり、特用林産物の生産者向け組織に対する補助制度を本山町のほうで

設立しております。これにつきましては、補助対象の内容としまして、ハウスの被覆フィ

ルム資材費、遮光スクリーンという、ハウスの中でも消耗品的なハウスの張りかえに対す

る補助ということで、その補助率につきましては、実際必要となるハウスの費用の２分の

１を町が補助するという制度となっております。 

 それにプラスしまして、それの張りかえに対する人件費相当分の費用についても補助す

るということにしまして、これは面積によって何人役、２アール未満でありましたら６人

役まで、１人役は２万円の計算で補助をさせていただいております。 

 現状、先ほど言いました消耗品的な部分については更新の時期に補助する制度はござい

ますが、もともとハウス施設に対しての補助というところまでは、現状、この制度では範

囲としていないところでありますので、それの拡充等についてはまた今後の検討課題とい

うふうになっております。 

○議長（岩本誠生君）８番、上田亜矢子さん。 
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○８番（上田亜矢子君）ありがとうございました。 

 消耗品費に対してと、プラス人件費ということでした。先ほど課長から２分の１という

お話がありましたが、この方に、元はどれぐらいなのかと聞きましたら、やっぱり消耗品

費だけじゃなくていろいろな部材費が要りますので、１００万を超えているそうです。そ

の部材費が今ではまた高騰しまして、人件費も、２万円ということでしたが、もう少し高

くなっているようで、１００万を超えた中で２６万９，０００円というのはちょっと厳し

いとのお話でした。 

 そして、先ほど消耗品費だけと言われましたが、それだけじゃなくてたくさん要る機械

がありますので、例えば散水施設だとか自動せん孔機、自動植菌機、暖房機、浸水機、保

冷庫などなどです。そのほかのものを新設、増設または更新に要する費用に使えるように

していただきたいとのことです。 

 シイタケは本山町の特産品です。高知市の居酒屋さんに行っても、本山町産原木シイタ

ケのステーキというメニューがありまして、これは大人気メニューとなっています。育て

てくださる農家さんを大事にしていきたいという気持ちがありまして、その点を町長どの

ようにお考えでしょうか、お聞きします。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）お答えします。 

 今の制度の中身については、先ほど担当課から説明をさせていただいたとおりでござい

ます。初期投資は、いろんなものをそろえていかなければならないので、非常に負担が大

きいということもあろうかとは思います。今、全てやりますという話をしちゃうと、その

予算があるのかという話になりますので、それはあまり、よろしくないという言い方はお

かしいですね、駄目だと思いますけれども、いろんな制度、議員からいただいたご意見な

んかも含めて、検討課題には当然していかなくてはならないと思いますので、そういうお

声をこの議会の場でも、それから私たちも、農家の方、林業家の方、畜産の方、商工業の

方もそうですけれども、そういうところからいろんな声をいただいて、それで、制度化で

きるものについては積極的に制度化していきたいというふうに思います。 

○議長（岩本誠生君）８番、上田亜矢子さん。 

○８番（上田亜矢子君）町長、前向きな発言と捉えました。どうぞよろしくお願いします。 

 そうしたら最後に、３番目といたしまして、補助金の出し方といいますか、使い方とい

いますか、そのことについてお話ししたいと思います。 

 農家の補助金については、農林水産省の事業があったりもしますが、なかなか自分では

調べにくいし分かりにくいというのが現状であります。このことについては、農業のこと

だけじゃなくて何にしてもそうです。行政がつくったものは専門用語とかがあってもう読

んでも分からんと言われて相談されたりします。ふだんから書類を見ている私たちやった

ら、見慣れていたら分かりやすいですけれども、そういう点が分かりにくかったりします。

なので、ぜひとも頼れる職員の皆さんでおってほしいです。 
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 住民は、役場の人に聞いたら分かるわと頼られていますので、役場の方はプロフェッシ

ョナルだと思っておられます。不安でいっぱいで役場に相談に行って、はい、このことで

すね、分かります、これがありますよ、やっちょきますと言われたら目の前の雲が晴れて

いくようで、涙が出そうになります。そういうお話を聞いたことがあります。逆に、担当

が替わったのでと伏し目がちに言われたら、どうでしょう、お先が真っ暗になってしまい

ます。 

 今回、同僚議員、何人もが接遇の話もされましたが、住民は職員にとても期待をしてお

ります。話が少しそれたようですが、農業委員会の担当の方は、農業の支援策についてプ

ロフェッショナルでおるべきだと思いますし、農業者からの相談窓口になるべきではない

でしょうかということを言いたかったわけでございます。国や県の事業も、使えるものは

取り残さず、必ず使えるようにして、農業者の方が安心して農業に従事できるようにして

いただきたいです。町長、どのようにお考えでしょうか、お聞きいたします。 

○議長（岩本誠生君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）お答えします。 

 この間、農業者に向けての制度の活用について、役場の横の連携が不十分で、若い農業

者の方に多大なご迷惑をかけたことがございます。これは厳しく反省をしなければならな

いということは職場の、私も当然含めて強く反省をしているところでございます。このこ

とは、農業制度の問題だけではなくて、役場全体で気をつけていかなければならないとい

うことは、さきの議員にもお答えしたとおりでございます。横の連携や報告・連絡・相談、

報・連・相を一層徹底するということを庁議においても徹底しております。 

 ご指摘の、制度の一覧表なんかを活用したという、やっぱり農業の補助も、林業も畜産

なんかもそうです、商工業もそうですけれども、非常に助成事業も多岐にわたっておりま

す。ご要望を受けたときに何か該当するものはないかということで、逆に要望を受けたと

きにぱっと返せないときも当然多々ありまして、そういうときには、補助金の一覧表、冊

子なんかもありますので、そういったものも見ながら、何か有利な制度がないかというこ

とについて担当課のほうで当たっているところです。 

 ただ、相談窓口の在り方について、これは非常に重要な問題で、ワンストップで、まず

ここで相談を受けると。でも、制度は多分、全部分かっていないので、そうしたら制度を

調べる。それから、制度が分かっておる担当がここというときには担当へきちっとつなぐ

とか、そういったことについても今回のケースも踏まえて反省をし、担当課で今、協議を

しているところでございます。 

 また担当課長のほうから補足があれば答弁をするようにします。 

○議長（岩本誠生君）まちづくり推進課長、田岡明君。 

○まちづくり推進課長（田岡 明君）町長の補足答弁をさせていただきます。 

 議員ご指摘のとおり、農業者に対します補助制度につきましては、国・県・町等の行政

の対応、あるいはＪＡ等が関係する制度など大変複雑化をしておりまして、その制度が毎
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年、変更・更新をされるということで、我々担当職員も日々勉強もしながら、その情報に

抜かりがないようにしていこうということは課の中でも話をしているところであります。 

 そういう状況でございますので、やはり農業者から見ても大変複雑で分かりにくいとい

うのはご指摘のとおりであろうかと思います。過去には、ＪＡや森林組合の職員と合同で、

毎年２月頃に各地域を回って、新しい制度の説明でありますとか農業者からのご意見の集

約みたいな、地域巡回という形で、そういう場で意見交換を図る場がございました。現在

はなかなか、地域の参加者が少なくなってきておるということで、そういう形ではなしに、

町のホームページや広報紙を活用したご案内という形に主になっております。やはりそれ

だけではなかなか制度自体も行き届かないという反省もございます。 

 今回ご提言があった、一覧表にして分かりやすいもの、それに、担当者は誰かというこ

とも含めて、周知を図るというのはやはり必要性が高いと思っておりますので、この事業

一覧表等で分かりやすい説明資料を作成することについてはまた課のほうで取り組んで、

農業者に制度等の内容が伝わる形を考えていきたいと思っております。またご協力をよろ

しくお願いしたいと思います。 

○議長（岩本誠生君）８番、上田亜矢子さん。 

○８番（上田亜矢子君）考えていただいているということが分かりましたので、ぜひとも

よろしくお願いいたします。 

 最後に、私たちの今の議員の議会もこれで最後となります。この町を何とかよくしてい

きたい、声なき声の代弁者となりたい、そういう気持ちでやってきましたが、至らぬ点も

たくさんありましたことをおわび申し上げます。 

 しかしながら、こんな私の質問に執行部の皆さんは優しく答えていただきましたし、同

僚議員、議長、そして何より住民の皆様のお支えがありまして、こうしてやってこれまし

たことをこの場をお借りしてお礼を申し上げまして、私の一般質問を終わります。どうも

ありがとうございました。 

○議長（岩本誠生君）これをもって、８番、上田亜矢子さんの一般質問を終わります。 

 ここで１０分間休憩をいたします。 

 議長を交替します。 

 

休憩  １４：４０ 

再開  １４：５１ 

 

○副議長（澤田康雄君）休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君の一般質問を許します。 
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 １０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）議長よりお許しをいただきましたので、１０番、岩本誠生、一般

質問を始めさせていただきます。 

 先ほど８番の上田亜矢子さんが、３０回目の一般質問ということで感慨深く述べられて

おりました。私は、ちょうど任期が２倍でございますので、単純計算をいたしまして６４

回目の一般質問ということになります。一回も休んでおりませんので、６４回目というこ

とでございますので、私もまた感慨深い気持ちで一般質問を始めさせていただきたいと思

います。 

 まず最初に、通告をいたしておりませんけれども、ちょっとこれ大事なことでございま

すので、同僚議員がコロナのいろいろな関係で質問をされておりましたき出てくるかなと

思っておったんですが、その話が出てきておりませんので最初に質問をさせていただきた

いんですが、コロナのワクチン接種後の問題なんです。長期にわたって後遺症に苦しんで

いる方がいるのではないだろうかということです。 

 実は私、ちょっと知っている方がいまして、コロナの予防接種してから、後遺症だとい

うまでは断定はできませんけれども、非常に苦しんでる高齢者の方がいらっしゃる。もし

そうだとするならば、予防接種健康被害救済制度という制度が設けられておりますので、

この適用になるのではないかというふうに考えたりして、まず、そういう調査を町として

されているかどうか、接種後の状況についてですね。また、申出が、そういうのがあるか

どうかということについて確認をいたしておきたいと思います。 

○副議長（澤田康雄君）通告されておりませんが、執行部、答弁できますか。 

 健康福祉課長、川村勝彦君。 

○健康福祉課長（川村勝彦君）１０番、岩本誠生議員のご質問にお答えをいたします。 

 私の知り得る限りでは、そういった方のご報告は現在いただいておりません。担当課に

おいてもそういった調査は今のところ実施をしておりません。 

 以上でございます。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）ありがとうございました。 

 突然の質問でありましたので、準備が整っていないことは当然のことでありますし、ま

た、本町においてはそういう方がいらっしゃらないということでありますけれども、私の

聞いた範囲では、そういうことで苦しんでいらっしゃる方がいるということでありました

ので、もしそういう方の申出があれば、申請に基づいた対応ができるんじゃないかなとい

うふうに思いますので、そういうことでのお含みをいただいておきたいと思います。 

 この件は突然の質問で大変失礼をいたしました。 

 それでは、通告いたしております順番で質問をいたしたいと思います。 

 まず一番初めは、本町の財政構造のことについてでございます。 

 当然、本町の財政状況については、令和４年の一般会計の予算の構成を見てみましても、
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これは周知されているところでありますけれども、自主財源の乏しい私ども本山町にあっ

ては、自主財源の比率が約１９．２％、２０％弱ということで、その他８０．８％のもの

は依存財源ということになるわけであります。こういうふうに考えた場合に、この依存財

源の中に占める地方交付税、これが約４３．２％になりますから、依存財源の半分近くの

財源が、地方交付税という名目によって国のほうから交付税を受けて町運営がなされてい

ると、こういうことになるわけであります。 

 そこで、この交付税なんですけれども、ご案内のとおり、その自治体の規模によって基

準財政需要額というものが決まっています。すなわち、本山町であればどれだけお金が必

要なのかということが基準財政需要額になるわけです。そして、それから本町における

様々な収入財源を集めまして、これが基準財政収入額、その要るものの需要額から収入額

を引く、そうしたらそこに不足額が出てくる。これが財源の不足額になるわけですね。こ

の不足額について、交付税という形で財政の支援が受けられる、支援があると、国からで

すね。こういう仕組みになっているわけであります。 

 この仕組みというのは非常に重要なものでございまして、それぞれ計算された法定の単

位費用というのがあって、その単位費用に、国調なんかで調べた測定単位、それを掛ける。

そしてまた補正係数というのがありますね、密度補正だとか寒冷補正だとか、そういうも

のを掛けた形で交付税というのが出てくると。これが地方交付税の仕組みになっているわ

けです。 

 地方交付税の種類は普通交付税と特別交付税に分けられておりまして、普通交付税とい

うのは、今言った財源不足分の交付税に該当するものの９４％が普通交付税ということで

交付される、残りの６％が特別交付税という形で算入されている。これを俗に言うルール

分と呼んでいますね、ルール分という決まったものだと。だから、これは間違いなく入っ

てくる分だと、こういうことになるわけです。 

 ところが、この特別交付税の仕組みの中で主要なパーセントを占めているのが特殊財政

需要分、この特殊財政需要分というのは俗に勘案分と言われる。勘案分というのはさじ加

減で決まってくると、こういうふうに俗っぽい言い方をすればなってきますかね。当然、

県なり国なりのさじ加減によってこれが決まってくる。だから、これを俗に、腕の立つ首

長は、国から予算を取ってきたぞとかいうような表現で言うわけです。だから、この特別

交付税の中の特殊財政需要分をどのような形で私どもの町に頂けるかということが、本町

の財源にとって大きな意味を持っているということにもなるわけ。 

 これは、様々な事業からいろいろ積み上げてきて、それで要望額を出すわけです。要望

額を出してもなかなか全部これも、大体、今までの状況では１８％程度しか要望してもつ

かないんだろうと、こういうことになっているようです。だから、これは、さじ加減で来

る交付税とすれば、できるだけ町としての努力をしていかなければいけない、こういうこ

とになるわけですね。 

 なぜ、私、今日この話をするかといいますと、実は大きな話がありまして、お隣の徳島
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県で徳島県市町村長会というのが行われた。その中で、徳島県の市町村の中で３町だけが

この特別交付税額が減額されていた。そうすると、その３町の首長が、どうしてやという

ことで知事にいろいろその原因とかいうことを質問したわけですけれども、なかなかいい

答えが返ってこなかった。そこで、３町の町長は、３人そろって退場したというぐらい、

ちょっとそこら辺の混乱があったというのが報じられております。 

 だから、この特別交付税というのは非常に重要な財源になっておるということからすれ

ば、本町にあっても、この特別交付税獲得のためにいろんな努力をしなければいけない。

そのためには、当然、国・県のほうへのアプローチも十分していかないかんというふうに

思うんですが、この財源の確保のために町長としてどのようにお考えになっているかとい

うことについてまず質問を申し上げたいし、それから、お隣の町との特別交付税の額の比

較ということも通告してありましたので、もし資料として提出いただければ提出をしてい

ただいて論議を深めてまいりたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）１０番、岩本議員の一般質問にお答えします。 

 ご指摘のとおり、自主財源の乏しい本町におきましては、地方交付税の比重が非常に大

きいというのはご指摘のとおりでございます。 

 特別交付税のお話がございましたけれども、その構成と言われるのは、ルール分という

のもありますし、病院とかそういった、それから、今まで決められておる特別交付税で算

入しますというふうに約束された財源につきましては、国のルール分で算入されます。こ

れが約５７％ぐらいじゃないかというふうに言われております。 

 先ほど言われました特殊事情分というのは、よく言われるのは、突発的に発生したやむ

を得ない財政需要ということが言われますけれども、それぞれの市町村の事業、特殊な事

業なんかを、特別交付税のヒアリングがございますけれども、それにその事業を拾い上げ

て申請しておりますけれども、正直なところ、それがどれぐらい算入されたかというのは、

先ほど１８％というお話もありましたが、実は私も、どれぐらい算入されていくのかとい

うのは承知をしていないところでございます。 

 このさじ加減というところ、非常にデリケートな言葉でございますけれども、やはり財

源確保に向けて県のほうにも要望もしていかなくてはならないし、ヒアリングの際なんか

には、担当だけじゃなくて町長とか副町長も出向いて、特別交付税の確保に向けて取り組

んでいかなくてはならないというふうに考えております。 

 なお、具体的に数字につきましては担当課長のほうでお答えをさせていただきます。 

○副議長（澤田康雄君）総務課長、田岡学君。 

○総務課長（田岡 学君）資料を配付したいので、ご配慮願います。 

○副議長（澤田康雄君）資料配付のため暫時休憩とします。 
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休憩  １５：０４ 

再開  １５：０５ 

 

○副議長（澤田康雄君）休憩前に引き続き会議を開きます。 

 総務課長、田岡学君。 

○総務課長（田岡 学君）岩本議員のご質問にお答えをいたしたいと思います。 

 お配りしました資料の内容につきまして若干ご説明をさせていただきます。 

 特別交付税の算定についての内容につきましては、議員からも詳しく説明をいただきま

したのと町長からもありましたけれども、国のルール分、特殊事情枠等々がありまして、

それを要望することによって国が算定をして決まるということになります。お配りしまし

た資料で、５年間の推移を書いておりますけれども、増減額の内容につきまして要点をご

説明したいと思います。 

 まず、３０年度でありますけれども、４，４００万余りの増額につきましては、７月豪

雨の影響でありますのと、地籍調査の関係の増額、あと、特別支援保育教室に対する支援

員６名を増額した分であります。令和元年度につきましてのマイナスにつきましては、災

害が減った関係での減であります。令和２年度につきましては、災害があったことと、病

院の繰出金についての増がありました。令和３年度４，２００万余りの増額につきまして

は、地域おこし協力隊員の増、地方バス、とさでん交通、嶺北観光、さくらバス等々への

とさでん交通の交通の関係の支援金、あるいはさくらバスの運行に対する分を算入してい

ただきましたところであります。 

 あと、自治体クラウドの推進ということでは、この年に住民情報システムの集約と共同

利用を進めた関係で算定をいただいたということが主な要点としてありますので、ご報告

しておきたいと思います。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）ありがとうございました。 

 この額を見てみますと、いろいろな災害とかいうような特殊事情、それに対する財源措

置だというふうに理解はできるわけでありますけれども、全てがその災害ということでは

なくて、それぞれの事業、何をやるかということによっても、かなり町村のばらつきがあ

るというふうに判断ができるわけであります。 

 澤田町政が発足してまず６か月、澤田町政の行政手腕というのは非常に手堅い、確実な

行政をやっていこうというようなことは、私どものほうも十分伝わってくるわけでありま

す。しかし、この手堅さということについて考えた場合に、行政マンとしての手堅さとい

うのはそこに非常に重要な要素がありますけれども、首長として今後考えていくためには、

本山町のためには、行政マンだけでなしに、やっぱり政治家という形の政治的な活動、

国・県に対する、これもまた期待をされるところでありますし、私もそういうことをぜひ

とも望んでおきたい。 
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 ですから、町長が先ほど言われましたように、副町長とともに県庁、国のほうへも出向

いて、これからそういう財源確保のための努力をしてくるという力で強い言葉をいただき

ましたけれども、私、再三、関係町村と、例えば砂防の問題だとか、それから道路の問題

とかということで整備局とか国のほうへ行きますけれども、私どもが一緒に行動する、こ

れは、団体でみんなで行く、一つの連盟で行く、このルールの形だけではなくて、よその

町村では別途に個別に、例えばＡ町、Ｂ町単独でまた要望活動をしておるという実態も目

の当たりにいたしておるところであります。 

 ですから、当然連、盟におけるグループの活動も必要なんですけれども、個別に、本山

町としていかにあるべきかというような形で売り込みをしてくるということも重要なこと

だと思いますので、ぜひとも、町長にあっては、そういうことも踏まえて今後の活動をし

ていただきたいというふうに考えておるところであります。特交については、当然そうい

うこともありますので努力をしてくださるということでありますので、この件については

置きまして、次へ進みたいと思います。 

 次は、本町の住宅の需要と供給という問題なんですけれども、本町は、この前聞きます

と、かなり町営住宅を持っておる、老朽化しているのもかなりあるということですけれど

も、その住宅に対して、需要というものとのバランスは一体どうなっているのか。例えば、

家が足らないとか、もう家は余っているんだとかいうふうなことの分析はどのような形で

できているのか、この点についてまずお伺いしておきたいと思います。 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 総務課長、田岡学君。 

○総務課長（田岡 学君）１０番、岩本議員のご質問にお答えしたいと思います。 

 まず、町営住宅の現状でありますけれども、公営住宅４１戸、特定公共賃貸住宅が２６

戸、地域優良賃貸住宅が１０戸、改良住宅が３２戸、一般住宅４７戸、更新住宅４０戸、

移住促進住宅が９戸、お試し住宅が１戸で、計２０６戸の住宅を保有して管理しておると

ころであります。住宅の空き状況につきましては、公営住宅が６戸、一般住宅が１１戸、

地域賃貸住宅、これはクラインガルテンでありますけれども、現在、３戸の空きがあると

いう状況であります。 

 ご質問の住宅への需要についてでありますけれども、令和３年度には７戸の応募があり

まして、うち３件の方が入居をされております。また、入居が決まっていない４戸につき

ましては、現在、随時、行政連絡やホームページなどで募集をしておるというところであ

ります。 

 また、供給の部分でありますけれども、空き住宅につきましては、ホームページや定期

的な行政連絡で随時募集をしておるところでけれども、最近は、単身での入居を希望され

る件数が多くて、世帯用住宅としての入居条件を満たしていないことから、お断りをせざ

るを得ないケースも増えております。その場合は、まちづくり推進課が窓口となっており

ます空き家バンクへ照会するなど、つなげております。 
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 バランスよくいっておるという状況ではありませんけれども、現在の状況や入居された

い方のニーズに沿った住宅政策が求められるというふうに認識しておるところであります。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）状況はよく分かりました。 

 ということは、まだ需要はどんどんあるというふうに判断をしていいと思うんですが、

たくさんある中でも、もう老朽化して、住んでいただくには無理なというぐらいの住宅も

あるのではないかというふうに思います。 

 なぜ、この質問をしたかといいますと、３番目に次に入るわけですけれども、３番目の

ことと一応関連があります。当然、住宅の問題でありますので関連があるわけですけれど

も、一般の住宅ということと、次に私が質問する更新住宅ということと、やはり総合的に

本山町の住宅政策を考えていかなきゃならないんじゃないかと、こういうことであります。 

 まず、更新住宅の問題に入る前に、本年の３月議会に減額補正をした更新住宅の事業の

予算でありますけれども、これは、この前に開かれました議員協議会でも話が出ましたけ

れども、地元との協議が調わない段階でいつの間にかその開発計画が変更されて、議会で

議決された予算が何の説明もなく執行されなかったと、こういうことで議会のほうからも

指摘を受けているところであります。 

 実はこれは重大な問題でありまして、執行権と議決権、執行機関と議決機関、これの一

つの大きな意義から考えて、計画が出て予算を決めて、これをやりなさいと議会から承認

をされて出したものが、執行部の都合か何か知らんけれども、できなくて変わったという

ことについては、当然、執行部が議会に対して、こういう事情でこう変更しましたので、

こうしますということを言わなければいけないのに、それができずに、今回のような予算

の減額を３月末でしなければいけないというようなことが起こった。これは行政不信に結

びついてきますし、住民からいっても、これは裏切り行為であるということさえ言われて

いる案件であります。 

 このことについて、まず町長のほうから一応所見を聞いておきたいと思います。それに

基づきまた質問を続けたいと思います。 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）お答えします。 

 更新住宅につきましては、地区の皆さんの委員会等にもご協力をいただいて協議を進め

て、この計画を実施してきておりました。ところが、今ご指摘のとおり、事業計画が変更

になり予算との整合性が全然取れていないということで、これはもう本当に私も、３月議

会でこれを減額しなければならないというのは誠に申し訳ないというふうに思いました。

やはりきちっと、計画を変更するときには地区の委員会の皆さんにもご説明もし、ご理解

もいただき、予算についてもその計画と整合性を図っておかなければならないというのは、

これは、今ご指摘のとおりの原則だというふうに私も思っております。 



－63－ 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）当然そういうことの認識はあったということでありますけれども、

澤田町長は、前町長から引継ぎを受けた事項であって、そういう面では、内容的に熟知を

していないという部分も私はあったんじゃないかなというふうに思います。 

 この経緯については、町長は納得をできる経緯で住宅の予算が減額されたというように

思っていますか。それとも、前町長から引継ぎを受けたのでやむを得ず３月にやったと、

減額したと、こういうことになるんですかね。 

 これは、私も地元のほうからもたくさんの資料を頂いたり、それから、地元の区長、委

員長のほうから町長宛てに質問状が行ったりというようなことで、議員協議会で質問状も

各議員のほうに配られて、十分この点については同僚議員も理解をしているところであり

ますけれども、この件について町長も、納得いかなかったら、この件に私は納得いかんと

はっきり言わんと。 

 この件は、やむを得ず、私は、この予算の減額措置をやったんだと思っています、やっ

たのは。しかし、その前提にある計画変更については、これは手順的に間違っていたんじ

ゃないかという認識は持っていただかないと、そうせんと、この予算を減額したことにつ

いては私どもも逆に納得はいかないと、こういうことになるわけであります。 

 これは、町長、内輪話をするようですけれども、前町長は、その４０戸というのを委員

会に出したという話は聞いています。その出したときに、なぜ５０戸のものが４０戸にな

ったのですかと、こういう地元での問いに対して、建てないのではない、いいですか、こ

こが大事ですよ。建てないのではない、建てられないのだと、こう答えております。もっ

と平口で言うならば、建てたいけれども建てることができないんだと、こういうふうに取

れるわけですね。その根拠は何ですかということを地区の人が質問したところ、答えない。

財政的な事情ですかと言うたら、いや、そうではありませんと答えた。ところが、それ以

上のことは理由として何ら述べていないということが、地元の人から頂いた資料の中に記

載をされております。そしてまた、質問状の中にもそういうことが書かれている。 

 このことについての認識が町長になかったら、これから地元の人たちと話していくとき

に、いつまでたっても前町長との引継ぎだということを強調した上で、もう平行線をたど

る一方になってきます。 

 町長、行政手法としてどうも間違っていたんじゃないかという認識がないと、この問題

は私は解決しないと。ただ引き継ぎ事項だ、引き継ぎ事項だと言うだけでやるんだったら、

この問題は解決しないというふうに思いますが、見解を伺いたいと思います。 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）お答えします。 

 引継ぎについては、当初計画は５０戸だったが、既に入居資格等が死亡などで減員した

こともあり、現在４０戸で計画変更していると、これは引継ぎ内容ですね。幾度か地区に
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出向き理解を得るように努めたと。制度の趣旨、というのはこれは住み替えということだ

ろうと思いますが、からも事業見直しの必要があったと、会議ごとに４０戸と説明してい

ると、それに変更はないという引継ぎを受けました。 

 この間、いろいろ論議をしてみますと、やはりその計画変更をするときに、先ほどの繰

り返しになりますけれども、地区の委員会の皆様に協力もしてもらってこの事業を進めて

きたという経過がございますので、地区の委員会の皆様にも、きちっとその計画変更をす

る前に話をし、ご理解をいただくという手順を踏む必要性があったというふうに私は思い

ます。 

 そういう手順を踏めば何らかの解決策もあったんじゃないかというふうに思いますが、

幾度か話を持ったというのは引継ぎでも受けておりますけれども、その減額補正について

は、これは補正予算を計上するときでございますので１月か２月だったと思いますけれど

も、この予算が減額できていないというのを担当から聞きまして、これはもう繰越しの手

続も取れる状況でもございませんし、そのまま置くと決算のときに不用額として出てしま

うということで、先ほどの繰り返しになりますが、この計画と予算の整合性が取れていな

いということについては本当にあり得ないというふうには私も思いますけれども、３月議

会では、議員の皆様にお断りを申し上げ、減額補正を提案させていただいたところでござ

います。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）いや、減額補正については、議会のほうも、財源がないものを予

算に計上することはそれは適当じゃないということについて、一応、賛成多数という形で

可決はされています。しかし、その前提に、納得がいった上でのものではないということ

は、もう議員協議会を開いた上でも執行部には伝わっているはずなんです。 

 それで、更新住宅に関する質問に対する回答についても、これは十分、地元の方を納得

させ得るだけの内容ではないというふうにも思うんです。というのは、経過が十分理解を

されていない回答になっている。 

 そもそも更新住宅というのは何なのかと、こういうことからまず出発しないと。更新住

宅というのは、本山町の更新住宅の設置及び管理に関する条例の中には、低額所得者に賃

貸しする住宅及び附帯施設、国の補助を受けて建設しということ。町が国の補助を受けて

低額所得者に賃貸しする住宅としてこの更新住宅を建設しますと、こういうこと、これが

設置ですね。そして、先ほど改良住宅の住み替えということも出ていました。この更新住

宅を建てて、町長は、改良住宅を住み替える人に優先的にこの住宅を提供しますというこ

とも条例に書かれている。だから、あくまでも住み替えイコール建設ということではない

と、こういうことなんですね。あくまでも町の住宅政策として更新住宅を建てると、そし

て、住み替えの人はそれに入っていただくと。 

 そのときに、５０戸ということの設定を地元としたときに、当然、その５０戸全部埋ま

っていない。私の頂いた資料では４６戸まで埋まっていたということです。そして、その
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後、建設期間が長くなったために亡くなった人が出てきた。そのために、その４戸足す１

０戸分が出てきたと。この１０戸分を最終的には減らそうじゃないかと、こういうことで

５０から４０ということにしたというのが、数字的に見ればそういうふうになるわけです

けれども、しかし、これを建てるときの条件で、当然、建設期間が長いから亡くなる人は

出てきます、亡くなったときにはどうしますかと言うたときには、それは一般住宅として

募集をするようにする。当然、ここに書いてある条例に基づいてということですね。条例

に基づいて公開公募によって入居者を募りますと、こういうことです。こういうことまで

地元の方に説明をした上で行った事業であったわけです。 

 私は、もう一度、町長は原点に返るべきだと思います。その話をしたときから原点に返

って、もう一度、地元の人たちに腹を割って町長としての考え方を述べ、そして、今後ど

うするかということをはかるべきだと思いますが、町長はその気持ちはありませんか。 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）やっぱり地区の委員会の皆様にもご理解をいただくということにつ

いては、これは進めていかなければならないというふうに思います。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）町長、ご理解をいただくということじゃなくて、原点に返って、

町長が最初に約束した原点に返って、もう一度検討をし直すということじゃないと、ただ

単に理解を、理解をって、何の理解を求めるのかさっぱり分からんじゃないですか、それ

では。こういうふうな形で町として出して理解を求めるんだと言うなら分かるけれども、

ただ単に、答弁の一つの決まり文句のように、理解を求めたいとか検討するとかいうこと

だけじゃなしに、町としての今までの経過があるでしょう。今までのプロセスを見た場合

に、どうも町として地元の方と十分納得いくような話ができていない。町としてのやはり

瑕疵もあっちゅうということであれば、もう一度原点に返って、地区の皆さんとこの計画

については話し合いますという姿勢を示さないと、ただ単に理解を、理解をと言うことだ

けでは、それはちょっとおかしいんじゃないかなというように思いますので、改めて答弁

を求めます。（「議長、暫時休憩をしてちょっと審議せにゃいかん」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）いや、それは。（「いや、昨日やっちゅうことやから」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）進行中ですので。（「審議して。問題が生まれた」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）いや、進行中ですので。（「今のやり取りで問題が生まれたから

暫時休憩をして」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）いや、議会を進めます。（「ちょっと時間取って」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）進めます。（「議事進行」「次へ進んだらできんけん」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）会議を進めます。（「何で分からんの。今のやり取りの中で問題

があるから休憩をして明らかにせにゃいかんということ」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）質問者が質問しましたので、答弁がありますので進めます。
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（「答弁の後でね、ほんなら」「まず答弁させてください」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）お答えします。 

 やはりこれまでの経過の中で、私は、確かに課題があったと、問題があったというふう

には理解をしております。そういう意味では、それも含めてやはり理解を求めていかなく

ちゃならないということは痛切に感じております。（「議長、ここのやり取りの間に問題

がある」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）いや、質問者がおりますので。（「問題がある。昨日やったこと

やから、これは」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）静かに、ちょっとお願いします。（「昨日やったことやから、こ

れは」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）一般質問をやっていますから静かにしてください。 

 １０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）町長が今言うたように、課題があった、問題があったということ

の認識の上に立って地元と今後協議を重ねていくというスタンス、これは非常に大事なこ

となんです。ただ単に５０を４０にすることの理解を求める、理解を求めるじゃ、これは

話にはならないので、当然、今までのプロセスを反省しながら、町として一応踏んできた

ことが果たして住民の方に理解をされたかどうかということは、当然、私はやっていただ

かないといけない。 

 そういうことがやっていただけるということであれば、ここですぐ４０建てるとか５０

建てるとかいうようなことではなくて、あくまでも地元の皆さんと話し合った上で決める。

これは、今まで町が地元に対して常に、話し合ってやっていきましょうと言うてきた一つ

の約束事でもあったわけですから、私は、町長のこれからの対応についてはそれを求めて

おきたいと思いますが、町長、そういうことでよろしいですか。 

○副議長（澤田康雄君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）この間の経過については私も同じ認識でございます。（「議長、こ

れ昨日やった……」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）６番議員、静かにしてください。（「昨日もやったばかりやから、

時間かけて」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）今、議会中ですから。（「議会でやっていないことじゃないんや

から」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）今、一般質問をやっていますから。（「昨日これは十分時間をか

けてやったことに矛盾が生まれたから、暫時休憩で明らかにしてくれという」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）一般質問中ですから静かにしてください。 

 １０番、岩本誠生君。 
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○１０番（岩本誠生君）いろいろお話が同僚のほうからあるようでありますけれども、私

の一般質問の内容については、地元とその細かいことについて今後、今までの過程を考え

ながら話し合っていくということをここではまず求めておきたいと、こういうことなんで、

それについては町長はそういうことで対応したいということです。 

 これは、住宅政策と絡んでいるわけですから、単に建設イコール住み替えということだ

けで解決する問題ではないわけであります。ああすることによって今まで計画されてきた

ことが全て、行って状態を見たら分かると思うんですけれども、もう計画と全然違ってき

ている状態なんです。空き地の問題にしても、それから公園の問題にしても、様々なもの

がもう当初のあれと全然違ってきているんですね。今までのこうしたいという町の考え方

というのも全くそれに生かされていない。そうすることによってぐちゃぐちゃになってき

たというところがある。そういうことも修正をしていかんと、どうも、当初の町が理想と

していたあそこの団地造りというものはまだ完成の域には達していないと、こういうふう

に感じるところです。 

 ですから……（「昨日やったばかりやから、ここの間に矛盾があるから、一言ね、やっ

ぱりはっきりせないかんのじゃないかと言うているんです」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）一般質問中ですから、６番議員、静かに願います。 

○１０番（岩本誠生君）それで、議会が当然これについては、前々から言っているように、

議員協議会を開いたりいろいろして町に対してもそのことをお願いしているし、地元の意

見を聞いて当然やってくださいということも今までやっているし、議会としては、例の減

額補正を承認したということは、決してこれ、５０戸を４０戸にすることを認めたわけで

はない。あくまでも予算上の措置としてこうせざるを得ないという町の苦境を聞いたため

に、それを、ないものを予算化するわけにいかんということで承認したということが背景

にあるわけですからね。議会が承認したじゃないかということでは私はないというふうに

理解していますから。（「そうそう、そこに問題があると言うてるの。昨日やったばかり

やから」「議長、議事妨害者は……」「ちょっと一回休憩を取ってやらせてや。それが民

主主義やろ」の声あり） 

○副議長（澤田康雄君）今、質問中ですから静かにしてください。 

○１０番（岩本誠生君）ちょっと待ってください、一般質問中で。 

 このことについては、時間的なこともありますので、私のほうは質問を続けていきたい

というふうに思います。 

○副議長（澤田康雄君）続けてください。 

○１０番（岩本誠生君）それで、今の３番目の問題については、地元に対して、原点に返

ってもう一度協議するということで理解をいたしておきたいと思います。それでよろしゅ

うございますね。では、そういうことでありますので、この問題については以上とします。 

 次に、懸案の嶺北中央病院の給与問題。 

 同僚議員がこの問題についても触れておりましたけれども、どうも町の答弁が今までと
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全く変わっていない。これじゃ解決にならない。やはり何らかの形で解決をしなけりゃい

かんということからすれば、前に出した案だと、あれもいかん、これもいかんと。国賠法

で出したところが、国賠法の中には労働基準法の関連があって、それはもう既に払われち

ゅうから国賠法は適用にならないとか、いろいろそういう話が出てまいりました、顧問弁

護士が言うたとかいうようなことで。私は、国賠法、できるんじゃないかなと当初思った

わけですけれども、それもいかんということで町がどうも重い腰を上げない。 

 そこで、解決策としてはあと一つしか残っていない。もう和解しかない。例えば二つ方

法がありますね。賠償に係ることに対して賠償請求をされちゅうわけですから、損害賠償

を。それに対しての和解という形で、幾らにするか、例えば金額の８０％で和解をすると

かいうような形で双方が歩み寄って、それで解決するか、それとも、職員側が債権を一遍

放棄した上でその損害額について和解金を出して、そしてその和解金について議会の議決

を得ると、こういう方法。とにかく、どちらにしても議会の議決を必要とするわけであり

ますので、和解という形の打開策はないかどうか。 

 私は、もう最終的にはこれしかないんかなと、今までずっといろいろ言うてきたけれど

も思っているんですが、町長として、何ちゃないと、もうバンザイ、お手上げだと、こう

いうことではなくて、何か方法とすればそういう方法もあるんじゃないかと思うんですが、

見解をちょっとお聞きしておきたいと思います。 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）お答えします。 

 議員ご指摘のとおり、この間、労働基準法の給与の請求権の問題、国家賠償法の損害賠

償の請求権について、それから判例についてもですね、いろんな判例がありますので、判

例などについても検討をしてまいっております。関係機関などとも相談を繰り返してきて

おりますが、なかなか解決につながらないままになっております。判例でも、著しく不公

平で不平等な形になっておるとかいうような、場合によっては損害賠償なんかが認められ

たというようなケースもございますので、もう少し解釈をきちっとして、何らかの対応が

取れないかということについては引き続き検討をしてまいります。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）でき得れば、我々の任期中に解決するべく努力をしていただきた

い。というのは、我々の任期中に起こったことでありますので、それについてはやはり任

期中に解決するということで、同僚議員等も当然そういうふうな考え方だというふうに思

いますので。とにかく、方法は私はあると思う。法的には和解が一番かなと思って提案申

し上げたんですけれども、別の方法もあるかもしれないけれども、とにかく、解決すると

いう方向で、町長、一つの決断を下していただきたいというように思うんですが、いかが

ですか。 

○副議長（澤田康雄君）町長、澤田和廣君。 
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○町長（澤田和廣君）ご指摘のとおり、この皆さんのメンバーの中で何とか解決できない

かと、この６か月、努力を重ねてまいりました。引き続きその努力をしていきたいと思い

ます。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）町長がそういう決意であるということであれば、任期もあと僅か

でありますけれども、また臨時議会等もあるようでありますので、何らかの形で提案もあ

るかも分からないというふうに思っています。とにかく早く解決して、働く者も一生懸命

働けるような職場環境になるようにしていかんと、今のままだとどうしても、職場の雰囲

気、人間関係、様々なものがやっぱり崩壊してしまうおそれがありますので、対応を急い

でお願いしたいということを申し上げておきたいと思います。 

 次に、５番目として新しいまちづくり、これはもう同僚議員からも何回も出ていました

けれども、新しいまちづくりを、町長としては例えば活性化の委員会をつくってやるとか

いうふうな形の話をしていました。私は、これから先の本山町をどうするかは、やはり庁

舎ができた、庁舎ができるとここら辺りの環境も変わってくる。その庁舎を中心としたこ

れからのまちづくりをどのようにするかという青写真を当然つくっておかないかん。 

 そのためには、いっときはこのまちづくり構想が出ていまして、数年前の議会のときも、

１０年ぐらい前なのかな、コンパクトシティという構想がありましたね。コンパクトシテ

ィ構想というのがあって、とにかく中央部へいろいろなものを全部集めようやないかと。

それで、とにかく周辺のものを全部集めてしまおうと、こういうことが言われていました。

ところが、こうしてしまうと一極集中になってしもうて集落が崩壊してしまうという危険

性があるので、なかなかそれに踏み切れなかったということがあります。 

 そして、ちょっと進んできた今日、コンパクトビレッジという構想が生まれているとい

うふうに聞いております。ビレッジ、それは、必要なものだけを何々ゾーン、何々ゾーン

という形で中心地に置くと。しかし、集落は今までどおり残して住みやすいような形で、

今言ったバスとかいろいろなものを動かしながら全体を網羅していくような、そういう村

づくり、すなわち、コンパクトシティということからビレッジという構想に変わってきて

おるというふうに聞いています。 

 本町のこれからのまちづくり、いろいろ構想があると思いますけれども、町長として、

やはりコンパクトビレッジ風の町を目指すべきではないかというふうに提言をしたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）コンパクトシティ、ビレッジのご提案についてお答えをいたします。 

 公共施設や商業施設、それから住宅などを一定のエリアに集約していくと。医療や福祉

や防災などの生活環境の向上と行政コストの抑制などを図るという目的にも、そういった

まちづくりが取り組まれるということ、それがコンパクトタウンだというふうに理解して
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おります。先ほど一極集中じゃないんだという話がございましたけれども、本町は、比較

的コンパクトな自治体ではないかなというふうに思います。 

 しかし、過疎化や高齢化が進む中で、遠隔地で点在する住宅もあり、高齢化に伴い移動

手段も限られてくるなど、日々の生活や医療、防災などで心配事なんかも生じております。

住み慣れた地域には愛着もあるとは思いますが、医療機関や商業施設の近くに生活を移す

という、例えば高齢者住宅の問題なんかもその一つということでございますけれども、今

ご提案いただいたことについては参考になる点があろうかと思いますので、今後、そうい

うまちづくりに生かしていきたいというふうに思います。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）とにかく、まだどのような形でというものが明らかになっており

ませんけれども、まず基本的な構想というものを立てる。すなわち、基本構想を立てて、

それから基本計画を立てて、そして実施計画というようなそれぞれのプロセスがあるわけ

ですので、それを踏んでいかにゃいかん。まず、基本構想として、大きなものとして、ど

ういうふうに考えていくかということのものについては、町長としては、やはり所信表明

等でぼんと打ち出して、町長、澤田色というものをアピールする必要が私はあると思いま

す。 

 だから、ぜひともそういうことの構想をまた近い時期にお示しをいただけたらありがた

いなというふうに思いますし、私どもも、いいアイデアがあればどんどん提供してまいり

たいというふうに思います。この件については、そういう要望ということでお聞き取りを

いただければありがたいと思います。 

 次は、大きい項目の２番目に移っていきます。 

○副議長（澤田康雄君）はい。 

○１０番（岩本誠生君）まず、行政のデジタル化の取組についてということであります。 

 もう近年、このデジタル、デジタルで、至るところにこういう話題が出てまいります。

国のほうもデジタル庁をつくったりしていますので。ところが、これがあまり進み過ぎる

と高齢者がついていけない。さっぱり分からないというようなことも多いんです。アナロ

グからデジタルへ、一体、何がどうなったのというようなことを年がいくと考えてしまう、

アナログって何、デジタルって何と。ちょっと見てみますと、レコード盤が昔ありました

ね。レコード盤がＣＤになった、あれも一つのアナログからデジタル化だと。それから、

携帯電話からスマートフォンになった、これもデジタル化だというようなことがいろいろ

言われています。非常に面倒くさいというか、年寄りには分かりにくいものがある。 

 ところが、これをすることによって行政の業務の効率化、様々なものが能率的に業務改

善がされていくというメリットも大きいことは事実であります。 

 そこでまず、今現在、私どもが備えておりますＩＰ告知端末、あそこにありますけれど

も、これの有効利用が十分できていないんじゃないかと。前からこの問題については何回

か触れたことがある。ただ単に音声の告知をするだけで、双方向性のメリットも使われて
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いないし、回線の中には音声の回線と映像回線があるのに、映像回線なんて全く使われて

いないじゃないかというようなことで、せっかく持っているＩＰ告知端末の機能が十分使

われていないというふうに感じるんです。これをもっと有効に活用するということが必要

じゃないかと思います。 

 というのは、これをつけてから大分になりますので、せんだって高齢者の方々から、放

送が始まったんでぱっと聞こうと思ったら１回で終わってしまうんで聞き取れなかったと、

こういうお話を聞きました。横に録音のやつがあるけれども、押したら聞けるんじゃない

かと言うたけれども、もう古くなってなかなかそれも聞き取りにくうなっていて、構わん

もんなら２回ば言うてくれんろかねと、こういうふうな要望もお聞きをしたところであり

ます。あまり聞き取れん。鳴って、聞きに行ったときにはもう終わっていると、短いあれ

だとね。そういうことで、伝わっていないというふうなことも言われました。 

 ですから、できるだけそういうことが起こらないように、もう一度この告知端末の使わ

れ方というものについても広報をするする必要があるんじゃないかと。録音はこうしてや

りますよとかいうことで、もう一回。当初はやりましたけれども、最近ほとんどないから

もう忘れている方もいらっしゃる。こういう必要もあるんじゃないかというように思いま

すが、まず、こういうＩＰ告知端末の有効利用と本町のデジタル化の取組、これはどのよ

うに現在考えていらっしゃるのかということについてお聞きをいたしておきたいと思いま

す。 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）１０番、岩本議員のご質問にお答えします。 

 私も、デジタル化というのは非常に、得意分野ではありませんけれども、苦手な分野で

ございます。自治体での導入が進められております自治体ＤＸ、いわゆるデジタルトラン

スフォーメーションについては、明確な定義づけが総務省でされていますというふうに文

書に書かれておりました。「デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針」において、

「デジタル社会の目指すビジョン」として、「デジタルの活用により、一人ひとりのニー

ズに合ったサービスを選ぶことができ、多様な幸せが実現できる社会」、「誰一人取り残

さない、人に優しいデジタル化」というのが示されておるところでございます。 

 デジタル化については、多額の費用が発生して、費用対効果の問題なんかも十分検討は

しなくてはならないと思いますけれども、日本の国の流れはデジタル化というふうに動い

ておりますので、先ほどの目的、ニーズに合うものにつきましては行政でも取り入れてい

きたいというふうに思います。 

 なお、個別の案件につきましては担当課のほうでまた答弁をさせていただきます。 

○副議長（澤田康雄君）総務課長、田岡学君。 

○総務課長（田岡 学君）１０番、岩本議員のご質問にお答えいたします。 

 ご指摘をいただきました告知端末の有効利用につきましては、ご指摘のとおり、十分、
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ある機能が生かせていない部分がありますので、なお研究をしていきたいと思います。 

 それと、お問合せのありました聞き逃した放送の件についてでありますけれども、現在

あります正面のボタンの中に「再生」というものがありまして、そこを押していただくと、

もう一度繰り返して放送ができるということになっております。これは直接、住民の方か

らもお話をいただきましたし、せんだっては、このボタン操作について、放送の際に放送

したということもあります。これにつきましては、繰り返し、利用できるように周知をし

ていきたいと考えております。 

 また、本町のデジタル化の取組というところでは、現在推進していますマイナンバーカ

ードの普及をしてその一助にしたいと考えておりますし、ヤフー防災アプリを用いました

災害時の情報発信でありますとか、町のホームページを更新するということでありますの

と、あと、農業分野では様々な事業を導入いたしまして、水田センサーでありますとかド

ローンを用いた農薬散布などの農業振興に取り組んでおるところであります。 

 以上、答弁といたします。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）ありがとうございます。 

 このデジタル化の取組としては、やはり本町における高齢者に対する対応、これ、どう

いうような形でこのデジタル化を生かしていくかという高齢者の対策、それから防災対策、

防災についてどのような形でこれを反映させていくか、それから商工振興、それから畜

産・農業振興、こういうような活用の情報伝達、様々なものにデジタル化を生かしていく

こと、これが求められるというふうに思います。 

 特に高齢者にあっては、なかなか自分で対応できないという部分がありますし、安否確

認についてもそのとおりでありますし、そこらあたりの対応を十分しておかんと、独居老

人の方が孤独死をするとかいうようなことさえ、前々から言われているように起こってく

る。これはもうやっぱりこのデジタル化の活用によって、できるだけそれを未然に防いで

いくということの措置も必要ではないかというふうに思うところであります。 

 特に、デジタル化が進んでくると、一番の問題はやっぱりセキュリティー、安全対策だ

ということになろうかと思います。同僚議員からも今日質問に出ておりましたけれども、

振り込みとかいろいろやる場合に、ボタン一つ間違ったらとんでもないことになるという

この対応、これをどれだけ徹底させていくかということも、便利にはなるけれども、そう

いう非常に危険性をはらんでおるということもまた考えなければいけない。 

 そのためには、職員各位が、今日も研修の話が出ておりましたが研修を積み、まさにそ

れを使いこなせるだけの技量を持っていないと間違いが発生してくる、また、いろんなと

ころから侵入されてくるというようなこともあったりして、せっかくの優秀な機能を持っ

た機器がとんでもないことになってくるというようなこともありますので、対応を十分し

ておかなければいかん。 

 このデジタル化の中で、ある町では、お金の地産地消という考え方でもって、町と商工
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会がキャッシュレスカードを作っている。そして、このキャッシュレスカードでもって町

民の消費意識を刺激したり、それから地域内での経済の循環をしたり、地域外へのお金の

流出を防止したりしとるというようなことが可能であるという発想の下で、キャッシュレ

スカードを全員に作って配った。そして、本山町の事業に参加をしてためる、そして加盟

店で買って使う、そして、またためる。これ、地域のお金を地域で循環していこうじゃな

いかという発想があるというふうに、この制度ではお話を承ったところであります。 

 本町がそれを取り入れるかどうかは別としても、そういうデジタル化の中で、町内でキ

ャッシュレス決済の普及を図って経済の循環を考えているという行政もあるということも、

一つのこれは参考にしていくべきではないかなというように思うところであります。 

 次に、それを踏まえて、本町のＤＸ推進チーム、すなわちデジタル化推進チームの設置

ということについてはどのような形で対応しているのかお聞きしておきたいと思います。 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 総務課長、田岡学君。 

○総務課長（田岡 学君）ご質問にお答えいたします。 

 現状、全庁的な推進チームについては設置をしておりません。県主導で開催されており

ますデジタル化推進のワーキンググループ等へ参加をし、県内の取組情報の共有は受けて

おりますけれども、今後、推進体制の検討が必要だと考えております。国が定めた自治体

ＤＸの推進計画に基づいて、システム、タブレットを活用した普及促進、オンライン化な

どに取り組んでいきたいと考えております。 

 以上です。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）まだできていないということでありますが、やはりこういう時代

でありますので、早く推進チームを立ち上げて対応すべきじゃないかなということを申し

上げておきたいと思います。 

 本山町には、情報化推進計画というのがたしかあったはずであります。ちょうどこのＩ

Ｐ告知端末を普及させるときにこの計画をつくったように記憶をしておるんですが、日の

目はあまり見ていない。そういうものの活用が図られたという話は聞いたことない。その

存在さえ分かっていないかなと思うんですが、そこらあたり、あるというのはご存じです

か、行政のほうは。いかがですか。 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 総務課長、田岡学君。 

○総務課長（田岡 学君）今回のご質問を受けまして調べましたところ、計画をまだ策定

していないというところであります。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）私の記憶では、このＩＰ告知端末を導入するときに、こういうＩ

Ｐ告知端末を導入することによってこうなりますということを示すために情報化計画が示
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されていますよ。それ、示されていないんじゃない、ありますよ。だから、ないと言われ

るほど活用していないと、こういうことなんでしょうかね、どっちかというと。あります

ので。だから、今頃、こんなデジタル化だ言うて騒ぎ出して、その情報化計画があったか

どうかというような話じゃない。そんなもの、表へ出て、ありましたよと言うかと思った

ら、いや、ないですよというふうな話になっているから、ちょっとおかしいなと思います。 

 知っている方、いるんじゃないですかね。建設課長なんかうなずいているから、多分、

総務課長、これあるんですよ。総務課長が知らないだけであって、あると思います。それ

はやっぱりもう一遍、表へ出して、見直すべきは見直して、情報化計画の実現をやっぱり

していかないと。進んでいないのはそこにも原因があるんですよね。ＩＰ告知端末が昔の

ままで機能を果たしていないというのも、そういう原因があるんじゃないかというように

思います。ぜひそもそういうことで推進をお願いしたいと思います。 

 それでは、２番目の大項目を終わりまして、３番目ですね、３番目に進みます。 

○副議長（澤田康雄君）はい、次へ移ってください。 

○１０番（岩本誠生君）３番目、教育関係であります。 

 昨日も同僚議員から、嶺北高校の野球部が５５年ぶりに高野連に復帰して活動を開始し

ましたということを述べておりましたし、町長も、冒頭の行政報告の中で、このことを非

常に喜ばしいと、朗報だということでお話をしました。私も、６０年ほど前の野球部の先

輩として、６０年ですから長いですけれども、非常にうれしい限りであります。 

 そして、この復活を去年あたりから私も一生懸命努力をしておったんですが、そのとき

に、高校の野球部が復活したら高知放送から特番を組んでくれるということを声高らかに

自慢げに言った記憶があるんです。実は今でもその企画はあるんですが、聞いてみますと

高野連からストップがかかったと、こういうことでありますので、私も、えっ、どうして

かとやりますと、野球憲章に触れるということでした。一つのチームだけをクローズアッ

プしてやることについてはなかなか難しいと、特集でやるということは。だから、やると

すれば報道としてやるということだったらいいけれども、それにスポンサーをつけてやる

ということについては野球憲章に引っかかると、こういうことのようなんで、誠に太い声

で声高らかに言いましたけれども、そういう事情があってどうも特番は難しくなったとい

うことだけ、これ、おわびと訂正をしておきたいと。 

 ただ、野球部が復活したこと、これは非常に喜ばしいことでありますので、今後とも皆

さん方のご支援・応援をお願いしたいと思うんですが、そこで、今は１０名なんですね、

昨日も話に出てましたけれども。３年生がのいてしまうとまた少なくなって、部の設立に

必要な人数には達しないということになるんです。これは１年生が後へ入ってくれば構わ

んわけですが、どうしても野球部というのを活動させるためにはその底辺が必要なの。そ

れを支えていく小学校とか中学校の子どもたちが必要なの。そして、その子どもたちが高

校に上がって活躍していただけるという、こういう一つの形が必要。土佐町中には野球部

があるわけですけれども、今年、２人は梼原高校へ、あとの２人は市内の高校へ行ったと、
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４人が抜けてしまいました。中高一貫でやっていますんで、連携校でありますんで、こち

らへ来てくれたらありがたかったですけれども、やはりまだ野球部が発足していなかった

ということもあって行ってしまった。 

 これは、土佐町中にはまだあるんですが、嶺北中にはないんですよね、野球部が。ソフ

ト部はあって休部状態だとかいうふうに聞いていましたけれども、どうなんでしょうか。

できれば、今の嶺北中学校の子どもたちで野球をしたいという希望がある者については、

土佐町中と連合チームをつくるなりしてやはり野球ということに慣れていただくというふ

うなシステムを、前から言っているのが、これ、通れないんでしょうかね、教育長。前に

も言うたんやけれども、今お世話になっている副町長のときにもその話をしたんですけれ

ども、なかなか実現しなかった。 

 これ、教育長同士で話をすると何かうまいこといくんじゃないかなと思って言うたけれ

ども、なかなか実現しない。どっちがどうなったのか分かりませんけれども、実現をしな

かった。教育長、どうでしょうか。一応、そういうふうな形で連合チームをつくってでき

ないかなという提案をしたんですが、ちょっとそこらあたりの見解を教育長に聞いておき

たいと思います。 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 教育長、大西千之君。 

○教育長（大西千之君）１０番、岩本議員の質問に対し答弁を申し上げます。 

 一昨年から活動を続けておりました嶺北高校野球部が部活動に昇格し、ここからがスタ

ートだと高知新聞で紹介をされておりました。生徒の頑張りや、教職員、関係者の皆様の

応援・支援の成果であり、学校の魅力化、地域の活性化に結びつくものだと期待をしてい

るところでございます。 

 質問のありました嶺北中学校のソフトボール部の現状ですが、部活動として活動してお

りまして、現在、部員が５名、３年生が４名、２年生が１名という人数でございます。試

合への出場は、北陵中学校と連合チームとして出場しているところです。７月の県総体へ

の出場が決まっているというふうに聞いております。 

 野球希望につきましては、今のところ、野球をやりたいとの声は具体的に上がってきて

いないということでございます。今後、野球希望者がいれば部活動の編成になりますので、

まずは学校のほうで協議をしていただくことが必要じゃないかというふうに考えておりま

す。協議をしていく中で、必要な支援があれば対応していきたいというふうに考えており

ます。 

 議員もおっしゃられましたように、中学校から高校へと継続した運動部が地元嶺北高校

にあることは、嶺北高校を進学先として選択する一つの要素になるというふうにも考えて

いるところでございます。連合でどういうふうに行うかというのは、やはり学校の中でど

うしても顧問、副顧問といった、現在の時点ではそういった制約といいますか制度がござ

いますので、そこら辺、何点かクリアせんといかんところもありますが、協議の中で、支
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援があれば対応していきたいというふうに考えております。 

 答弁とさせていただきます。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）ありがとうございます。 

 希望者がおらんのに無理やりというわけにいきませんので、希望者がおった場合にどう

対応するかということでは柔軟に対応したいと、こういうことでありますので、土佐町と

の連合チームも全く希望がないというわけではないというふうに理解をいたしました。ぜ

ひともそういう形でつくり上げていって、嶺北高の野球部がこれからもずっと存続してい

くということでお願いをしたいと思うんです。 

 そこで、町長が行政報告のほうでも言われておりましたが、嶺北高の野球部に対する魅

力化の法人等を通じた支援、野球部というのは非常に、私もやりましたけれども、金が要

るのですよね。道具にしてもボールにしてもそうですし、いろいろ金が要る。それで、発

足した当時は道具をそろえなければならんかったりいろいろするんですが、それ、両町と

相談して何とか支援をしていきたいということも、かつてというか、その話が出たときに

言われておりましたが、何かそういう支援については、具体的なこととして両町で話がで

きておるんでしょうか、お伺いしたいと思います。 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）もう夏の大会は目前でございますので、いろんな道具等、不足して

おることもありますので、そういうのは見積りを出していただいて、両町でできる支援を

していくということは土佐町の町長とも確認をしております。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）ありがとうございます。ぜひそういうご支援をお願いしたいと思

います。 

 今後、保護者会なんかのほうからもちょっと連絡があっておりまして、私、ちょうど体

育後援会長をやらせていただいておるんですけれども、野球部の後援会をという話も出て

おりまして、現在、土佐町の保護者と本山町の保護者、それから有志の方から後援会設立

についての動きがあります。後援会ができましたら、後援会のほうからもいろいろな支援

ができるんじゃないかなというふうに考えておりますし、いろいろこれからやってまいり

ますと、後援会の経費だけでは賄えないような場合も出てくると思いますので、町のほう

からのご支援もぜひともお願いをいたしたいと思います。 

 それと、この前、土佐町の教育厚生常任委員会が高校のほうへ見学に行ったときに、高

校のほうからお願いがあったのが、吉野の運動公園を野球部が使うということについては

いかがでしょうかということを問われたと。しかし、あれは本山のものだから本山のほう

へということで私のほうへちょっと連絡があったんですが、教育長、話がもしあったとし

たら、あそこを使うことについて何か問題点がありますでしょうか。例えば、使うとすれ



－77－ 

ば野球部のマウンドも造らないかんし、それから、ちょっとネットが低いから川へ飛んで

しまうということになれば、バックネットもしくはフェンスを上げにゃいかんかったりす

ると思うんですが、そういう経費はまた後で考えるとして、その使うことについての問題

点が別にないようでしたら、ある程度、希望は持てると思うんですが、いかがでしょうか。 

○副議長（澤田康雄君）教育長、大西千之君。 

○教育長（大西千之君）答弁を申し上げます。 

 議員おっしゃられましたように、グラウンドの使用につきまして、野球に適した広さが

あり、町民の方と一緒に利用できるようなグラウンドがあれば、そういったところを使用

させていただきたいという話があったということでございます。 

 議員からは吉野運動公園のグラウンドの利用についてでございますが、今後、学校ある

いは野球部と具体的に話をしながら進めていきたいと思います。対応できる内容であれば

話もしていきたいと思っておりますが、まずは、町内でグラウンドを使っている団体もご

ざいますので、そことも協議をして、皆で迎えていけるような、そういった対応を取りな

がら協議を進めていきたいということで考えております。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）ありがとうございます。 

 硬式野球というのはボールが非常に硬いので、ちょっとしたグラウンドの状態でイレギ

ュラーしたりいろいろします。だから、できるだけいいグラウンドで練習をして、特に試

合前はやっておかんと技術が上がらないというふうなこともあって、いいグラウンドでノ

ックをしてもらったりとかトスバッティングしたりとかいうことで対応することだと思う

ので、それで対外試合をやったりとかそういうことではないと思いますから、ぜひともま

た、そういう面では便宜をお図りいただいたらありがたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 次に、これも本山町として土佐町とも協議をしておったんですが、嶺北高校の魅力化の

活動の一環として、嶺北高校の遠征時のバスをどうするかというような話が出たときに、

前町長は、本山町のバスは廃車するのが２台ぐらいあるので、そのうちの１台を使ったら

どうやろうかと、土佐町にもありますよというようなことをお話になっていましたけれど

も、なかなかうまいこと調整できていないというふうに聞いていますが、この遠征用のバ

スの提供については本山町としてはどういうふうな考え方を持っていますか、ご答弁を求

めたいと思います。 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 総務課長、田岡学君。 

○総務課長（田岡 学君）１０番、岩本議員のご質問にお答えします。 

 遠征用のバスにつきましては、議員ご指摘のとおり、以前、両町で協議をして、いいほ

うを提供するという話で進んでおりました。しかしながら、精査をしている段階で、本山

町も新型コロナの交付金を活用してバスを更新したわけですけれども、社協のバスを譲り
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渡す方向で動いておりましたけれども、事業の性格上、その社協のバスを譲渡するという

のができないということが判明いたしまして、その譲り渡すことについては断念をしまし

た。また、土佐町に確認をいたしますと、嶺北高校のほうからお断りがあったというふう

な情報もありましたので、現在、そういうところの現状です。 

 それで、遠征とはいきませんけれども、部活動の利用に当たりましては、現在、町が保

有しておりますバスを申請に基づいて利用していただくということで、その点は進めてお

るところであります。 

 以上です。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）そういういきさつがあったということですか。補助金とかいろい

ろの関係もあって、直接的には多分、無理だろうというような話はしておったんです。例

えば、新しい車を買って、その車が廃車になったという段階で廃車のものを受けたらどう

かというような話だったんで、そのまま横滑りに譲り受けるということではなかったよう

に思ったんですけれども、それはもう話が済んでいますからええとして、今後の対応とし

て、町バスの提供をしていただくとか、いろいろまた便宜を図っていただくということで

お願いをしたいと思います。嶺北高校の先生からも、今回、何か申込みが多分あったはず

です、町バスを使わせてくれないかなということで。そういう話もありましたので、申込

みがあっちゅうと思いますが、そういう節にはまたぜひともよろしくお願いをしたいと。 

 両町ともに、魅力化ということで協力しようと、嶺北高校の振興についてはやっていこ

うというスタンスでありますので、ぜひとも本山町も、土佐町とともに協力してやってい

ただきたいというふうに思います。この件については以上とさせていただきます。 

 それから、３番目に学力向上、これはもう前の教育長のときから言っとるんですが、学

習センターをつくったらどうかと。学習センターといっても、パソコンを備えて、そのパ

ソコンで勉強していただくという仕組みの学習センター、そして、その到達度に達したら

帰るというような仕組みのものが、今、非常にはやっているし、それが子どもたちも入り

込みやすいんじゃないかというようなことで、そうですねということで学習センターの設

置の方向にも向かっておったんですが、ところが、タブレットというものを貸与して、学

習サプリでもってできるんじゃないかというようなことで、途中、方針が切り替わりまし

た。 

 だから、取りあえず学習サプリで対応できてその効果があれば、それはもう所期の目的

を達したということでもいいんじゃないかなというように考えておったわけですが、その

学習サプリの成果というものはどうなっているかということと、それから、各自がタブレ

ットを家へ持ち帰っているかどうかはよく分かりませんけれども、学校では多分ないと思

うんですが、家に持ち帰った場合に、いろいろそれを悪用して、友達を中傷したりとか、

様々な形で問題が起こっているというのがよそのところであったと聞いています。今現在、

本町にあってはそういうことはないのかどうか、この２点についてお伺いしておきたいと



－79－ 

思います。 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 教育長、大西千之君。 

○教育長（大西千之君）答弁を申し上げます。 

 学習センターの取組でございますが、議員提案のありましたセンター方式のパソコンを

置いてといった形まではまだ至っておらないところでございます。 

 現在の取組としましては、英会話教室としまして、月２回、月曜日に夕方１時間程度、

英会話教室をやるということで、ビギナーコース、ハイクラスコースといったコースで、

プラチナセンターのほうで実施をしております。ビギナーコースにつきましては、英語家

定５から４級レベル、ハイクラスは英検３級から準２級クラスの英会話を目指しておりま

して、高校に進学したときに英語の授業が楽であったといった、そういった感想も聞いて

いるところでございます。 

 今後の課題としまして、おっしゃられましたように、こういった英語以外の他の教科の

取組をどうしていくのか、あるいは学習場所、特に人材確保の課題が挙げられます。学力

向上を図っていくためにも、提案のありました学習センターの内容充実につきましては検

討していきたいというふうに考えております。 

 そして、学習サプリの関係でございますが、現在、スタディサプリにつきましては、ク

ロームブックといいまして、パソコンを家へ持ち帰りはまだ行っておりません。議員もお

っしゃられましたルールづくりですね、マニュアルづくり、これが重要だというふうに思

っておりますし、学校での指導の方法、こういったところも重要になってまいりますので、

現在、学校とも協議をしながら有効に使えるように進めておりますが、既に学習サプリに

つきましてはラインズｅライブラリというものを導入しまして、単元ごとにドリルをやっ

たり学期末にテストをやったりしまして、授業の振り返りあるいは習熟度、そういったと

ころの理解力のフォローといった活用をされているところです。 

 中学校では、各教科の中で必要に応じて授業で使っておりまして、特に全国の高校入試

問題が入っておりますので、入試対策として問題を取り出して、必要に応じた場合に使っ

ていくといった有効なツールとして、現在入れておるサプリにつきましては活用している

ところでございます。よろしくお願いします。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）お聞きしますと、なかなか充実したサプリだなというふうに思い

ます。それでもって学年別に到達度がだんだん上がっていく、学力が身につく、基礎的な

学習ができて高校へ行っても十分それが活用できるということであれば、これはもう学習

センターの必要は私はないと思います。何が成果をもたらすかと、こういうことでありま

すので、まず、その学習サプリにおけるタブレット使用のことで効果のほどを見ていくべ

きだと思いますので、理解ができました。ありがとうございました。 

 それでは、最後、４番目に高齢者福祉等について質問をいたしたいと思います。 
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 本日は、６月１５日、年金支給日であります。本日の支給日から年金が０．４％減額に

なります。年間額について１万４，０００円の減額だというふうに聞いております。同僚

議員から再三出ておりましたように、ウクライナ侵攻による様々な影響、それがまた円安

に振れ、原油高に振れ、様々な形によって日本の経済は今、大変な状況になっているし、

物価がどんどん高騰している。こんな中にあって、年金は下がる、これじゃ割に合わんと。

誰が考えても当然のことであります。そうなってきますと、年金暮らしをしている高齢者

の皆さんはますますその生活が苦しくなってくる。これに対する支援というのは一体どう

なっているのかと、果たして年金で生活できるのかと、こういうことになるわけでありま

す。 

 町長、これ、非常に重要な私は問題だというふうに思うんですが、こういうときに、例

えば生活支援ということの対応として社協を大いに活用していくということを私は提言し

たい。なかなか行政というのはやりにくい面がある。しかし、社会福祉法人である社協は

非常に動きやすいということもあって、何とか、社協の役割、意義というものを十分認識

の上で活用していくべきじゃないかというように思います。 

 特に生活支援で今一番問題になっているのは、高齢者が食事を作れなくなったというこ

とです。夕食も含め、昼食もなかなか作れなくなったと。これをどうするかということな

んですけれども、そこらの調査は、健康福祉課あたりでそういうことはやっていませんか。

例えば、食事に事欠く高齢者がいるというようなことはどうなんでしょうか。データとし

ては出ていないんですかね、それをまず。 

 そうすれば、それに対する配食サービスセンターを逆に立ち上げて、それをつくる高齢

者の人たちを雇用したグループで生活の支援にしていくという、様々な収入を得るような

形にしていくと。いい循環をつくっていける、高齢者が高齢者のお世話をすることによっ

て循環をしていくというシステムも考えられるということになるわけでありますが、そこ

らあたりどういうふうに把握をしていらっしゃるか。まず、社協の前に、健康福祉課あた

りで押さえている数字がありましたらちょっとご提示をいただきたいというふうに思いま

す。 

○副議長（澤田康雄君）執行部、答弁。 

 健康福祉課長、川村勝彦君。 

○健康福祉課長（川村勝彦君）１０番、岩本誠生議員のご質問に対しましてお答えをいた

します。 

 冒頭ご質問のありました食事の提供に関するデータは持ち合わせていないかということ

ですが、具体的な人数的なものは資料としては現状では持ち合わせておりません。ただ、

社協のほうでもうずっと以前から実施しております高齢者向けの配食サービスについて、

ちょっと若干、社協のほうで聞き取りをいたしておりますので、それについてご説明させ

ていただきます。 

 現在、社協のほうでは、民生委員さんといきいきふれあいセンターのスタッフが、毎週
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火曜日と木曜日にそれぞれ週１回ですので、年間５２回、昨年の実績でいいますと、延べ

配食数が６４３食、目標が６４６といった形で、そういった提供をさせていただいておる

ということでございます。以前は、ボランティアの皆さん等が実際に食事を作りに来て、

社協の調理場で食事をこしらえて提供していたというようなケースもありましたけれども、

現在は、お弁当を町内の店舗にお願いして配食をしているようでございます。民生委員さ

んのご援助もいただいて、また、いきいきのスタッフなんかが直接その店舗へ出向いてい

ってそれを受け取って、希望者に配食をしておるといったような現状でございます。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）今、概況については分かりましたけれども、これ、まだまだこれ

から高齢者のニーズ、要望というのは増えてくるというふうに思います。ですから、かっ

ちりした配食センターというものを設けて、そしてお弁当等の支給をするということも、

これ、一つの視野に入れておかないかんのじゃないかなというふうに思うところでありま

す。 

 それと、高齢者が、例えば町なかの場合はいいと思うんですが、ちょっと町なかを離れ

ますと一軒家で生活をしているというような場合が、本山はかなり少ないと思うんですけ

れども、それが非常に多いというふうに聞いています。そして、独り暮らし、離れたとこ

ろで生活しているので、よそにおる身内の人も心配するというようなことで、今ちょっと

言われていますのは、高齢者住宅を町のなかに建てられないかというようなことが言われ

ています。そうしたら、病院も近いし買物もできるし、そして、家は当然向こうにあるわ

けですね。家は帰りたければ帰ってもいいけれども、こちらで生活できるような仕組みに

していく。そして、向こうもこちらも家はあるという安心感の中で高齢者の皆さんに生活

をしていただくという、高齢者住宅というシステムが必要じゃないかなということも言わ

れているわけであります。これも、一つの福祉政策の中で私は考えるべきじゃないかなと

いうふうに思うところであります。 

 町長、うちの高齢者率が年々アップしているし、特に団塊の世代が高齢者に向かってく

ると、逆に今度は高齢者たちがＵターンをしてくることが考えられます。団塊の世代のＵ

ターン現象というのがちょっと専門家の中では言われています。そうしたら、帰ってこよ

うにも、受け入れるところがないということになったら帰れないということになってくる。

だから、そこらあたりのことも当然、我々は考えておかないと、ふるさとを遠く離れて生

活していた人たちが、もう年金生活になり後期高齢者になったときに、やはりふるさとで

生活をしたいというときに、家もなければ何もないと。もう最終的には知らない土地で一

生を終わらなければならないと、こういうことになるわけであります。 

 ですから、そういう帰ってきたいという人たちの気持ちというものをまだ調査はしてい

ないと思うんですけれども、帰る人たちがどれだけいるのかということを既に調査を始め

た自治体があります。これ、大事なことだと私は思います。人口の移住ということも非常

に大事なんですけれども、そういう人たちが帰ってくる、それを受入れするということも、
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自治体としては今後考えておかなければいけないことではないかと思いますが、町長のま

ず見解をお伺いしておきたいと思います。 

○副議長（澤田康雄君）町長、澤田和廣君。 

○町長（澤田和廣君）ふるさとに対する思いというのは強いところがあって、帰ってきた

いと思っていただけるような町でありたいというふうにも思います。 

 高齢者住宅の建設については、今、その計画があるわけではございませんけれども、先

ほどのコンパクトタウンのところでも話がございましたけれども、やはり医療機関の近く

とか商業施設の近くとかいった、そういうところでの高齢者住宅の必要性なんかは今後ま

すます出てくるんじゃないかというふうに思います。住宅政策の中で検討していかなけれ

ばならないこともあると思いますが、すみません、Ｕターンの調査については、出身者を

調査して、そこにＵターンするご希望がありますかというような調査だろうというふうに

思いますが、ちょっと研究をさせていただきたいと思います。 

○副議長（澤田康雄君）１０番、岩本誠生君。 

○１０番（岩本誠生君）行政の力だけでは十分でないというところにあっては、やはり社

協とかいろいろな団体を活用しながら、そういう情報を集めるということも必要じゃない

かというふうに思います。私は、特に高齢者福祉、社会福祉の役割の中で社協の占める役

割というのは非常に大きいというふうに思っていますので、社協を充実さす、そして、法

人としてフットワークが非常に軽くできる部門を社協に請け負っていただくということも

非常に大事なことじゃないかなというように思いますので、そこら辺もまた福祉政策の中

でお考えをいただきたいなというふうに思います。 

 以上、通告をいたしておりました私の一般質問は全て終わりました。今任期最後の一般

質問でありましたけれども、質問に対しては非常に明快に、分かりやすくご答弁をいただ

きまして、無事、一般質問が終わりました。ありがとうございます。 

 以上で終わります。 

○副議長（澤田康雄君）これをもって、１０番、岩本誠生君の一般質問を終わります。 

 これをもって一般質問を終わります。 

 議長交代のため暫時休憩とします。 

 

休憩  １６：３２ 

再開  １６：３３ 

 

○議長（岩本誠生君）休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○議長（岩本誠生君）以上をもちまして、通告を受けておりました一般質問は全て終わり
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ました。 

 これをもって一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了いたしましたので、本日はこれをもって散会いたします。 

 お疲れさまでした。 

 

午後 ４時３４分  散会 

 


